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せっかく侍女になったのに、奉公先が元婚約者（執着系次期公爵）ってどういうことですか～断罪ルートを全力回避したい私の溺愛事情～










１　悪役令嬢、侍女になる




「ユリアーナ様、あちらを見てくださいませ！」

　私を慕ってくれている友人の令嬢が、訝いぶかしげに眉をひそめてそう言った。

　言われたほうに視線を向けてみる。そこには、自分の婚約者であるクラウス様が、私ではない別の令嬢と親しげに話している姿があった。

　今は、私が通っているエルム魔法学園の学期末パーティーの真っ最中である。美しい演奏をバックに美味しい料理に舌鼓を打ちながら、友人たちと一年間の思い出話に花を咲かせていたというのに――。

「……最っ悪」

　私の楽しい気持ちは、一瞬にして最底辺まで落ちていった。

「ユリアーナ様が同じ会場にいるというのに、なんて図々しいのかしら！　リーゼ嬢ったら」

「絶対にわざとです！　見せつけているのですわ！」

　友人たちは私に味方するように、クラウス様と話している令嬢――リーゼ・オフレの悪口を言い始める。

　リーゼは公爵家のクラウス様、そして伯爵家の私より格下の身分の子爵令嬢だ。見た目も地味で目立たないくせに、成績だけは優秀だ。それを武器にして、あろうことか私の婚約者であるクラウス様に近づくなんて……！

　今までも何度かリーゼに直接注意したことはあるが、逆に私がクラウス様に「彼女とはそんな関係ではない。彼女をいじめるのはやめてくれ」と怒られてしまった。クラウス様はお優しい方だから、彼女に話しかけられたら無視できないし、ついつい弱いものを庇ってしまうのだろう。ああ、なんて素敵な方なのかしら……。

　それから私はクラウス様のいないところで、リーゼに個人的にお灸を据えていた。私の婚約者と勝手に仲良くしているのだから、それくらい当然の仕打ちよ。

「ユリアーナ様、いいのですか？　このままリーゼ嬢の好きにさせておいて」

「……そうね。いいわけがないわ」

　私はクラウス様がリーゼから離れた隙を狙って、真っ赤なぶどうジュースの入ったグラスを片手にリーゼのもとへ足を進める。

　事故に見せかけて、このジュースであなたの純白のドレスを真っ赤に染めてやるわ……！　みっともない姿を晒して、泣きながら会場から出て行きなさい！

　こんなの、私に許可もとらず、クラウス様に色目を使った罰にしては軽すぎるくらいだ。本当だったら即刻退学……国外追放……いや、死刑に値するというのに！

　怒りをふつふつと沸き立たせながら、カツカツとヒール音を鳴らして、あと数歩でリーゼに辿り着く――その瞬間。

「きゃあっ！」

　おろしたての履き慣れていない靴だったせいか、私はその場で躓つまずいてしまったのだ。

　すぐにバランスを立て直そうと思ったが追いつかず、私の身体は派手に地面に打ち付けられた。前のめりな体勢で転んだせいか、床に思い切り顔面ダイブする始末だ。

　今まで何度も高いヒールを履いてきたのに、なぜこんなことに――。リーゼにジュースをかけようとしたから？　それとも、早くリーゼに恥をかかせたいって気持ちが先走りすぎたせい？　どちらにしろ、私が大衆の面前で恥をかくなんて！

　恥ずかしくて顔がなかなか上げられず、床とキスしたままの私だったが、急に頭の中で妙な映像が流れ始めた。

　――あれ。私、この状況をどこかで見たことがある。といっても、展開は違うけれど。だって私の記憶では、ユリアーナはしっかりリーゼにジュースをぶっかけて高笑いしていたもの。

　……ん？　待って。ユリアーナって私のことよね？　それなのにどうして、こんなに他人事みたいな思い出し方をしてしまうの。

「っ！」

　さっきまで聞こえていた周りの喧騒が急に聞こえなくなり、頭が強烈に痛くなる。そして私の脳内に、膨大な記憶が一気に流れ込んできた。

　これは私の――前世の記憶だ。

　頭の中で流れる映像にいる前世の私は、一日のほとんどをベッドの上で過ごしていた。そんな日々の中で楽しみだったのが、小説を読むこと。ラブファンタジー系のジャンルを好んでよく読んでいた。

　特にお気に入りだった作品は、『聖なる恋の魔法にかけられて』。略して『聖せい恋こい』。魔法学園を舞台にした、身分差のある貴族同士の恋物語だ。けなげなヒロインリーゼと、イケメンヒーローのクラウス様に何度も胸キュンさせられたっけ。たまに出てくる悪役令嬢がめちゃくちゃうざかったけど、最後は断罪エンドですっきりしたし。たしか名前はユリアーナ――。

「……私!?」

　思い出したところで意識が戻り、私は大声を出して顔を上げた。手に持っていたジュースはグラスごと床に落ちていて、真っ赤な絨毯をさらに色濃く染めていた。

「あ、あの……ユリアーナ様？」

　声が聞こえて視線を移すと、床に倒れている私の前に、心配そうな表情を浮かべたリーゼの姿があった。肩にかかるキラキラした金髪に、深緑のカチューシャ……。小説の表紙で見たまんまの姿だ。

　記憶が戻る前は冴えない地味女だと思っていたのに――めちゃめちゃかわいいじゃない！　この守ってあげたくなるオーラはなに!?　というか地味なんじゃなくて、変に着飾る必要がないほど元々が完璧すぎる。

　ずっと見てきたヒロインのリーゼが目の前にいることに興奮するのと同じくらい、私は自らの置かれた状況に戸惑いも感じていた。

「大丈夫ですか？」

　身体を屈ませて、リーゼは私に手を差し伸べる。

　周りはざわざわとしていて、いったいなにが起こったんだという雰囲気だ。

「え、ええ。大丈夫。ありがとう」

　とにかくいつまでも床に這はいつくばっているのはどうかと思い、私はリーゼの厚意に甘えてその華奢で小さな手のひらに自分の手を伸ばした――が。

　反射的になのか、リーゼの手はびくりと震え、私が触れる前に引っ込められてしまった。

「あっ……ご、ごめんなさいっ」

　泣きそうな顔をして謝るリーゼ。これまで嫌がらせをされてきた相手を前に、怯おびえてしまうのは仕方のないことだ。

「大丈夫か？」

　その時、頭上から声が聞こえた。私とリーゼの視線は同時にその声のほうへと向けられる。声の主は予想通り、小説のヒーローであり、私の婚約者でもあるクラウス様だった。

　リーゼ同様、カバーイラストや挿絵で見るよりもずっとかっこいいクラウス様に、私は思わず視線が釘付けになる。

　薄茶のサラサラな髪に、キラリと輝く金色の瞳。モデルのようなスタイルに、誰もが見み惚とれるほどの美しい顔立ち。名家の令息でありながら人当りがよく、雰囲気も柔らかいため、学園の生徒たちからも圧倒的な人気を誇っている。

　クラウス様はリーゼの震える肩を支えると、冷たい眼差しで私を見つめた。

　……ああ。〝大丈夫か〟って、リーゼのことね。

　派手に転んで恥をかいた婚約者よりも、そちらの心配をするなんて――ユリアーナったら、婚約者なのに全然大事に思われていないじゃない。でも当然か。ユリアーナのイメージって、わがままで傲慢で女王様気質で、常に人を見下して……そんな人、私が男でもきっと好きになるわけがないもの。

「……ふふっ」

　思わず自分で自分に呆れてしまう。ついでに、こんなに脈がないのに必死にクラウス様を想っていたユリアーナが滑こっ稽けいであり、ちょっとかわいそうにも思えた。

「なにがおかしい？」

「いえ。皆様の前で転んでしまったことが恥ずかしくて……笑って誤魔化しただけですわ」

　怪け訝げんな顔をするクラウス様に適当な言い訳をして、私は奇跡的に割れていなかったグラスを持って立ち上がる。空になったグラスを近くのテーブルの上に置くと、私はクラウス様と密着したままのリーゼに声をかけた。

「リーゼ嬢、ジュースがかかったり、怪我をしたりはしていない？」

「えっ？　は、はい。大丈夫です」

「そう。……よかった」

　ここで怪我をさせていたら、ただでさえよくない私の評判がさらに悪くなる。安堵してリーゼに微ほほ笑えみかけると、クラウス様とリーゼの顔が固まった。

　――とにかく、記憶の整理もしたいしこの場からさっさとお暇いとましちゃおうっと。このふたりと関わったら、私の悪役度が増すだけだわ。私は悪役として人生を終わらせるなんてごめんよ！

「クラウス様、リーゼ嬢、そしてこの場にいる皆様。お騒がせして申し訳ございません。せっかくのパーティーだったのに、楽しい雰囲気を私のせいで中断させてしまいました……。お見苦しい姿を晒してしまった私はお暇させていただきますが、皆様は、心ゆくまでパーティーをお楽しみくださいませ」

　ドレスの裾をふわりと広げ、完璧な角度で頭を下げる。前世の私は物語のヒロインに憧れて、よく貴族の所作を真似したものだ。この時、優雅な動きになるよう特に気を付けていた。果たしてできているかは謎だが、悪役令嬢のユリアーナが頭を下げただけでも物珍しい光景のはずだ。

「それではごきげんよう！」

　最後に元気な声と満面の笑みを浮かべて、私は会場を去った――いや、逃げ出したと言ったほうが正しいか。

　途中、外にいてなにが起きたのかわかっていなさそうな男子生徒とすれ違ったので、適当に愛想笑いしておいた。すると、その男子生徒は鳩が豆鉄砲を食ったような顔をした……。これまでの私が、いかに周囲に対して悪態をついていたのかがわかった。




　その後、私は使用人に体調不良と言い迎え用の馬車に乗り込むと、早急に屋敷へと帰った。

「ユリアーナ！　具合が悪いと聞いたが大丈夫なのか!?」

「すぐに医者を呼んでもらいましょう！」

「ああ、かわいそうなユリア。僕が代わってあげられれば……」

　帰るなり、玄関先にお父様とお母様、そしてお兄様も駆けつけて、私の心配をしてくれている。きっと使用人が、私の具合がよくないことを先に伝えていたのだろう。

　このように、ユリアーナというキャラクターは家族にめちゃくちゃ甘やかされて育ったという背景があるのだ。理由は単純で、ただただ末娘がかわいくて仕方ないからと小説内で説明があった。彼女がわがままで高飛車に育ったのには、このことも少なからず影響しているだろうと今になって思う。

　エーデル伯爵家は、お父様とお兄様は目元がたれ気味で、比較的優しめな顔立ちをしている。そんなふたりとは対照的に、私とお母様はキリッとしたつり目に加えて、それをさらに主張するように目尻にかけてまつ毛のボリュームがどんどん上がっているところまでそっくりだ。このように、なぜか男女で顔立ちが真逆なのである。

「みんなありがとう。でも、そんなにたいしたことないわ。でも、ひとりでゆっくり休みたいかも……。だからそっとしておいてくださいませ」

　忘れてしまう前に、この世界のことを一度整理したい。故に、申し訳ないが騒ぎ立てている家族に構っている時間はない。

　過保護な父母兄は「ユリアーナがそう言うなら……」と、あっさりと引き下がってくれた。

　私は自室へ戻ると、自習用に買ったものの一度も開くことのなかったノートに、覚えている限りの『聖恋』の記憶を書きなぐっていく。真っ白だったノートは、あっという間に文字で埋め尽くされていった。

　物語の前半は、十六歳以上の良家の子女が学ぶ、二年制の魔法学園の一年目がメインの内容だ。リーゼとクラウス様が出会い、次第に距離が縮まっていき、お互いが意識し始めるまでが描かれている。

　そして後半が、二年生に進級してからの話だ。クラウス様との恋愛や、悪役令嬢ユリアーナからのひどい嫌がらせもここから本格的に始まっていく。ほかにも新キャラが出てきたり、リーゼがチート能力を手に入れたりと、いろんなことが起きるのがこの後半だった気がする。

　ラストはリーゼとクラウス様は結ばれるが、ふたりを手にかけようとしたユリアーナは処刑される。つまり、断罪エンド――。

「……絶対にそんなの無理！」

　自身を待ち受けているラストを想像するだけで、全身に悪寒が走った。

「ああ！　どうしてユリアーナに転生しちゃったの！　リーゼだったら、もっとこの人生を楽しめたのに……」

　テーブルに項うな垂だれて大きなため息をつく。せっかく大好きな小説の世界に生まれ変わったというのに、こんなのあんまりだ。

「……ん？」

　ふと、テーブルに置いてあるメモと、その下に積まれているたくさんの教科書が目に入った。メモには〝二年生用〟と書かれている。

　――そうか！　今日の学期末パーティーは一年生終了のパーティー！　つまり、まだ物語の中盤！

「てことは、リーゼとクラウス様が親密になるのと、私が本格的にやばめな悪役になるのはこれからってことよね……？」

　それなら、間に合うんじゃないだろうか。断罪エンドなんて悲惨な運命から、今なら抜け出せるかもしれない。

　そうよ。ユリアーナに転生したからって、人生を楽しめないわけじゃあない。新しいユリアーナの物語を、私が始めたらいいんだ。

「……だけど、どうやって？」

　学園にいる限り、嫌でもリーゼとクラウス様と関わることになる。断罪を避けるには、あのふたりや、小説に出てくるキャラクターたちとは距離を置きたい。

　しかし、その距離をどうやって置けばいいのかわからない。進級することは決まっているし、ほかにユリアーナが歩めそうな道はないのだろうか。……私がこの世界でやりたいことも、すぐには見つかりそうもない。




　記憶が戻って一週間、私は外部との接触を拒み、屋敷に籠こもってどうすればいいのかをひたすらに考えた。

　このまま学園に通って、改心した姿を周りにアピールする？　いや、今さらそんなことをしたって、なにか悪いことを企んでいると逆に怪しまれるだろう。じゃあ、いっそのこと家出でもして、知らない場所へ逃亡しようか……。といっても、小説以外のこの世界の知識がないから、ひとりで生きていける自信も勇気もまだない。

　様子のおかしな私を家族は心配していたが、体調が悪いと言えばひとまず納得し、黙って見守ってくれていた。

「ああー……どうしよう。もう時間がないのに」

　進級までの間に設けられている春休みが、三日後に終わりを告げてしまう。なにかいい案はないものかと、私はベッドに横たわって、真上にある高級そうなシャンデリアを見つめた。

「お嬢様、失礼してもよろしいでしょうか？」

「ハンナ！　どうぞ。入って」

　上半身だけ起こして、私は侍女のハンナを自室に迎え入れた。ハンナは私が生まれた時からこの屋敷に仕えている、ベテランの侍女である。甘やかされてわがまま放題のユリアーナを唯一手懐けていた実績を持ち、ユリアーナもハンナの前では、素直でかわいらしい一面をよく見せていた。屋敷内で使用人たちが『わがままなのもユリアーナ様の魅力よね』と思うようになってくれたのは、ハンナがいい具合に私の暴走を止めてくれていたからだと、今になって思う。

「具合はよくなりましたか？」

「ええ。なんとか」

「それはよかったです。お嬢様がおとなしいものですから、みんな驚いていましたよ」

　ハンナの言葉に、私は苦笑いを返すことしかできない。本来のユリアーナだったら、屋敷でもわがままし放題でうるさかっただろう。しかし、前世の記憶が戻った今、あの悪役になるために生み出された性悪のユリアーナはもうどこにもいないのだ。

「どうぞ。お嬢様のお好きなミルクティーです」

「ありがとう。……んっ!?」

　ベッドから椅子に座りなおし、ハンナが用意してくれたミルクティーを、なんの疑いもなく一口飲む。すると、口いっぱいにとんでもない甘さが広がった。砂糖をいくつ入れているのだろうか。甘すぎて紅茶の味がまったくわからないし、これ以上飲むと確実に胸焼けをする。

「ご、ごめんなさいハンナ。よかったら、砂糖をひとつにして淹れなおしてもらえるかしら？」

「……!?　お嬢様がそんなことを言うなんて、やっぱりまだ具合が悪いのですね!?　すぐにお医者様を――」

「えっ!?　ち、違うの。この一週間で味覚が変わったのよ！」

　家族並みに心配性のハンナを焦って制止する。

「……なるほど？　そんなこともあるのですね。お嬢様は今まで、ミルク二杯に角砂糖五つの紅茶しか飲まれませんでしたのに」

　どれだけ甘党だったんだユリアーナ……。今日までずっとお茶を断っていたから知らなかったわ。

　改めて普通の紅茶をハンナに淹れてもらい、ほっと一息ついていると、数分席を外していたハンナが小さな包みを手に戻ってきた。

「お嬢様。これ、よろしければ」

　若干照れくさそうにして、ハンナが私に包みを差し出す。どうやら、私へのプレゼントみたいだ。

「ありがとう。開けてもいい？」

「はい。どうぞ」

　まだミルクティーの甘い香りが広がる部屋の中で、私は包みを開いた。

「わあ……！」

　中には薔ば薇らと私の名前が刺繍された、かわいらしい薄紫色のハンカチが入っていた。

「すごい！　これ、もしかしてハンナが刺繍を？」

「はい。お嬢様の進級記念に、なにか特別なものを贈りたくて」

「すごく嬉しいわ！」

「そんなに喜んでいただけると思っていなかったので……ありがとうございます。感激です」

　ハンカチを胸に抱えて微笑むと、ハンナは心の底から嬉しそうな顔をして笑みを返してくれた。

「とても上手ね。さすがハンナだわ」

「そんなそんな。刺繍は私の趣味ですから」

　ハンナの施した細やかな刺繍を見つめて、私は思わず感心してしまう。

　――そういえば、私も刺繍にハマった時期があったなぁ。

　ハンカチを見つめていると、前世のとある記憶がまた蘇ってきた。

　前世の私は生まれた時から身体が弱く、よく入院していた。まともに学校に通った記憶より、病院での生活のほうが長かったように思う。

　……日々が退屈にならないよう、お母さんが病院でできることをたくさん提案してくれたんだっけ。刺繍もその中のひとつだった。

　お母さんも今みたいに、私に刺繍入りのハンカチをくれたことがある。

　私はいつの間にか、目の前にいるハンナをお母さんと重ねていた。なんの見返りも求めずに、いつも優しい笑顔で私のお世話をしてくれるハンナは、前世のお母さんにとても似ていたのだ。

　そしてこの瞬間、自分の中にとある感情が芽生えた。

　――今世では、私も誰かの役に立ちたい。

　体調が悪く学校に通えず、入院ばかりしている私を、いつもお母さんが支えてくれていた。両親は私が生まれてすぐ離婚しており、家庭も決して裕福とはいえなかった。私が病気をしたせいで、お母さんには本当に苦労させてしまったと思う。

　毎日朝早くから夜遅くまで働いて、それでも欠かさず、仕事の合間に私に会いにきてくれた。優しい笑顔で、嫌な顔ひとつ見せずお世話してくれるお母さんが大好きだったけど……嬉しい感情と同じくらい、なにもしてあげられない自分が悔しくて、静かになった部屋で泣くこともあった。

　本当はお母さんのお手伝いをしたり、家事をしてあげたかった。前世では病気のせいでそれが叶わなかったけど……この身体でならできる。

　やっと見つかった。私のやりたいこと。ユリアーナとしての新しい人生の道筋が。

　それに貴族の生活って、窮屈で記憶を取り戻した私には合ってなかったし……よし。ギリギリだけど、なんとかしてみせる。

「ハンナ！　ありがとう！　私、あなたみたいな立派な侍女になってみせるわ！」

「……じ、侍女？」

「さっそくお父様のところへ行ってくる！」

「ちょっ……お嬢様!?　ユリアーナお嬢様～っ！」

　私はハンカチをワンピースのポケットに入れると、そのまま部屋を出て長い廊下を駆け抜けていった。




「ユリアーナ……今、なんと？」

「私、ユリアーナ・エーデルは、クラウス・シュトランツ様との婚約を破棄し、学園を辞めて侍女として奉公に出たいのです」

　ちょうど家族三人が集まっていた居間で、私は再度そう告げた。

　三人は数秒固まったまま動かなかったが、二度聞いてやっと私の言葉を理解したらしい。全員が驚き顔をして、前のめりになっている。

「正気かユリアーナ！　あんなにシュトランツ家の嫡男を好いていたじゃないか！　それを婚約破棄だなんて……！」

　お母様とお兄様も同意見なのか、口をぱくぱくさせながらお父様の言葉に頷いている。

　……私だって嫌というほど知っている。ユリアーナというキャラクターがどれだけ、クラウスという男に恋い焦がれていたかなんて。

「……これは私にとっても苦渋の決断なのです」

　私は話が思い通りに進むように、ここからは頭の中で咄とっ嗟さに描いたシナリオを、大おお袈げ裟さな演技で実行することにした。

「実は私……先日のパーティーで、未来の公爵夫人としてふさわしくない行動をとってしまいました……！」

　その場で膝をつき、まるで泣いているように両手で顔を覆う。もちろん涙など出ていないので、必死に声をそれっぽくして誤魔化している。

「なにをしたかはここで口にするのもはばかられます。私はそれほどの失態を犯したのです……」

　ここまで言ってしまえば、無理には聞き出さない＆怖くて聞きたくなくなるだろう。

　私の作戦通り、誰も追及してくることはなかった。代わりに、誰かがごくりと生唾を飲む音が微かすかに聞こえた。……派手に言い過ぎたかしら？

「しかし、優しいクラウス様は私を許してくださいました。でも……私はもうクラウス様に顔向けできません。彼の優しさに唯一できる私の償いは黙って身を引くことだと、この一週間で気づけたのです。そのため、婚約破棄をしたいのです」

　我ながらよくできた言い訳だ。私が断罪から免れるために、まずは絶対にクラウス様とは婚約破棄しなければならない。婚約破棄と退学。このふたつが成立しないことには、私に平穏な日々は訪れないと言っていい。

「ユリアーナ……あなたひとりでそんな辛い決断を……。私もわかるわ！　好きという気持ちだけでは、どうにもならないということ。そういう時期が私にもあったもの！」

　なぜかお母様がひとりで盛り上がり始めている。そんな話は、夫と息子の前でするものではない。ふたりがどんな顔をしているかものすごく気になったが、泣いている演技を続けるために諦めた。

「し、しかしなぜ、学園を退学するんだ？　許してもらえたなら、奉公に出るまでしなくていいだろう」

「いいえお父様。このまま変わらぬ日々を送っていては、私はずっと人間として成長できません。今回のことで、私は今のままではいけないと気づきました。私は将来、領民に寄り添える立派な貴族令嬢になりたい。ですから、一度今の身分を捨てて、人々に仕えることを学ぶ――つまり、侍女として奉公に出たい！　すぐにでも！　……そんな私の夢を、応援してはくれませんか？」

　最後に真っすぐ目を見つめて、私はお父様に訴えかけた。うるうるした上目遣いも忘れずに、だ。

　お父様は俯うつむいて身体をふるふると震わせると、顔を上げて開口いちばんにこう放った。

「……ユリアーナ！　私は感動したぞ！」

　その瞳には涙が浮かんでいるではないか。

「お前がそんなふうに考えていたなんて……！　領民に寄り添いたいなんて、素晴らしいじゃないか！　だったら私は、全力でユリアーナの夢をサポートしよう！」

「本当ですかっ!?　お父様！」

「ああ！　すぐに手続きを進めようじゃないか！」

　さすが親馬鹿なだけある。話が早い。お父様は私の考えに賛同し、応援してくれる意思を見せてくれた。そしてそれはもちろん――。

「ユリアーナ、頑張るのよ。それに、クラウス様よりもっと素敵な人に出会えるわ」

「エーデル家の将来は僕が支えるから、ユリアは好きなことをしてくれ！　でもたまには、その愛らしい笑顔を見せに帰ってきておくれ！」

　同じくユリアーナに激甘の、お母様とお兄様も同じだった。

「みんなありがとう！　私、侍女として必ず成功しますわ！」

「ああ！　奉公を終えて、立派なレディーになって戻ってくるんだぞ！」

「……は、はい」

　どうやらお父様は私が侍女になるのは一時的だと思っているみたい――。私の言い方的に、そう思われて当然なのだが。この家と家族は温かくて嫌いではないけれど、できれば確実に断罪を回避できるまでは貴族に戻りたくはないというのが本音だ。それに、貴族はいろいろと堅苦しいもの。マナーがどうとか、社交界で人脈を作ったりとか……。できることなら、もっと自由な世界で暮らしていきたいわ。

　しかし、それを告げると話がこじれそうなため、黙っておくことにした。




　侍女になると決めた二日目の夜。お父様が私を呼び出した。

「婚約破棄と退学については、無事に手続きが終わったぞ」

「もう!?　さすがお父様！　仕事が早いのねっ」

　両手を合わせて猫撫で声で褒めると、お父様は自慢げにふんと胸を張っている。

　――よかった！　これでひとまず、クラウス様とリーゼからは離れられる！

　私は心の中で、大きくガッツポーズをした。

「それと――さっそくだが、侍女としての勤め先も決まった。ユリアーナがなるべく早く奉公に出たいと言っている旨を伝えると、明後日から受け入れてくれると言ってくれてな。大丈夫そうか？」

「もちろん！　荷物は今夜にでもまとめておきますわ！」

　こんなにとんとん拍子に話が進んでいいものなのか。私って、もしかしてめちゃくちゃラッキーなんじゃ？　お父様の話を聞きながら、私はにやにやが止まらなかった。

「それで、勤め先はどこなんですの？」

　どこか遠縁の貴族の屋敷？

　それとも王家にまつわる高貴な屋敷？　はたまた王宮!?

　ドキドキしながらお父様の答えを待っていると――。

「シュトランツ公爵家だ」

「……ん？」

　まさかの聞き慣れた名前に耳を疑い、言葉を失った。

　なんと私の勤め先は、元婚約者であり物語のヒーロー。つまりこの世界でいちばん関わりたくない男、クラウス・シュトランツの屋敷だったのだ。










２　いざ、シュトランツ公爵家へ




「……シュトランツ……公爵家……？」

　花の侍女デビュー先がシュトランツ公爵家だと告げられ、私は絶望した。なにかの冗談かと思ったが、気まずそうなお父様の顔を見てすべてを悟った。

「お父様！　どうかシュトランツ家だけは！　私、クラウス様のところには行きたくないのです！」

　あんなメインキャラの近くにいるなんて、自殺行為同然だ。大体、どういう経緯でこんなことになるのかわからない。

「お前の気持ちはわかっている。だが……これはシュトランツ公爵家からの申し出でな」

「はっ？　えぇっ!?」

　なにを血迷ったかシュトランツ家。

「お前が侍女になるという話をどこかで聞きつけたようだ。それで、クラウス様がぜひ我が屋敷へ来てほしい、と」

「クラウス様が!?」

　彼は私を毛嫌いしていたはずだ。婚約破棄だって、ラッキーくらいに捉えていると思っていたのに。なんでまた、私を雇うなんて言い始めたのか。

　――もしかして、使用人になった私になら思いっきり今までの鬱憤を晴らせると思ったとか？　私、シュトランツの屋敷でクラウス様に虐げられるんじゃあ……。

　嫌な考えばかりが頭の中を駆け巡る。彼の考えていることが、私にはさっぱりわからない。

「絶対に絶対にぜーったいに、クラウス様のところには行きたくありませんっ！」

　小さな子供のように、私はだだをこねる。

「残念だがユリアーナ、これはもう決定事項だ。こちらとしても、一方的に婚約破棄をしてしまった手前断りづらくてな……申し訳ない！　ユリアーナ！」

「そ、そんなぁ～」

　たしかに、向こうはうちより身分の高い公爵家。家の事情的にも、断れない話なのだろう。お父様の悲しそうな顔を見ると、私もこれ以上なにも言えなくなった。

　こうして、私は二日後からシュトランツ公爵家の侍女として働くことに決定した。

　新たな門出に胸を弾ませながらするはずだった荷造りも、ずーんと重たい気持ちでやることに。そんな暗い雰囲気を纏まとう私とは真逆に、家族はどこか嬉しそうだった。なぜかというと――。

「シュトランツ公爵家なら、いつでもまたユリアーナに会えるから安心ね」

　と、いうことらしい。

　公爵家も、エーデルの屋敷も、学園も、すべて同じ王都の中心部あたりにある。

　私が遠い場所へ行くと思っていた家族からしてみたら、シュトランツ家の申し出は実は好都合だったのだ。

　この感じを見ると、本当はお父様も快く承諾したんじゃあ……という疑念が湧いてきたが、今となってはそんなことはどうでもよかった。だって、私がクラウス様と同じ屋根の下で暮らすことは、もう覆らぬ事実なのだから。




「まさかお前をこうして見送る日が来るなんて……頑張ってくるんだぞ。愛しのユリアーナ！」

「なにかあったらすぐに連絡してちょうだいね。ああ、あなたが屋敷からいなくなるなんてとっても悲しいわ」

「嫌なことがあれば、いつ戻ってきてもいいんだぞ！　兄様がどんなユリアも受け止めてあげるからね」

「……ありがとう。お父様、お母様、お兄様」

　馬車に乗る私を家族が見送りに出てきてくれた。みんな寂しそうな顔をしてはいるが、たいした距離ではないからか、想像よりずっと元気そうである。

「では、いってきます……」

　見送られる張本人がいちばん元気のない声を出し、私は重い足を動かす。ここまできたら、もう引き返す術もわからない。

「お嬢様！」

　馬車に乗り込もうとした直前、私を呼ぶ声がして振り向く。

「ハンナ……？」

　声の主は、家族と一緒に見送りに来てくれていたハンナだった。黙って私たちのやり取りを見守っていたのに、なにか伝え忘れたことがあったのかしら。

　ハンナは早足で私に近づくと、小声で話しかけてくる。

「あの、お嬢様……大丈夫ですか？」

「えっ？」

「ずっと憂鬱そうな顔をされていますから。本当は、無理して侍女になると仰ったのでは？　私はお嬢様が本当にやりたいことなら心から応援いたします。ですが、ご無理だけはなさらないでください。お嬢様にはいつも太陽のように、周りを照らす明るい笑顔でいてほしいのです」

　心配そうな表情を浮かべて、ハンナはこのギリギリの状況になっても、私を引き留めにきてくれたのだ。私はそんなハンナの想いに、思わず胸がじーんと熱くなった。

　――そうよ。場所がどこであろうと、今世ではやりたいことができるんだから。ネガティブなことばかり考えちゃいけない。

「ありがとうハンナ。でもね、私、あなたを見て侍女になりたいって思ったの」

「……私を、ですか？」

「ええそうよ。あなたはね、私の大切な記憶を思い出させてくれたの。侍女になりたいっていうのは、紛れもなく私の本心よ。次に会う時までに、ハンナよりずっとすごい侍女になってみせるわ」

　そう言って悪戯っぽくウインクをしてみせると、ハンナはふっと、小さな笑いをこぼす。

「はいっ。楽しみにしております。私も負けていられませんね」

「ふふ！　……ありがとうハンナ。またね。ハンカチ、ずっと大切にする」

　ハンナと握手を交わすと、私は今度こそ本当に馬車に乗り込む。最後にハンナに勇気づけられたおかげで、憂鬱な気分は知らぬ間に消えていった。

「いってきます！　みんな、元気で！」

　大きな声で大きく手を振ると、私はエーデルの屋敷をあとにした。




　――こうして、無事ご近所さんのシュトランツ公爵家へ到着した私だったが……。

　馬車を降りてすぐ、私は俯いた。だって、いちばん会いたくない人物がすぐそこにいるからだ。

　馬車に乗っている時から気づいていた。クラウス様がいることを。

　様子見のためにちらりと視線をやってみると、ものすごい眼力で私のことをガン見している。怖くなって、私は即座に目を離すと、どこを見るのが正解かわからずまた俯いた。

　……わぁ～！　シュトランツ公爵家は門前の土の色もとっても綺麗！　高級な土なのかしら～！

　なんて、頭の中でどうでもいいことをひとり呟きながら気持ちを落ち着かせる。しかし、いくらお花畑なことを唱えても、気まずい気持ちは拭えなかった。

「ユリアーナ」

　聞き慣れた声で名前を呼ばれると、自然と身体がびくりと跳ねる。

　――やっぱり無理！　帰りたい！　ていうか、なんでわざわざ出迎えに!?

　さっき、ハンナのおかげで頑張ろうと奮起したばかりなのに。実際にシュトランツ公爵家に来ると、なぜここへ来てしまったのだろうと後悔の念が押し寄せる。

　だが主人となる相手の声を無視することは失礼にあたる。嫌々顔を上げると、クラウス様とばっちり目が合った。この距離では、もう逸らすこともできない。

「ようこそシュトランツ家へ。これからは侍女として、末永くよろしく頼むよ」

　そう言って、悪魔の笑みを浮かべる男――クラウス・シュトランツ。さすが恋愛小説のヒーローだけあって、ものすごく綺麗な顔をしているけれど……私には、彼が死神にしか見えなかった。

　――どうして！　もう金輪際関わらないと思っていたのに！

　無理やり口角を上げながら、私は自分の呪われた運命を心の中で嘆く。

　大体、今の言葉になんて答えるのが正解なの!?　普通に〝よろしく〟って笑い返す？　でも侍女の立場なのにそれだとフランクすぎるし……なにより、クラウス様とは必要以上に絶対に関わりたくない！　……そうだ！　徹底的に塩対応して、クラウス様に嫌われればいい。そうしたら向こうから話しかけてこないだろうし、クビにしてくれるかも！　我ながらいいアイディアだ。

「……ドウモ」

　私はぺこりと軽くお辞儀をすると、すっとクラウス様の横を通り過ぎた。

「……ユリアーナ。荷物を持とうか？　そんなに大きいと、女性の君には重いだろう？」

　しかし、クラウス様は何事もなかったかのように笑顔で私の横をついてくる。

「結構です。これくらい平気なので」

「！　意外だな。君はスプーンより重い物は持ったことなさそうなのに」

　完全に嫌味を言われてる？　やっぱり、私を虐げるために呼んだに違いないわ。

「クラウス様、早く学園へ行かれては？　今日は進級式でしょう？」

「ああ。そうだった。そろそろ行かないと遅刻だ」

「では、行ってらっしゃいませ～」

　私は玄関前でクラウス様に再度お辞儀をすると、そのままひとりで屋敷の中へと入る。私がこの時間に来ることを事前に知っていたのか、玄関の扉は開いたままだった。

「あの、すみません」

　入ってすぐにひとりの侍女を見つけ、私は声をかける。

「ちょっとあなた！　今の態度はいったい!?」

　すると、開口いちばんに物凄く怒られてしまった。

「クラウス様に失礼だと思わないの!?　あなたはもう、婚約者でなくここの使用人という立場なのよ！　勘違いはやめることね！」

　どうやら、さっきの私の態度を見られていたらしい。それは怒られて至極当然だ。

「す、すみません……つい」

「〝つい〟であんな失礼なことをされたら困るのよ。まったく、これまでと同じ扱いをしてもらえると思ったら大間違いよ。ユリアーナ・エーデル」

　そう言って、侍女にキッと睨まれる。そうか。ユリアーナはこの屋敷に通っていたのだから、当然侍女たちとも顔見知り。前世の記憶を取り戻す前の記憶が曖昧になっているため、私は正直誰かわからないのだが。だけどこの反応を見るに、好かれてはいないということはわかる。

「はい。以後気を付けます。申し訳ございませんでした」

　同僚から嫌われていたら仕事がやりづらいというのは、前世でよくお母さんの口から聞いていた。今後のために、私は深々と頭を下げ、きちんとした口調で謝る。

「……！」

　すると、侍女は驚いた顔をしていた。

「あの……それで、私はこれからどこに行けばいいでしょうか？」

　あんぐりと口を開けたままなにも発さない侍女に、私は自分から問いかける。すると、侍女ははっとした顔をして、慌てて話し始める。

「ひ、ひとまず私についてきなさい！　私はこの屋敷の侍女長、イーダよ。あなたのことは知っているから、自己紹介は結構よ」

　侍女長ってことは、私にとってはいちばん上の上司にあたる人――か。なんかおっかなそうな人だけど、クラウス様に虐げられるくらいなら侍女長にいびられるほうが何倍もマシね。年齢はハンナと同じ、四十歳くらいだろうか。

　そのまま私は侍女長に連れられて、シュトランツ公爵と夫人への挨拶も一緒にすることになった。元々婚約者だったのだから挨拶はものの数分で終わり、実にあっけない時間だった。

　帰り際、公爵に「婚約破棄して侍女になるなんて、どういう風の吹き回しなんだい？」と鼻で笑われたのはちょっと悔しかった。まるで、「君に侍女など務まるわけがない」というようなあの目。……バリバリ働いて、絶対に見返してやる！

　ひとり意気込んでいると、ある部屋の前で侍女長が足を止めた。そして、くるりと私のほうを振り返る。

「本格的な仕事と同僚への挨拶は明日だから、今から一旦荷物を整理する時間を設けます。その後昼食を食べてから、屋敷を案内するわ。……何度も来ていたあなたに案内が必要かは疑問だけど」

　そう言うと、侍女長が目の前の扉をノックする。すると、中からひとりの侍女が顔を出した。眼鏡をかけて、黒い髪をきっちりと後ろでまとめている、真面目そうな雰囲気の女性だ。歳は……私より少し上くらいだろうか。

「ニコル。こちら、今日からあなたと同室になるユリアーナよ。難しいとは思うけど、できれば仲良くやってちょうだい」

「はい。侍女長。……ニコルです。よろしく」

　さらっと失礼な発言をする侍女長に、ニコルさんは眉ひとつ動かさず無表情で淡々と答える。

「じゃあ、私は一旦失礼するわ。ニコル、彼女に部屋のことを教えてあげて」

「かしこまりました」

　ふんっと鼻を鳴らし、侍女長は来た道を戻っていった。

「……あなた、入らないの？」

「え？　あ、し、失礼しますっ」

　ぼーっと立ち尽くしたままの私を見て、ニコルさんが僅かに首を傾げた。慌てて部屋の中に入ると、中には小さめのベッドがふたつ置かれていた。棚や机も大きくないが、きちんとひとりずつに用意されている。思ったよりも綺麗な部屋だ。

「あなたのスペースは真ん中より左側。右側は私のスペースだから、勝手に足を踏み入れないで。……私、同室だからって無駄に干渉するのは苦手だから」

「は、はあ……わかりました」

　どうやらニコルさんは、同じ部屋ではあるが生活ペースは別々に、というスタンスのようだ。同室の侍女と貴族の噂話や侍女長の愚痴で盛り上がる――なんて図をひそかに妄想していた私には、ちょっぴり寂しく感じたが仕方ない。それに、これから仲良くなる可能性だってある。

　私は荷物を整理しつつ、ニコルさんに話しかける隙を窺う――が、ニコルさんはずっと私に背を向けて、難しそうな本を読んでいた。身体から〝話しかけるなオーラ〟が完全に出ている。

　――なんだろう。シュトランツ公爵家の人たちと仲良くなれる気がまったくしない。

　周囲から一切歓迎されていないこの状況を前途多難に感じながらも、念願の侍女になれたのだから楽しもうと、私は前向きに心を入れ替えることにした。




　この日は侍女長に言われるがまま昼食を食べ、その後広い屋敷内すべての部屋を案内された。もらった屋敷図と照らし合わせつつ、必死に頭に部屋の場所を叩きこむ。これは部屋に戻ったら復習しないと……。

　前世で入院していた病院もすごく大きくて広かったけど、自由に部屋の外に出ることは許されなかった。それに比べると、仕事といってもこうやって広い屋敷を自分で歩いて回れることは、喜ばしいことに思えてくる。

「これで案内は終わりよ。いくら新人といっても、簡単な仕事はひとりで任されることもあるから、早めに部屋の位置を覚えておくように。わかったわね？　ユリアーナ」

「はいっ」

　鬼侍女長に返事をすると、彼女は「返事だけはいいわね」と呟いて、またさっさと歩き始めてしまった。というか、今まではクラウス様の婚約者だった相手に立場が変わった途端ここまで態度を変えられるなんて――ある意味、イーダさんは侍女長の鑑ともいえる。

　侍女長と部屋に戻っていると、前方からクラウス様が歩いてくるのが見えた。サッと顔を逸らそうとする前に、一瞬目が合ってしまう。

「ユリアーナ！　調子はどう？」

　クラウス様はひらひらと手を振って、私に意気揚々と話しかけてくる。今まで友好的に話しかけてくることなんてなかったのに、どうしてこんな態度なの!?

　うぅ……さっきみたいに塩対応したいけど、鬼侍女長がいるからできない！　また無礼な態度をって怒られちゃう！

「ぼ、ぼちぼちです」

　無理やり笑顔を作って、私はクラウス様に返事をした。

「クラウス様、今日はもうお帰りなのですね」

　すると、侍女長がクラウス様に声をかける。これは私にとってありがたい助け船だった。

「ああ。今日は進級式がメインで授業はないからね。夕方からある進級祝いパーティーも、気分が乗らなくて欠席することにした」

「えぇっ!?」

　あまりに驚いて、無意識に大きな声を出してしまった。

　たしか小説では進級祝いパーティーで、クラウス様とリーゼが一緒にパーティーを抜け出して夜景を見に行くという、まさに恋の始まりのような場面が描かれていた。てっきりこのあとパーティーに参加すると思っていたのに。

「どうして君がそんなに驚くんだ？　ユリアーナ」

「だ、だって、クラウス様は今までそういった催しにはすべて参加していたから……なぜ今回だけ……」

「パーティーより気になることがあったから、そっちを優先しただけだ」

　……気になること？　いったいなんだろう。リーゼとの恋より、優先するものなんてないはずだ。

「イーダ。もう用事は済んでるか？　だったらユリアーナと少しふたりになりたいんだけど」

　すると突然、クラウス様がとんでもないことを言い出した。

「はい。今日やることはすべて先ほど――」

「じじじじ侍女長！　西側のお部屋の案内がまだですっ！　ついでに南側も忘れたのでもう一度！」

「なに言ってるのユリアーナ。西側は今しがた説明したばかりでしょう。おかしなことをクラウス様の前で言わないでちょうだい」

　クラウス様とふたりきりになってたまるかと、私が見せた必死なあがきは、侍女長によってバッサリと斬り捨てられてしまった。

「それじゃあ行こうか。ユリアーナ」

　小説内では一度もユリアーナを誘ったことなどないくせに。

「……あの、急にお腹が痛くなって」

「ユリアーナ！　さっさと行きなさい！」

「は、はいぃ！　申し訳ございませんーっ！」

　下手くそな嘘が侍女長に通用するわけもなく――私は泣く泣く、クラウス様のお供をすることになった。




　クラウス様は私を自室へ招き入れると、扉を閉めてじっとなめるように私のことを凝視し始める。

「……今日は制服に着替えないんだな？」

　そして真剣な顔をして、くだらないことをぼそりと呟いた。

「はあ。本格的に侍女として働くのは明日からなので」

　愛想のない物言いで返事をする。

　侍女長の目がなくなった今、私はまた、クラウス様につーんとした態度をとることができるのだ。

「残念。気になることのひとつだったのに。君の制服姿。まぁでも、明日のお楽しみってことか」

　にこりと笑うクラウス様を見て、私は絶句する。

　――私（ユリアーナ）の侍女制服姿が、進級パーティーより優先順位が高いっていうの!?　クラウス様ってまさか侍女フェチ!?

　小説ではなかった上に、大して知りたくなかった情報だ。クラウス様を見る目が一気に変わってしまう。

「……あのさユリアーナ。そんなあからさまに引いた顔をしないでくれる？」

　気持ちが顔に出ていたようで、クラウス様が若干傷ついた表情を見せた。

　……あ、そうだ。この機会に、気になっていたことをクラウス様に聞いてみよう。

「あの、クラウス様」

「うん？」

「私の勤め先がシュトランツ公爵家に決まったのは、クラウス様の希望だったと父に聞きました。いったいなにをお考えなのでしょうか？　婚約破棄した相手である私を、侍女として屋敷に迎え入れるなんて……」

　いろいろ予想はしてみたが、やはり真意は読めないまま。クラウス様がこの問いになんと答えるのか、私はごくりと生唾を飲んで待った。

「……その言葉、そのままそっくり君に返す」

「え？　――きゃっ！」

　答えをもらえずに、私はいつの間にかクラウス様に壁際に追い込まれていた。顔の両側には彼の手があって逃げることができない。

「君はいったいなにを考えてるんだ？　ユリアーナ」

　いつもより低い声でそう言うと、クラウス様は鋭い眼差しで私を見下ろした。口は笑っているけど、目がまるで笑っていない。

「突然婚約破棄した挙句、なにも言わず学園を退学。終いには侍女になるなんて……これまでの君じゃあ考えられない行動だ。さっきもイーダにあんなに強く言われてもなにも言い返さなかったし……最近のユリアーナは普通じゃない。異常だ」

　そう言われるとなんと返せばいいかわからない。こちらとしても、前世の記憶を思い出すなんて異常事態なのだ。

　これまでと違うのは中身が別人だからと言っても、絶対に信じてもらえない。それどころか、さらにおかしくなったと思われるだけだ。

「私、改心したのです。だから、別の環境へ身を置いて、ゼロから新生活を始めたいと。ただそれだけのことです。……それより、私の質問に答えていただけますか？」

　ひるむと怪しまれる。私は一切動じずにクラウス様にそう返事をする。クラウス様は壁についていた手を退けて私から少し離れると、真剣な眼差しを私に向けた。

「俺がユリアーナを雇ったのは――俺の目の届く範囲に、君がいてほしかったから」

「クラウス様の目が届く範囲に私を……？」

　不思議そうに聞き返せば、クラウス様は少し恥ずかしそうな顔をして頷いた。

　つまり、どういうことだろう。……はっ！　わかったわ！

　私を放置したら、いつどこでどんな手段を使ってリーゼをいじめるかわからない。だからクラウス様は、リーゼのために私を見張っておきたかったに違いない。

「嫌ですわクラウス様！　そんな心配しなくていいのに！」

「……心配？」

「はい。私がなにか企んでいると思ってるのでしょう？　ご安心を。私はもうリーゼ様に嫌がらせはしないし、おふたりの仲を邪魔する気もありません」

　ここでさっさとクラウス様の誤解を解いて、私を雇うことを考え直してもらおう。今ならまだ間に合うかもしれないし。

「ですからクラウス様――どうか、本当に好きな人とお幸せに」

　私はクラウス様の両手をとると、そのままきゅっと優しく握りしめて微笑んだ。これは、悪役令嬢でなくなったユリアーナなりの、心からの応援のつもりだった……が。

　クラウス様は私の言葉を聞くと、右手で前髪をぐしゃりとかきあげて、大きなため息をついた。表情はあきらかに不満そうだ。

「……君はなにもわかってない」

　呆れた風に言われ、私は眉をひそめた。せっかくリーゼとの仲を祝福したのに、なぜこんな反応をされなくてはならないのか。

「前の君は、俺を見て眉間に皺しわを寄せることなんてなかったよな。本当に、俺への好意がなくなったってことか？」

　怪訝な顔を見せた私をクラウス様は見逃さず、そんなことを問いかけてくる。

「私はもう婚約者ではありません。好意のあるなしは、クラウス様に関係のない話かと」

「へえ。あくまでその態度を貫くんだ。……だったら俺も受けて立とう。ユリアーナ」

　クラウス様は私の腕を掴つかむと、そのまま強引に自分のほうへ抱き寄せてきた。

「ク、クラウス様っ、なにを――」

　動揺する私をよそに、クラウス様は耳元に唇を寄せると、無駄に艶やかな声で囁く。

「もう一度、俺しか見えないようにしてあげる」

「……！」

　――なにこの急展開。

　クラウス様の微笑みが、やっぱり私には悪魔にしか見えない。

「し、失礼します！」

　私はクラウス様の身体を押し退けると、走って部屋から出た。そのまましばらく廊下を走っていると、途中ですれ違った侍女長にどやされてしまった。

　部屋に戻ると、仕事に出ているのかニコルさんの姿はない。ひとりきりの部屋で、私はベッドに潜り込み、まだ荒れている心拍数を落ち着かせる。

　――さっきのはなに？　どうしてクラウス様が、ユリアーナである私に執着してるの!?　……もしかして、まだクラウス様がリーゼを本格的に好きになる前に、私が勝手な行動をしすぎたせい!?

　頭の中でクラウス様とリーゼと関わるイコール〝断罪〟という式が完成している私にとって、これは由々しき事態だ。

　でも、明日から向こうも本格的に学園生活が始まる。私がいなくなった学園で、クラウス様は誰にも邪魔されることなく、リーゼと愛を深めていくことだろう。

　……そうよね！　今はただ、クラウス様の脳内にバグが起きてるだけよ！

　そう思うと少し安心できた私は、襲ってきた睡魔に耐えきれず、そのままベッドの中で瞼を閉じた。




「ユリアーナ、起きないと遅刻するわよ」

「ふぇ？」

　ニコルさんの淡々とした声が聞こえて目が覚める。といっても、まだ意識はまどろんだままだ。

　右手で目を擦りながら部屋に置かれている時計を確認すると、時刻は五時半を指していた。

　……ん？　夕方の五時半？　でも部屋に戻って眠りについたのが五時くらいだったような……私、三十分しか寝てないの？

「ニコルさん、今から晩餐ですか？」

　上半身を起こして聞くと、ニコルさんは顔をしかめる。

「なにを言っているの。もう朝よ。今から侍女長による朝礼が始まるから、急いで着替えなさい。あなたの制服はテーブルの上に置いてあるから」

「あ、朝っ!?」

　この瞬間、完全に私は眠りから覚醒した。開かれた部屋のカーテンからは気持ちのいい朝の陽ざしが差し込み、耳をすませば小鳥のさえずりが聞こえてくる。……完全に朝だ。

　どうやら私は、あのまま日付が変わり朝を迎えるまで、ずっと寝てしまっていたらしい。昨日と同じワンピースを着たままでいることが、そのことを物語っている。

「ニコルさん。あの、朝礼は何時からでしょうか……」

「六時からよ。大広間に集合だから、絶対遅れないようにね。……あなたが遅れたら、同室の私までどやされるわ」

　最後にはあ、と大きなため息をついて、完璧に支度を整えたニコルさんは先に部屋を出て行った。初日だから一緒に行ってくれるとか、そういった心遣いを期待していたが、私の考えは甘かったようだ。

「……って、ぼーっとしちゃいられないわ」

　私は猛ダッシュで身体を洗い身支度を整えた。こんなに急いで準備をするのは初めてだ。焦りを感じつつも、どこか新鮮な気持ちになった。

　テーブルの上に用意された制服は、侍女長やニコルさんが着ているのと同じもの。控えめのフリルが襟元についた黒のロングワンピースに、もっと大きめなフリルがあしらわれた白エプロン。執事がつけていそうな白い手袋も置かれている。……クラシカルな侍女服、みたいな感じだ。

　私は制服にばさっと袖を通し、鏡前に立ってみる。サイズもぴったりで、見た目だけは完全に侍女となった私は、いよいよ始まる侍女生活に期待と不安を抱いていた。

　時刻は五時五十五分。

「……よし。頑張ろう」

　鏡に映る自分に向かってそう言うと、私は部屋を飛び出した。

　あと五分あったらギリギリだけど間に合う。初日から遅刻して、同僚たちの前で侍女長に怒られるのだけはごめんだ。ああよかった。間に合いそうで――って、ここから大広間ってどうやって行くんだっけ？




「五分遅刻よ！　ユリアーナ！」

「ご、ごめんなさいっ！　道に迷ってしまいまして……」

　結局私は朝礼に間に合うことができなかった。なんとか大広間に着いた時には、既に六時を過ぎていた。

「だったらもっと早く部屋を出るとか、そういった対策ができたでしょう。まったく……。時間もないから今日は見逃すけど、連日遅刻したら許さないからね」

「はい。このようなことがないよう、以後気を付けます」

「それじゃあ、さっさと自己紹介なさい。みんな、今日から新人が入るから、いろいろ教えてあげて」

　侍女長が言うと、シュトランツ公爵家の侍女たちが一斉に「はい！」と返事をした。エーデル家と違い、ここは侍女たちの上下関係が厳しそうに思った。

「ご存知の方も多いかと思いますが……エーデル伯爵家からきました。ユリアーナと申します。本日からここで働かせていただくことになったので、どうぞよろしくお願いいたします」

　言い終えると、私は丁寧にお辞儀をした。数秒頭を下げてから顔を上げると、侍女たちは呆気にとられた顔をしていた。

「……あれ、本当にユリアーナ様？」

「雰囲気が全然違うわよね」

「改心したっていうのは本当なのかしら……」

　端っこのほうにいる侍女たちが、ちらちらとこちらを窺いながら内緒話をしている。なにを言っているかはっきりと聞こえないが、大体予想はできた。

「そこ！　無駄話をしない！」

　内緒話をしていた侍女たちに、侍女長が大きな声で注意をする。彼女たちは揃って肩を跳ねさせると、すぐに侍女長に謝罪をしていた。

「それじゃあ本日の仕事を割り振ろうかしら――あ、その前に、ユリアーナの指導係を決めないとね。ニコル、お願いできる？」

「え……私ですか？」

「ええ。同室のあなたに頼むのがいちばんいいと思って」

「……侍女長がそう仰るなら」

　この少しの間はなんだろう。表情は少しも変わらないが、ニコルさんは私の指導係をあまり引き受けたくなさそうに見えた。

「ありがとう。よろしくね。ユリアーナ、今日からしばらくニコルと一緒に仕事に就いてちょうだい」

「わかりました」

「じゃあ仕事を振り分けるわ。まず――」

　その後、侍女長が侍女をグループに分け、それぞれに仕事を割り振っていく。毎朝、こうやって各自なにをするか決めているようだ。

　無事に朝礼が終わると、侍女長は忙しそうに誰よりも早く大広間から出て行った。それを合図にするように、ほかの侍女たちも持ち場へと移動を始める。

「ニコルさん！　よろしくお願いします！」

　私はニコルさんのところまで小走りで行くと、改めて個人的に挨拶をした。お辞儀をして、まずは握手でも……なんて思い、手を差し出す。すると、ニコルさんはその手をとることなく、冷たい顔をして私を見下ろした。

「あなたのミスは私が責任を取ることになるんだから、気を付けてよね」

　眼鏡の奥にある切れ長の瞳に睨まれて、思わず背筋が凍る。そのまま固まって動かない私を無視して、ニコルさんは今朝のようにさっさと歩き出してしまった。

「あーあ。かわいそう……ニコルさんは侍女長より怖いから」

　私たちの様子を見ていた侍女が、後ろでぼそりと呟く。あの鬼侍女長より怖いだなんて――私、この先何度叱られるのだろうか。だけど、右も左もわからない私が頼りにできるのは、ニコルさんしかいないのも事実だ。

「置いていくわよ！　ユリアーナ！」

「は、はいっ！　今すぐ！」

　ニコルさんに呼ばれて、私は走り出す。厳しい毎日が始まりそうだ。だけど、断罪を恐れて小説通り学園に通うより、ずっと気持ちはラクだった。昨日、クラウス様に迫られたことに比べたら、ニコルさんの厳しさなんてかわいいものだ。

　私たちの朝の仕事は、食堂の清掃だった。朝食を準備する前に、念入りに大きなテーブルや装飾品をピカピカに磨いていく。時間が余れば厨房に入り、食器の準備も手伝った。とにかくやることが多くて、次から次へと仕事が舞い込んでくる。

　額にはうっすらと汗が浮かんで、私はそれを拭うことも忘れて仕事に励んだ。

　ニコルさんは私と違い、汗ひとつ流さずに、余裕な顔をしててきぱきと動いている。ひとつの場所や物の清掃にかける時間は私の半分以下なのに、どれも完璧に綺麗になっている。埃ほこりひとつ見逃さない鋭さ、それであってこのスピード……。

　食器は何枚ものお皿を手の上に積んでいるのに、お皿は少しも揺れていない。体幹も優れているなんて――非の打ちどころがなさすぎて、私はニコルさんの華麗な仕事っぷりに目を奪われてしまった。

　かっこいい！　私も早く、ニコルさんみたいな一流の侍女になりたい！

　そう思いながら必死に仕事をこなす私に、ニコルさんが半笑いで話しかけてきた。

「こんなこと、今まで一度もしたことなかったんでしょ？　もうご令嬢に戻りたくなったんじゃない？」

「いえっ！　たいへんですが、こんなにも自分にできることがあったんだって、嬉しくもあります！　次はなにをするんだろうって、楽しみです！」

　ずっとお世話をしてもらう側だった私は、お世話する側から見る景色すべてが真新しくて、楽しくなっていた。ピカピカにした銀食器がきっちりと完璧なバランスで並べられているのを眺め、私はにんまりと微笑んだ。

「……そう。でも、侍女の世界はそんなに甘くないわよ」

「はい。ビシバシご指導お願いします！」

　元気に返事をすると、ニコルさんは私から顔を逸らして仕事を再開した。

　無事に最初の仕事が終わり、少し休んで朝食を食べると、次は皿洗いの仕事が待っていた。これは新人侍女がやる仕事のようで、誰もが通る道らしい。ニコルさんはそばで別の仕事をしながら、時折私の様子を確認しにきている。

「大丈夫？　疲れてない？」

　ひたすら白い皿を洗い続ける私を見て、コックの男性が声をかけてくれた。さわやかな笑顔が素敵な優しそうな人だ。二十代後半くらいに見えるが、若いのに厨房を任されているなんてすごいなぁ……。スラッとして見えるけど、まくられた袖から見える腕はたくましい。大きな鍋をたくさん振ってきたんだろうか、なんて考える。

「今日は量が多いから手伝おうか」

「ありがとうございます！　じゃあ、この洗い終わったお皿を――あっ！」

　コックさんの厚意に甘えて、少し手伝いをお願いすると、私は手を滑らせて一枚の皿を地面に落としてしまった。

　ガシャン！と音を立て、皿は無残な姿に割れた。音を聞きつけたニコルさんは厨房に駆けつけると、割れた皿を見たあとにキッと私を睨みつける。

「ユリアーナ！　なにをしているの！」

「申し訳ありません！　すぐに片付けを――痛っ！」

　ニコルさんに怒鳴られて、慌てて皿を片付けようとすると、破片で指を切ってしまう。まるで漫画みたいな展開だ。

「ああもう。ここの片付けは私がするから、あなたは代わりに食堂の花瓶の水を入れ替えて！　こんなペースじゃ、次の仕事に行けないじゃない」

「……ごめんなさい」

　まだ午前中だというのに、今日一日で何度謝ったのだろう。次からは気を付けないと。ニコルさんによけいな仕事を増やしちゃう。

　肩を落として食堂を出ると――。

「ユリアーナさん！」

　コックさんに呼び止められて振り返る。すると、手に保護テープのようなものを持っていた。

「切ったところに貼っておいたほうがいいよ」

「わあ……わざわざありがとうございます」

　今日、初めて人の優しさに触れた気がする。保護テープを受け取りながら、心がじーんと温かくなった。

「気にしないで。皿の一枚や二枚、最初はみんな割るものだから」

　私を慰めるように、コックさんが言う。

「ふふ。元気づけてくれてるんですか？　嬉しいです」

「一生懸命仕事をしている姿を見たら、放っておけないっていうか」

　コックさんは片手で後ろ頭を掻きながら苦笑した。

　この屋敷の人はみんな私に対していい印象を抱いていないと思っていたけれど――こうして、優しくしてくれる人もいるんだ。それがわかっただけで、切り傷の痛みなど気にならなくなった。




「ユリアーナ！　いい加減にして！」

　午後の仕事に取り掛かっても、私は変わらずニコルさんに怒鳴られていた。それもそのはず、慣れない仕事に、私はミスを連発してしまったのだ。

　皿洗いのあとに任された仕事は洗濯だった。とにかくひたすら洗濯をして、洗ったものを取り込んで干すという作業の繰り返し。簡単そうに見えるが、洗濯は思ったより体力を消費する。きちんとこなそうと思っても、次第にユリアーナの身体がついてこられなくなった。

　そのため、洗ったばかりの衣服を地面に落としたり、洗濯物をぶちまけたり――情けないミスを繰り返す羽目に。ニコルさんが激怒するのも当然である。

　なんとかすべての洗濯作業を終えた時には、さすがのニコルさんも額に汗を滲ませていた。

「……今日はすっっごく疲れたわ」

　仕事を終え木陰で休んでいると、ニコルさんがぽつりと呟いた。ポケットからハンカチを取り出して、額の汗を拭っている。

「いや……ほんと……なんとお詫びしたらいいか……」

　私はニコルさんの隣で身体を縮こませて、ひたすら謝ることしかできない。

「毎日こんなんじゃ私の身体が持たないから、早く慣れることね。ほかにも仕事は山ほどあるんだから」

「はい。……そういえばニコルさん、ひとつ質問してもいいですか？」

「疲れているから手短にね」

「了解です。えっと、私の屋敷の侍女たちは、それぞれ毎日同じ仕事をしている侍女が多かったんです。例えば調理場担当の侍女、洗濯担当の侍女、掃除担当の侍女――ほかにも、主人のお世話専門の侍女とか。シュトランツ公爵家は、そういった制度をとっていないんですか？」

　私は屋敷を出る前に、ハンナに侍女の仕事の仕組みを少しだけ教えてもらっていた。それに同じ屋敷に住んでいたら、いつも同じ侍女が同じ仕事場にいることくらいすぐにわかる。

　侍女というのはどの屋敷も同じような仕組みと思っていたのだが、ここではまったく違ったため、疑問に思ったのだ。

「以前はここもそうだったみたいよ。でも、今の侍女長が来てから変わったと聞いたわ。ひとつを極めると仕事の効率はいいだろうけど、ほかのことができなくなる。侍女長は、どの仕事も完璧にこなせる、レベルの高い侍女を育てたいみたい」

「なるほど」

「シュトランツ公爵家で侍女として働くのは、ほかの屋敷よりずっと厳しいかもしれない。でもその代わり、侍女長のもとで一度働けば、今後勤め先には困らないくらいのスキルを磨けるわ」

　この厳しさには、きちんと理由があったのか。最初にシュトランツ公爵家に来られたことは、皮肉にもラッキーだったのかも。ある程度修行を積んだらどこでも雇ってもらえるなんて……。

「じゃあここを出て行ったあとも、将来は安泰ってことですね！」

「そうなるわね。ていうか……あなた、出て行く気満々みたいな言い方だけど」

「えっ？　い、いや、私も事情がいろいろと複雑ですから……婚約破棄した相手の屋敷にずっといるっていうのは……ねぇ？」

　本心をつかれ、私はしどろもどろになった。

「まぁ、あなたはどうせ一定期間奉公したら令嬢に戻るんでしょう？　そんな中途半端な子に指導をするなんて、あまり気乗りしないのよね」

「そんなこと！　私は本気で侍女になりたくてここへ来たんです！」

　ニコルさんはなんともいえない表情を浮かべている。私の言葉に信憑性を感じられないようだ。

「それに、今日のニコルさんの仕事っぷりには敬服いたします！　あんなにてきぱき動けるなんて、憧れちゃいます」

「……手短にって言ったでしょ。夜までしばらく休憩時間だから、私は部屋に戻ってるわ」

　尊敬の眼差しを送るも、ニコルさんは話を切り上げて部屋へ戻っていく。……うぅ。まだよく思われてないみたい。こんなに迷惑をかけたから、仕方ないかもしれないが。

「さてと、休憩時間、なにしようかな」

　前世では、ほとんどの時間が休憩時間のようなものだった。だって、自由に動くことができなかったから。元気な身体に生まれ変わった今、休憩時間がもったいなく思える。でも、長時間の労働で疲労感は増しているため、ここはおとなしくしておこう。

　ニコルさん同様、部屋へ戻ろうかと思ったが、いい天気なのでもう少し木陰で涼むことにした。ひとりなので、そのまま木の幹にもたれかかるようにしてその場に座り込む。下は芝生だから、そんなに汚れないはずだ。

　さっきまで青かった空が、今はオレンジがかっている。働いていると、時間が過ぎるのはあっという間だ。

　――まずい。空を見てると、急に眠気が……。あんなに寝たって言うのに。

「ユリアーナ、ここでなにしてるんだ？」

「ぎゃあっ！」

　うとうとしていると、私の視界に突然クラウス様の姿が乱入してきた。いったいどこから現れたというのか。

「ははっ。まるで化け物でも見たような声だな。以前は俺を見るだけで、黄色い声をあげていたくせに」

「……さあ。そうでしたっけ。というか、なんでクラウス様がここに？」

　クラウス様はなにかと〝以前は〟と前のことを持ち出してくる。もうクラウス様に盲目なユリアーナじゃないのだから、いい加減昔のことを持ち出してくるのはやめてほしい。

「学園から帰ってきたら、君がここにいるのが見えたから。……似合ってる。その格好。なんだかドキドキする」

　座っている私を見下ろして、クラウス様は照れ笑いを浮かべる。……やっぱり侍女フェチなんだろうか。ここで働く侍女たちのことが、なんだか心配になってきた。

「それで？　今日はどんな仕事をしたんだ？」

　さっさと立ち去ろうと思ったのに、クラウス様はそのまま私の隣に座り込む。あまりにナチュラルな動きすぎて、制止する暇もなかった。

「クラウス様には関係ありません」

「関係ない？　俺はここの住人なのに？　いわば、君が仕えている対象だよ？　その相手に向かって、関係ないっていうのはひどくないか？」

　畳みかけるようにそう言われ、思わず身体が後退する。クラウス様って、案外ねちっこい男なのね。小説ではすごく優しい完璧な令息だったけど――。

「今日はニコルさんと厨房と食堂の掃除と洗濯をしました。以上です」

「……ずいぶん業務的な話し方をするんだな」

「だって、私たちは主人と使用人の関係ですから。たった今、クラウス様もご自分でそう仰っていたでしょう」

「……まぁ、そうだけど。なんか気に食わない」

　ああ言えばこう言うといったように、クラウス様は私の返事にいつも不満そうな態度を示す。いったい私になにを望んでいるのか。

「業務内容はきちんとお伝えしたので、私はそろそろ――」

「あ、ユリアーナ。この傷はなに？」

　立ち上がろうとすると、クラウス様に手首を掴まれる。結局、再度座らされてしまった。

「これは、皿洗いの途中でお皿を割って……」

「切ったのか。大丈夫だった？」

「はい。ちょっとした傷なので問題ありません」

「そうか。よかった」

　私の言葉を聞いて、クラウス様は安堵の表情を浮かべている。こんな小さな傷でも、心配してくれたようだ。

「それにしても一度見てみたいな。君が皿洗いをしているところ。今は想像もつかない」

「見たってなにも面白くありませんよ」

「いいや。絶対に面白い。ははっ」

　想像しているのか、クラウス様はひとりで笑っている。失礼な。

　この間まで好き放題わがまましていたあのユリアーナが雑用している……っていう物珍しさから、面白いと思われているのかしら。

「その傷は、ニコルが応急処置してくれたってとこか」

「え？　いいえ。これはコックさんがくれたテープを自分で貼っただけですよ」

「コックって……もしかしてマルコのこと？」

「名前は聞き忘れましたが、今朝厨房にいた男性はひとりだけだったのでたぶんその人かと」

　マルコさんっていうのか。次会った時、改めてお礼を言っておかなきゃ。

　のんきにそんなことを考えていると、隣でクラウス様が不機嫌そうな顔をしていた。……なぜ？

「もう屋敷の男と仲良くなったのか」

「仲良くっていうか、これはご厚意で……」

「これじゃあ安心して学園に行けやしないよ。はあ。生徒会長になんてなるんじゃなかった。よけいな仕事が増えて、屋敷へ帰るのが遅くなってしまう」

　私の話を聞こうともせず、クラウス様はひとりで愚痴をこぼしている。

「……クラウス様、生徒会長になったのですか？」

「？　そうだけど。でも立候補したわけではなく選ばれたんだ。生徒会メンバーは、基本投票で決まるから」

　小説でも、クラウス様は生徒会長に選ばれていた。だとすればやはり、学園では原作通りに物語は進んでいるってことか。ああ、退学しておいてよかった！　しかし油断はできない。いつどこで、私の断罪フラグが立つかわからないもの。

「ユリアーナが退学しなければ、君も生徒会の一員になっていたかもしれないな」

「……さあ？　それはわかりませんわ～」

　実際、小説では不正で票を集めたユリアーナは生徒会メンバーに選ばれていた。そのことを思い出し、私は苦笑する。

「だけど、今日で思い知ったよ」

「なにをですか？」

「君がいない学園は、なんだか面白みに欠ける」

　そんなそんな。うるさい私がいなくなって、むしろ快適な学園生活を送れているはずでしょうに。

「慣れていないから、そう思うだけですよ」

「……いいや。昔の俺ならきっと、こんな気持ちにはならなかった」

　昔って、まだ婚約破棄してからそんなに時間は経ってないけれど。

「あの、クラウス様。私そろそろ行きますね。仕事も残っているので」

「ああ。それじゃあ、またあとで会おう。君の働いてる姿を見られるの、楽しみにしてる」

「しなくていいです」

　即答すると、クラウス様はおかしそうに笑った。私が侍女になったことを、クラウス様がいちばん面白がっている気がする。

　なんだか癪しゃくな気分になりながら、私はクラウス様と別れ部屋に戻った。

　その日の夜、晩餐後の皿洗いをしている私を楽しそうに眺めるクラウス様の姿があった。そしてなぜか、クラウス様のマルコさんを見る目が厳しくて、その夜は私でなく、マルコさんが皿を二枚割るという事態が発生したのだった。










３　クラウスの憂鬱




『それではごきげんよう！』

　会場に彼女の明るい声が響いた。そして、かつて見たことのない太陽のような眩しい笑顔を残して、赤い髪をなびかせながら去って行く。

　彼女――ユリアーナは、俺の婚約者であるエーデル家の伯爵令嬢だ。綺麗な見た目をしているが、性格はどうしようもないほど悪く、周りからの評判も決していいとは言えない令嬢だった。

　自分が好きな相手と、自分に媚こびを売る相手にはそれなりな態度で接するが、下に見ている相手への態度は見るに堪たえないほどひどい。俺は、そうやって人によって態度を変える彼女のことをあまりよく思っていなかった。いくら俺を慕ってくれていたとしても、彼女の中身を好きになれなかった。

　さっきも、ユリアーナがわざとリーゼに近づいたのを察して、俺はリーゼを助けにいった。リーゼは最近、俺が親しくしている令嬢だ。素直で優しく、魔法の勉強にも熱心で、話していて楽しい。そんなリーゼを、婚約者であり嫉妬深いユリアーナが放っておくわけがない。案の定、俺と話したすぐあとに、ユリアーナはリーゼに接触しようとした。グラスを持っていたから、きっとリーゼにジュースをかけようとしたのだろう。

　ユリアーナの浅はかな計画は失敗に終わり、不運にも彼女はその場で派手に転んだ。リーゼに恥をかかせたかったんだろうが、仕掛けた本人が恥をかく始末。

　――自業自得だ。

　俺はそう思い、倒れた婚約者には目もくれず、真っ先にリーゼに声をかけた。リーゼに怪我がないことを確認すると、騒ぎを起こしたユリアーナを無意識に睨んでしまった。すると……。

『ふふっ』

　そんな俺を見て、ユリアーナは笑ったのだ。悲しむわけでも、怒るわけでもなく。

『なにがおかしい？』

『いえ。皆様の前で転んでしまったことが恥ずかしくて……笑って誤魔化しただけですわ』

　その時、ユリアーナに違和感を覚えた。どこか、いつもと雰囲気が違うのだ。

　そのままユリアーナはリーゼに優しく話しかけると、みんなの前で見惚れるほど優雅な動きでお辞儀をし、謝罪の言葉を口にした。

　――謝罪!?　あのユリアーナが!?

　目を疑った。耳も疑った。繊細な仕草に穏やかな表情。そして柔らかな口調と声色――そんな彼女に見惚れてしまった自分のことも疑った。婚約が決まってからあれほど一緒にいたのに、まだ一度も見たことのない彼女がそこにいたのだ。

　そして場面は冒頭に戻る。ユリアーナは俺が止める間もなく、目の前から去って行ったのだ。

　あの時の彼女の満面の笑みは、一晩寝ても脳裏に焼きついて消えなかった。それどころか、何度も何度も思い出してしまう。さらにはあの笑顔が俺だけに向けられていなかったことに、苛立ちすら感じている。




「……どうなってるんだ！」

　学期末パーティーから三日が経過し、とあることに気づいた俺は我慢ならず声をあげた。

　――ユリアーナが会いに来ない。

　おかしい。ユリアーナは婚約者という立場を利用して、毎日のように俺の屋敷へ遊びに来ていた。もはやストーカーのレベルだ。

　自分で言うのもなんだが、俺はユリアーナに相当惚れられていた……いや、いるはずだ。それなのに、彼女が三日も俺の顔を見ないで耐えられるはずがない。

「エーデル家からなにか便りは届いていないか？」

　もしかしたら体調を崩したんじゃないかと思い、通りすがりの侍女に聞いてみる。

「いいえ。なにも届いていませんが」

「……そうか」

「そういえば、今日もユリアーナ様を見ていませんね。屋敷が静かで過ごしやすいです」

「……そうだな」

　侍女の言う通りだ。ユリアーナが来るとどうでもいい令嬢たちの噂話を聞かされたり、あそこへ行きたいだのあれが欲しいだの、もっと自分に構えと騒ぎ立てる。お茶やお菓子もその時の気分で注文し、準備不足だと使用人たちに文句を言う始末。誰もが彼女に手を焼いて、ゆっくり過ごせやしない。だから、来なくてみんなが助かっている。

　……だけど、もし本当に具合が悪かったら？　婚約者として、一応見舞いくらいには行ったほうがいいだろう。

　結局、俺は馬車に乗ってエーデル家の屋敷へ向かった。自らユリアーナに会いに行くなんて何年ぶりだろうか。嬉しくて、ユリアーナの具合もすぐによくなるんじゃないか？

　なんて自信満々に馬車を走らせたというのに。

「め、面会拒否？」

「ああ。ユリアーナは今、誰とも会いたくないみたいでね」

　眉を八の字に下げたエーデル伯爵が、申し訳なさそうに俺に告げる。

「待ってください伯爵！　……それは、相手が私でも、ですか？」

　ユリアーナが俺の顔も見ず、突っぱねるわけがない。この時俺は、たしかにそう信じていた。

「相手がたとえクラウス様でも、会いたくないそうだ」

「……っ!?」

　しかし、現実は俺の思う通りにはいかなかった。エーデル家の屋敷へ一歩も入ることを許されぬまま、俺は馬車に揺られ、感じたことのない虚無感に襲われて帰路につく羽目になった。

「……どうなってるんだ」

　本日二度目のこの言葉は、馬車が走る音によってかき消された。




　それからさらに四日が経った。相変わらず、ユリアーナからはなんの音沙汰もない。

　……まぁ、三日後には新学期が始まる。それに明日は進級手続きの最終確認のため、新二年生はみんな学園に行くことになっている。そこで必ず、ユリアーナと顔を合わせることになるだろう。その際に、俺が学期末パーティーで彼女に抱いた違和感の正体を確認したい。

「クラウス様、エーデル家よりお便りが届いております」

「……エーデル家から？」

　屋敷のテラスでぼーっとしている俺に、侍女が一通の封筒を渡してきた。侍女が場を去ったのを確認して、俺は金色の封蝋が貼られた、上質な紙で作られた封筒をじっと見つめる。

「やっと送ってきたか。遅いんだよ」

　口では悪態をつきながらも、俺の口角はなぜか上がっていた。この前俺を追い返したことへの謝罪か、体調がよくなったという知らせだろうか。

　どちらにせよ、ユリアーナが俺に手紙を送ってくる時はいつも鬱うっ陶とうしいほど俺への愛が綴られている。いつもはまともに読んでいないが、今日は気分がいいから読んであげよう。

　封蝋を剥がすと、中には一枚のメッセージカードが入っていた。

「……これだけか？　ずいぶん短いんだな」

　俺はカードを取り出し、簡潔に書かれたメッセージを読む。

「えーっと……私、ユリアーナ・エーデルは、クラウス・シュトランツ様との婚約を正式に破棄させていただくことにしました――」

　読んでいる途中に、理解が追い付かなくなる。

　――なんだって？　婚約破棄？　しかも俺からでなく、ユリアーナから？

　手からこぼれ落ちそうになったカードを持ち直すと、もう一度しっかり目を通す。何度読んでもそこには、ユリアーナから俺への婚約破棄を告げる内容しか書かれていない。

　元々俺たちの婚約話でメリットがあったのは、シュトランツ家より身分の低いエーデル家のほう。ちょうど婚約者の話が上がった時に、両親が認める釣り合う相手がなかなかおらず、そんな時社交界でユリアーナと知り合った。エーデル家は伯爵家のなかでもたくさんの領地を所有しており、見た目も年齢も申し分ない。ただそれだけの理由。いわば、〝ほかの令嬢より条件がよかった〟だけだ。そのため、こっちが破棄されたところで、なんの支障もない――が。

　あんなに俺を追いかけていたユリアーナがなぜ、いきなり手のひらを返すのかが理解できない。意味不明な出来事の連続に、俺は頭を抱える。

　父上にも、俺とは別にエーデル伯爵から直々に婚約破棄の申し入れが届いていた。父上はまったく気にも留めていない様子で『お前も乗り気ではなかったし、よかったな』と笑っていた。

　以前の俺だったら、素直に喜べていたと思う。しかし、どうも納得がいかない。胸の下あたりがモヤモヤする。

　まるで人が変わったような態度といい、彼女がいつ、ここまで心変わりをしてしまったのかがわからないからだ。

　――明日、直接ユリアーナに聞いてみよう。こんなのはあまりにも自分勝手で一方的すぎる。




　次の日。学園へ行くと、さらに衝撃的な事実を知ることになる。

「ユリアーナ様、学園を退学なさったんですって！」

　いつもユリアーナにひっついていた取り巻き令嬢のひとりが、声高にそう言ったのだ。周りからはどよめきが起こり、俺の思考は一時停止した。

「俺の父様がエーデル家と親交があるんだけど、聞いた話によるとユリアーナ嬢は貴族をやめて侍女になるって……。なんでも、領民の立場に立ってこれまでの行いを改めたいとか……」

「あのユリアーナ様が!?」

「あのユリアーナが!?」

　思わず俺も叫んでしまい、ユリアーナの取り巻きと見事に声が重なってしまった。周りの視線が、一斉に俺へと集まる。

「クラウス様は、婚約者だからなにか聞いていますよね？」

「え……いや、その……」

　取り巻きに聞かれ、俺は口籠る。だって、なにも聞いていない。さらに言うと、もう婚約者でもない。

「そういえば、最後に見たユリアーナ嬢、雰囲気が違ったよな」

　なんと言おうか悩んでいると、ひとりの男子生徒が、なにかを思い出したように話し始めた。

「いつもはクラウス様以外に絶対に笑顔を見せなかっただろ？　それなのに、すれ違った俺ににこって微笑んできたんだよ」

　周りから「えぇーっ！」と驚きの声があがるが、俺は声すら出なかった。

　……ユリアーナが俺以外の男に笑顔を向けるだと？　そんな場面、これまで一度も見たことがないというのに。なにかの間違いとしか思えない。

　俺の知らないところに、俺の知らないユリアーナがいる。彼女はいったい、なにを考えているのだろうか。

　昔は透けて見えたユリアーナの頭の中が、急になにも見えなくなった。

「クラウス様、あの……大丈夫ですか？」

「え……？」

　声がしたほうを見ると、隣にリーゼが立っていた。

「クラウス様を見つけたので挨拶しようと思ったんですけど、とても顔色が悪いからびっくりして……。ユリアーナ様もいろいろあったみたいだし……なにかあったんですか？」

　心配そうな顔をして、リーゼが俺を見上げる。そんなに顔色が悪かったのだろうか。体調は良好なはずだ。だけど、気分は最低といえる。

「いや。心配ない。……でもそうだな。あまり気分がよくないから、今日はすぐ帰るよ」

　俺はリーゼにそう言って、手続きを終えると誰とも会話することなく屋敷へ戻った。本来なら放課後はクラスメイトとお茶会をすることが多いが、ゆっくりお茶を飲む気分には到底なれない。

　――婚約破棄。退学。貴族をやめて侍女になるだって？

　ユリアーナの不可解な行為は俺を悩ませ、胸のモヤモヤをどんどん広げていった。加えて俺以外の男に笑いかけるなんて……想像すると、なんだかイライラする。

「……っ？」

　そして気づいた。なぜ俺は、ユリアーナのことを好いていないはずなのに、こんなにも苛立ちを覚えているのかと。

　彼女がどこか遠くへ行ってしまいそうなことに、こんなにも焦りを感じているのかと。

　ユリアーナのことは、決して好きではなかった。だけど――最後に見た彼女の仕草が、声が、笑顔が……どうしても忘れられない。あの笑顔を思い出すと、胸が苦しくもなるし、温かくもなる。これは紛れもなく、彼女に対する好意だった。自分でも気づかぬ間に、独占欲を抱くほど、ユリアーナに今さら恋い焦がれてしまったのだ。

　しかし、もう俺は婚約者ではない。退学してしまった今、ユリアーナとの接点はほぼゼロといえる。ユリアーナがどこかでほかの男と笑い合っているのを想像すると、それだけで虫唾が走った。

「絶対に……このまま行かせてたまるものか」

　彼女が侍女になるのが本当なら、俺がやることはただひとつ。君がほかの誰かのところへ行ってしまうなら、いっそ――。

「ちょっといいか。頼みがある」

　俺はさっそく側近を呼びつけた。これから俺がしようとすることに、この屋敷の者は誰ひとり賛同しないだろう。

「はい。なんでしょう。クラウス様」

「雇いたい侍女がいる。……どんな手を使ってでも、うちで雇い入れろ」

　なくなった接点など、また作ってしまえばいい。それだけだ。たとえ、どんな手段を使おうとも。




　計画通り、〝雇いたい侍女〟は、無事に我がシュトランツ家に勤めることになった。

　勤務初日。俺も学園へ行かなければならなかったが、出迎えの時間には間に合ったため、門前でひとり彼女を待たせてもらうことにした。

　馬車が走ってくる音が聞こえる。音はどんどん大きくなって、門前で停止した。

　御者がドアを開けると――降りてきたのは、地味なワンピースを着て、髪を後ろでひとつ縛りにした、元婚約者のユリアーナ。

　派手に着飾っているイメージしかなかったため、まるで別人のようだ。そんな彼女に、思わず目を奪われてしまう。

　ユリアーナはというと、どうしたらいいかわからないのか、気まずそうに俯いている。俺を見て、そんな反応をされたのは初めてだ。

「ユリアーナ」

「！」

　名前を呼ぶと、びくりと身体を震わせてユリアーナは顔を上げた。

「ようこそシュトランツ家へ。これからは侍女として、末永くよろしく頼むよ」

　どこか怯えているように見えるユリアーナに、俺は満面の笑みを送った。










４　望まぬサプライズギフト




　一か月後。

　無事（？）にシュトランツ公爵家での侍女生活をスタートさせた私は、相変わらず怒られながらも楽しく仕事に励んでいた。

「ユリアーナ、おはよう」

「ここでの仕事には慣れた？」

　最初はどう接していいかわからない様子だった同僚も、どんな雑用も喜んで引き受けているうちに、声をかけてくれるようになった。

「マルコさん！　おはよう！」

「おはようユリアーナ。今日も元気だな」

　皿洗いを任されることが多かったからか、マルコさんとは自然と仲良くなり、焦って皿を割ることもなくなった。

『同じミスをしないっていうのは、あなたのいいところよ』

　少し前、侍女長に初めて褒められたことを思い出す。前世の私は不器用ではなかったため、一度教えられたことに関しては、その後きちんとこなすことができた。あとはもう少し体力をつけることができたら、もっときびきびと動けるようになるはずだ。

　どうなることやらと思っていたが、それなりに充実した侍女生活を送れている。ただ、ニコルさんとは未だに距離が縮まらないし、クラウス様はやたらと構ってくる。少しでも時間があれば私を捜し出して話しかけてくるし、私が仕事をしている姿を近くで眺めていることも日常茶飯事だ。おかげで気が散ってミスをすることもしばしば。侍女長やニコルさんに叱られるたび、私は内心クラウス様のことをうらめしく思っていた。

　今日の午後の仕事は、庭園と玄関前の掃除を任されている。庭園のほうがひと段落ついたため、玄関前のほうきがけをしていると、門前で馬車が停まる音が聞こえた。

　――クラウス様が帰ってきたんだわ。

　主人のお出迎えも侍女の仕事だ。こうして仕事中に帰ってきた場合は、一度仕事を中断し、頭を下げて「おかえりなさいませ」と言うことが決まりとなっている。

　ポジションにつきお出迎えの準備をしていると、なにやらいつもより門前が騒がしいことに気づいた。

「久しぶりだなぁ。クラウスの屋敷に来るの！」

「私も一緒に来て、本当によろしかったのでしょうか……？」

　どうやら、クラウス様が学園帰りに誰かを連れてきたらしい。とてつもなく嫌な予感がして、私は頭を少し上げてこっそり様子を窺った。すると、クラウス様の両側に、リーゼと背の高い黒い短髪の令息がいるのが見えた。

　――あ、あれってマシューじゃない！

　クラウス様よりがっしりとした体つきで、犬みたいな人懐っこい笑顔を見せている。クラウス様とはタイプが違うが、彼も誰が見てもイケメンだというだろう。

　マシューは小説内でクラウス様の親友で、主にリーゼとの恋を後押しする役割を果たしていた。ユリアーナがふたりの仲を邪魔していたのとは真逆で、ふたりにとって恋のキューピッド的な存在がマシューなのである。

　どうして小説内の主要キャラが勢ぞろいしているの！　三人でクラウス様の屋敷に行くなんてイベント、原作にあったっけ……？　ああ、できることなら少しも関わりたくない！

「ユリアーナ、なぜ顔を上げているの。きちんとお出迎えしなさい」

　ニコルさんに怒られて、私は急いで頭を下げた。三人の足音が近づいてくる。

「おかえりなさいませ」

「……おかえりなさいませ」

　ニコルさんに続いてそう言ったものの、緊張のせいで若干声が震えた気がした。リーゼとマシューが私に気づく前に、さっさと中に入ってほしい――。

「ただいま。ユリアーナ」

　と、思っていたのに。空気の読めない元婚約者は、あろうことかこの場で私に話しかけてきた。

「ユリアーナ？　もう顔を上げていいぞ？」

　三人とここで顔を合わせるのが嫌で、頑なにお辞儀したままだった私にクラウス様が追い打ちをかけてくる。ここでクラウス様の言っていることを無視したら、あとでニコルさんから説教を受けそうなため、私は泣く泣く顔を上げた。

「ユリアーナ様!?」

「おおユリアーナ！　久しぶりだな！」

　リーゼは私がここで働いているのを知らなかったようで、それはもう物凄く驚いていた。逆にマシューはそこまで驚いていなかったため、事前にクラウス様から私のことを聞いていたように思えた。

　マシューはとにかく誰とでも分け隔てなく接する性格で、友人も多い。

　以前のユリアーナはクラウス様がマシューとばかり一緒にいることが気に入らなかったため、マシューのことも勝手にライバル視していたが、マシューはそんなユリアーナにも基本的に動じることなく平然と接していた。

　彼の辞書には〝人を嫌う〟という文字がないのかもしれない。

　まぁ、そんなマシューも物語後半になると、さすがにユリアーナのことは嫌っていたが。この時点では、友好的に接してくれている。

「侍女になったというのは噂でお聞きしましたが、まさかクラウス様のところにいらっしゃったとは……」

「俺が呼んだんだ。馴染みある屋敷のほうがユリアーナも働きやすいかなって」

　リーゼに説明するクラウス様に、心の中で「嘘つけ！」と叫んだ。

「そうだったのですね！　もうお会いできないと思っていたので、なんだか嬉しいです」

　一年生の時にユリアーナから嫌がらせを受けたというのに、リーゼは私に向かって天使のような笑みを浮かべた。さすがヒロイン、なんて優しい子なのだろうか。私がもう少し早く記憶を取り戻すことができていたら、絶対に彼女を傷つけることはしなかっただろう。

「私も嬉しく思います。それでは私はまだ仕事が残っておりますので、皆さんごゆっくり」

　私はリーゼにだけ返事をすると、ほうきを持ち直してこの場から去ろうとする。主要キャラたちと一緒にいたらどんなイベントが起こるかわからない。その結果、私の断罪に繋がるようなことがあれば……。考えただけで恐ろしい。

「待つんだユリアーナ」

　背後からクラウス様の声が聞こえた。必死に作り笑いを浮かべ、引きつった顔で振り返る。

「……なんでしょう？」

「せっかく顔見知りのふたりが来てくれたんだし、君が侍女としておもてなししてくれ。俺たちはテラスでお茶をする予定だから、紅茶とお菓子の用意を頼む」

　なぜ私がそんなことをしなければならないのか。顔見知りといっても、正直誰とも良好な関係ではないというのに。

「で、でも私にはまだ掃除の仕事が……」

「今はこっちの仕事を優先するべきだ。ニコル、ユリアーナを別の仕事に回してもいいか？」

　ほとんど終わっている掃除の仕事を言い訳にするも、やはりクラウス様には通用しなかった。黙って隣に立っていたニコルさんは、クラウス様に言われて小さく頷く。

「はい。掃除は私がひとりで済ませるのでお気になさらず。……行きなさい。ユリアーナ」

「決まりだ。それじゃあテラスで待ってるから」

　私の意思など関係なく、勝手に話を進められてしまった。三人は楽しそうにテラスへと向かっていく。

「……はあ。ごめんなさいニコルさん。ちょっと行ってきますね」

「…………」

　ニコルさんは私の声かけを無視して、ひとりで黙々と作業を再開していた。終わりかけているとは言っても途中で仕事を放棄されることは、ニコルさんからしても気持ちのいい話ではないだろう。

　――もう！　今日はミスもなく無事に仕事を終えられると思ったのに。クラウス様のせいで、結局ニコルさんを怒らせちゃったじゃない！

　怒りとやるせなさと、任された仕事への面倒くささ。あらゆる感情を抱きながら、私は持ち場を離れて、紅茶とお菓子をもらいに厨房へ向かった。その足取りは、周りから見ても一目瞭然なほど重いものだった。




　マルコさんが用意してくれた紅茶とお菓子をティーワゴンに乗せて、私はテラスへ向かった。マシューの豪快な笑い声が聞こえてきた途端、猛烈に引き返したくなった。だが、仕事のため投げ出すことはできない。

「紅茶とお菓子をお持ちいたしました」

　テラスに到着し、私は会話に花を咲かせている三人に声をかける。

「おお、うまそう！　それにいいにおいだ！」

　ワゴンに乗っている焼きたてのマフィンを見て、マシューが目を輝かせる。

　お茶とお菓子の用意をする仕事は、この一か月で三回ほど経験済みだ。私はてきぱきと三人分の紅茶とお菓子をテーブルに置く。

「へぇ。すごいな。本当に侍女さんだ」

　そんな私を見て、マシューが感心するように呟いた。その言葉に、リーゼも隣でうんうんと頷いている。

「では、私はこれで……」

「ユリアーナ、よかったら君も同席しない？」

　ワゴンを引いて厨房に戻ることにしたが、いつもの如くクラウス様が私を引き留める。これってもう、お決まりの流れなの？　それに、侍女の私が同席なんてするわけがない。……侍女じゃなくてもしないけど。

「クラウス様、私は仕事中ですので」

「じゃあ、俺の付き人っていう仕事を引き続き君に与えよう。だからこの場に残ること。いい？」

「……かしこまりました」

　権力を使って私の行動を支配しようとするクラウス様に苛立ちを覚えるも、引きつり笑いで引き受けることしかできない。せっかくリーゼが一緒にいるのに、どうして邪魔者の私をこの場に残したがるのか。もうリーゼに嫌がらせはしないと、きちんと一か月前に告げたのに。それとも、クラウス様の脳内バグは未だ継続中……？

「ちなみに、ふたりとも俺と同じ生徒会メンバーに選ばれたんだ。生徒会の仕事もやっと慣れてきたところで、改めて親睦会をしようって話になってさ」

「へえ。そうなんですか」

　なぜ今日ここに集まったかなんて、正直私には関係ないしどうでもよかった。大体親睦会なら、学園のサロンでも使えばいいのに。

　望まぬ付き人役をさせられつつ、親睦会は進んでいく。三人は紅茶とお菓子をつまみながら、学園生活への期待や不安を語っていた。時折、私のことを気にかけてみんなが話しかけてくるのだが、極力関わりたくない私は基本的に空返事を貫き、三人を苦笑させていた。

「そういえば……リーゼ、少し髪が伸びたね」

　会話の途中、突然クラウス様がそう言ってリーゼの髪に手を伸ばした。セミロングのキラキラ輝く金色の髪の毛に、クラウス様の細い指が触れる。

「えっ？　そ、そうですか？」

「うん。今の長さ、すっごく似合ってるよ」

　するすると髪の毛に指を通しながら、クラウス様はリーゼに微笑んだ。リーゼは頬をぽっと赤く染め、恥ずかしそうにしている。

　……あれ？　このふたり、いい感じじゃない？　シナリオ通り、順調に関係が進んでいるのかしら。

「あ、あのクラウス様。そこの花をもう少し近くで見てもいいですか？」

　リーゼはテラスから見える位置に咲いている白い花を指さして言う。

「ああ、いいよ。好きなだけ見るといい」

「ありがとうございます！　その、よければご一緒に……」

　頑張ってクラウス様を誘っているリーゼがあまりに健気で、私はひそかに萌えを感じていた。かわいすぎる。自然とあんなことができちゃうなんて、近くにいたユリアーナが嫉妬しちゃう気持ちもわかるわ。

　クラウス様は一瞬ちらりと私のほうを見ると、リーゼのほうに視線を戻して「いいよ。行こうか」と微笑んだ。

　ふたりは席を立つと、花を見に少しだけ離れた場所に行く。とは言っても、ここから表情も見えるくらいの距離だ。

　クラウス様とリーゼがふたりの世界へ行ってくれたのはよしとして……残されたマシューはどういう心境なのだろう。

　マシューに目をやると、ふたりのことなんて気にも止めずにマフィンにがっついている。明るく陽気なお兄ちゃんキャラだったのは覚えているが、こんなに食い意地が張っているとは思わなかった。

　――それにしても美味しそうに食べるなぁ。私も小腹が空いてきちゃった。

　すると、このタイミングでぐぅ～っと私のお腹が鳴った。私の腹の虫の声はマシューの耳にも届いたようで、マフィンを食べる手がぴたりと止まる。

「……ユリアーナも食うか？」

「えっ？」

「だって、腹減ってんだろ？」

　ほら、と、マシューは色とりどりのチョコチップが入ったマフィンを私にずいっと差し出してきた。

　甘い香りが鼻を掠めて食欲をそそる。だが、聞いたことも見たこともない。侍女が仕事中、主人を差し置いてつまみ食いをするなんて。

「ああ、仕事中なのを気にしてんのか？　大丈夫だって。今は俺しか見てないし。ひとりで食べるのも味気ないから、付き合ってくれよ。な？」

　にかっと白い歯を見せながら、マシューは半ば強引に私にマフィンを押し付けた。……主人の友人との付き合いも仕事のうちだ。いや、違うかもしれないが。とりあえず私は、マシューの笑顔とマフィンの誘惑に負けてしまった。

　ぱくりと一口食べれば、口の中でフワッとした食感が広がる。チョコチップと生地の甘さも抜群で、一気に幸せで満たされていく。甘いものの効果はすごい。

「とっても美味しい……！」

「な！　うちのシェフに、このマフィンのレシピ教えてくんねーかなぁ」

　そんなに気に入ったのか。ずっと目をキラキラさせて、身体は大きいのに小さな子供みたい。

　そう思い、思わずくすりと笑みがこぼれた。

「……ユリアーナってさ、あのパーティー以来、マジで変わったよな」

「へっ？　そ、そうですか？」

「変わったよ。今日久しぶりに会って確信した。まず俺の知ってるユリアーナだったら、あのふたりをおとなしく行かせるわけがない」

　マシューは花を見ながら談笑しているふたりに目線を向ける。まぁ、それはそうだ。本来のユリアーナなら怒り狂って、全力で邪魔していただろう。

「それに、クラウスと仲良い俺のことも前はよく睨みつけてたろ？」

「……さあ？　あまり覚えてないです」

「またまた。よく言うよ。……なんでそんな変わったのか気になるっちゃ気になるけど、ユリアーナにもいろいろあったってことだよな」

　意外にも、マシューはそれ以上私を詰めようとはしなかった。あまりに変わっているから、触れてはいけないくらいの出来事があったとでも思っているのか。それともただそこまで興味がないだけ？　……なんとなく、後者な気がする。

「そうです。私、あのパーティーでいろいろと目が覚めたんです。だから今の私は、マシュー様と同じ気持ちです」

「同じ気持ち？」

「はい。クラウス様とリーゼ様の仲を、私も応援したいと思ってます」

　マシューが原作でふたりの恋のキューピッドだったように、この世界では私もふたりを応援するのだ。絶対に、ふたりの邪魔をして破滅――なんてことが起きないように。

「……クッ……あはは！　たしかに、こんなに手のひら返されたら、気になってしまうのもわかるな」

　なにがおかしいのか、急にマシューが笑い始めた。

「あと言っておくが、俺は別にクラウスとリーゼの仲を取り持とうなんて考えてないぞ」

「えぇっ!?　なぜですか？　お似合いだと思いません？」

　マシューがふたりを応援し始めるのは、これからってことかしら。今の時点でその気はないようだ。まぁ、まだ二年生が始まったばかりだものね。

「ユリアーナ、ぜひそれは心に留めるだけにしておいてくれ。クラウスのやつが聞いたら、ショックを受けるだろうから」

「……なぜクラウス様がショックを？」

　首を傾げていると、クラウス様とリーゼがテラスへ戻ってくる。

「ずいぶん楽しそうだったけど、なんの話？」

　私とマシューの顔を交互に見て、クラウス様がそう言った。

「ふたりだけの内緒の話だ。なっ？　ユリアーナ」

「は、はい。そうですね」

　内緒話をしていたつもりはないが、ここはマシューに合わせておこう。

「……へえ。内緒話、ね」

　クラウス様は私に視線を向けると、いつもより小さく低い声で呟く。どこか疑われているような眼差しに、私はやましいこともないのに反射的にサッと目を逸らした。

「あの……ユリアーナ様……」

「ん？」

　気づくと、隣にリーゼが立っていた。なにか言いたいことでもあるのだろうか。

「その、ちょっとお話をしたくて……」

「私と？　……いや、私とでしょうか？」

　自分が侍女だということを一瞬忘れて、普段通りの口調に戻ってしまったため、すぐに言いなおす。

「はい。よければ、少し離れた場所で話しませんか？」

　クラウス様とマシューの前では話せない内容なのか。私は持ち場を離れてリーゼとふたりきりになってもいいか、一応クラウス様に目線を送って訴える。とはいっても、クラウス様が許すはずない。だって、ふたりにしたら私がなにするかわからないと思っているだろうから。

　しかし、クラウス様は私たちのやりとりをすべて聞こえたうえで、私に向けて首を縦に振った。これは行っていいという合図なのか。……止めないなんて拍子抜けだ。本当に、もう私がなにもしないと信じてくれているのだろうか。

「行きましょう。ユリアーナ様」

　そのまま私は、テラスから離れたひとけのない廊下の一角で、リーゼとふたりきりになった。

「ごめんなさい。急に連れ出して。でも私、どうしてもユリアーナ様に会えたら言いたいことがあって……」

「言いたいこと？　なんでしょうか？」

　目の前でもじもじしているリーゼはかわいい。絶対に違うけれど、告白される前のような雰囲気だ。

「あの……ユリアーナ様が学園をやめ、クラウス様と婚約破棄をしたのは私のせいでしょうか？」

　思いつめた顔をして、リーゼが私に言い寄る。予想外の質問に、私は目を丸くした。

「まさか！　リーゼ様のせいではありませんわ」

「でも、ユリアーナ様の様子がおかしくなったのはあのパーティーからですよね。あの時、私にお近づきになったのは私に用事があったからではないでしょうか？」

「いやぁ……たまたま姿を見かけたから、声をかけようとしただけですわ」

　言えないわ。クラウス様と仲良く話していた腹いせに、ジュースをぶっかけようとしていたなんて。

「でも、ユリアーナ様のご友人からも言われたのです。ユリアーナ様が突然姿を消したのは、私のせいだって……」

　友人って、きっと取り巻きたちのことね。たしかに、彼女たちからするとそう思うのかもしれない。ずっと悪役令嬢のユリアーナを近くで見てきたんだもの。

「リーゼ様。なにも気にしないで。私は私の意思で、学園をやめて婚約破棄をして侍女になった。ただそれだけのことなんです。リーゼ様はなにも気にせず、楽しく学園生活をお過ごしください」

「ユリアーナ様……」

　侍女の私に〝様〟をつけるのもおかしいが、指摘したところでリーゼは呼び方を変えることはないだろうと思い、敢えてそのままにしておいた。

「それに、私もリーゼ様に言わなくてはならないことがあります」

「……私に？」

　いい機会だ。ここでしっかりこれまでの過ちを謝罪しておこう。

「一年生の時、あなたに嫌なことをたくさん言ってしまいました。魔法の才能もあって、クラウス様から興味を持たれていたあなたに、私はきっと嫉妬していたのです。本当にごめんなさい」

「そんな！　私、もうまったく気にしていません」

「……私を許してくださるのですか？」

「許すもなにも、憎んでいませんから」

　あまりにいい子で、私はなんと返せばいいかわからなかった。同時に、あのタイミングで記憶を取り戻して本当によかったと思った。悪役のまま進んでいたら、この手でリーゼを傷つけていたことだろう。

「リーゼ様！　本当にありがとうございます！　なんて心優しい方……！　かわいいし、クラウス様がメロメロになっちゃうのもわかるわ！」

「あ、ありがとうございます。でも、クラウス様とはそういう関係じゃ……。それに、私からすればユリアーナ様のほうが綺麗で、スタイルもよくて、羨まし――」

「いいえ！　リーゼ様こそがヒロインなんですから、もっと自信を持ってください！　今後私はモブとして、遠くからリーゼ様のことを見守っていますから！」

「ヒロイン？　も、もぶ？」

　いけない。思いがけずリーゼと和解できたことに興奮して、こっちの事情で話してしまった。

「な、なにはともあれ、誤解も解けてよかったですわ」

「ふふ。……実は、親睦会が始まった瞬間から。ユリアーナ様とふたりになる機会を窺っていて。でも、どうすればいいかわからなくて。先にクラウス様を呼び出して、ユリアーナ様を連れ出してもいいか相談したんです」

「え！　そうだったんですか？」

　てっきり、クラウス様とふたりきりになりたかっただけと思っていた。リーゼはまだ、クラウス様のことを男性として意識しているわけじゃなさそう？

「はい。お話できて、本当によかったです」

　私としても、リーゼと和解できてよかった。これで断罪からも遠ざかるわよね。クラウス様がふたりを連れて屋敷に来た時は焦ったけれど、いい機会を設けてもらったわ。

「では、テラスへ戻りましょうか。リーゼ様」

「はいっ！」

　話を終えて、私はリーゼと一緒にテラスへ戻った。

　そしてそのタイミングで、そろそろ陽が沈むということで、親睦会はお開きになった。

　迎えの馬車に乗り込むマシューとリーゼを見送る。はぁ、やっと終わった。

「……あのさユリアーナ」

「？　なんでしょう」

「ふたりとは、それぞれなにを話してたんだ？」

　安堵のため息を漏らしていると、クラウス様が門前で私に尋ねてくる。やっぱり気になっていたみたい。

「リーゼ様とはなにやら誤解が生まれていたので、それを解いておきました。あとは個人的な謝罪を」

「そっか。たぶん、そうなんだろうなと思ったけど……君がリーゼに謝る日がくるなんてね」

　クラウス様は眉を下げて、呆れたように笑っている。もっとしつこく詳細を聞いてくるかと思ったが、それ以上追及してくる気配はない。

「で、マシューとは？」

　……別にそっちはたいして気にしていないくせに。わざわざ報告する必要があるのだろうか。

「内緒です。マシュー様もそう言ってたでしょう？」

「内緒話なんて言われたらよけい気になるじゃないか。教えてくれるまで、ずっと俺の付き人をさせるけどいい？」

　それだけは絶対にごめんだ。

「ただの他愛もない話ですよ。マフィンが美味しいねとか、クラウス様とリーゼ様はお似合いだとか、そんな話です」

　言わないとしつこそうなため、私はあっさりとマシューを裏切りクラウス様の質問に答えた。特に内緒にするような内容はひとつもなかったし、あとから怒られることもないだろう。

「俺とリーゼがお似合い？」

「はい。……あっ」

　言ったあと、私はマシューの言葉を思い出した。クラウス様がショックを受けるから、心に留めてと言われていたんだ。だけど、私にはなぜマシューがそう考えるのかが未だにわからない。

　クラウス様の反応を見てみると、俯いて肩を小刻みに震わせている。喜んでいるのか怒っているのか、はたまた悲しんでいるのか……どれが正解なんだろう。

「俺がリーゼと仲良くしてる姿を見たら、さすがにユリアーナも少しは俺を好きだった時のことを思い出すかなと思ったのに……。君は俺のことなんて見向きもしないで、マシューとそんなことを楽しそうに話してたのか。……結果、俺がマシューに嫉妬する羽目になったし。やられたな……」

　クラウス様はボソボソとなにかを言っているが、あまりに小さくてよく聞こえない。

「あの、クラウス様？　私、そろそろニコルさんのところに戻りますね？」

　自分の世界に入りこんでしまっているクラウス様に一応声をかけると、クラウス様は顔を上げて、キリリとした目つきで私をじっと見つめてきた。……急になに!?

「次は今日みたいにはいかせないからな、ユリアーナ」

「……はあ」

　クラウス様は、知らないところで私と戦ってでもいたのだろうか。よくわからないまま陽は沈み、私はやっと、クラウス様の付き人という苦行から解放された。




　それ以降、リーゼとマシューはたまに屋敷へ遊びにくるようになった。ふたり一緒に来る日もあれば、マシューだけの日もある。リーゼだけが屋敷へ来ることはなかった。

　そしてそういった日はたいてい、クラウス様は私を付き人役に指名して、前みたいにそばに置くのだ。私がクラウス様含む小説の主要キャラと関わりたくないと願えば願うほど、距離は近くなるばかりだった。

　せっかく貴族令嬢をやめて侍女になったというのに、断罪に近しい人物のそばにいては意味がない。仕事の環境はいいけれど……頃合いを見て、シュトランツ公爵家からは離れたほうが身のためよね。

　それまでに、侍女スキルをさらに磨いておかないと――とは思うのだが、それがなかなか難しい。私には、突出した特技がなかった。苦手なことはない代わりにずば抜けてこれが得意とか、そういったものがない。つまり平凡なのだ。魔法の腕もそこそこだし……。なにか突出した力があれば、チート侍女として名をあげられたかもしれないのに。

「ま、悪役令嬢にそんな都合のいい能力を持たせるわけないかぁ」

　ひとりで空き部屋の清掃をしながら、集めた埃を見つめてため息をついた。

「でも、侍女長もニコルさんも……ハンナだって、地道な努力を積んだからこそあんなにすごい侍女になったのよね」

　侍女長は一流の侍女を育てるために、自らもどんな仕事もできるよう相当苦労をしたことだろう。毎日仕事の割り振りを考えて、侍女たちをまとめあげているのは純粋にすごいと思う。

　あれだけ厳しくてもみんなが侍女長についていっているのは、根本に彼女に対する尊敬の念があるからだ。

　ニコルさんも、毎日近くにいるからどれだけすごいのかわかる。私はニコルさんがミスをしたところを見たことがない。常に冷静に周りを見渡して、完璧に仕事をこなしている。

　私も贅沢は言わず、できることを精一杯がんばろう。それが、スーパー侍女になるいちばんの近道と信じて。

　気持ちをリフレッシュさせるため、私は休憩もかねて埃っぽい空き部屋から一度廊下へと出た。すると廊下の窓からクラウス様の姿が見えた。続いて、マシューとリーゼが一緒に歩いてくるのも。

　またふたりが遊びにきたんだ。つまり、クラウス様は私を探して、付き人役に任命してくるに違いない。

　ただでさえ普段から、特に用もないのにクラウス様は私につきまとってくる。ニコルさんはそのことをあんまりよく思ってないようで、クラウス様が現れるとあきらかに機嫌が悪くなるし……さすがに最近、過度な干渉にうんざりしてきたところだ。

　――そうだ。今日はこの空き部屋を利用して、うまく付き人役から逃げられるかも！

　基本的に私はニコルさんと行動を共にしているが、今日はニコルさんは休暇日のためいない。私はひとりでできる空き部屋の掃除を任されていた。だが、私がここを掃除することを知っているのは侍女長だけ。その侍女長は、午後から公爵夫人の付き添いで街に出かけると言っていた。

　つまり、静かに仕事をしていればクラウス様に見つかることはない。幸いにも私がいるのは、普段屋敷に住んでいても滅多に訪れないような屋敷の奥にある寂れた部屋だ。もはや忘れ去られた物置部屋といってもいい。それくらい埃まみれだったし、こんな場所にクラウス様は来たことすらなさそうだ。

　私は廊下から空き部屋に戻ると、なるべく物音を立てないように部屋の隅で縮こまった。クラウス様が諦めてくれるまでは、念のためここでひとり息をひそめておこう。……というか、どうして私がこんなコソ泥みたいに隠れなくてはならないのか。全部、ねちねちとストーカーしてくるクラウス様のせいだわ。

　しかし、私が記憶を取り戻すまでユリアーナがクラウス様に同じことをしていたかと思うと、クラウス様だけを一方的に責めるのは少し違う気もした。

　これが因果応報ってやつなのかしら……。ひとりで肩を落としていると、ふと、天井の隅になにかがいることに気づく。

「……蝶？」

　赤、青、黄色、緑、紫――あらゆる色をしたカラフルな蝶が、蜘蛛の巣に引っかかっている。虹のような模様で、見る角度によって見え方が全然違う。見たことのない、珍しい蝶だ。

　そっと近づいてみると、蝶は蜘蛛の巣から逃げたいのか、僅かに身体をピクピクと動かしていた。まだ生きている。

　幸いにも、張られた巣に蜘蛛の姿はなかった。私は蜘蛛は得意でないため、蜘蛛がいたら助けてあげられなかったかもしれないが、今なら蝶を救出できそうだ。

「ちょっと待ってて。すぐに助けてあげる」

　私は部屋に置いてあった頑丈そうな箱を足元まで移動させると、その上に乗った。さらに背伸びをすると、なんとか蜘蛛の巣まで手が届いた。

　傷つけないように、優しく蝶の綺麗な羽に触れる。そのままできるだけ力をいれずに持ち上げると、無事に蝶を蜘蛛の巣から離すことに成功した。

「これでもう大丈夫。次からは気を付けるのよ」

　手のひらに乗ったままでいる蝶に話しかけると、蝶はひらひらと私の周りを飛び始めた。

「ふふっ！　そんな綺麗な羽を持っているんだから、こんな狭いところにいないで、外を思いっきり飛び回らないと」

　まるで言葉が通じているみたいで、思わず笑みがこぼれる。私は空き部屋から蝶を出してあげるために、部屋の左側にある小窓を開けようとした――ところで、ふと気づく。

　そういえばこの蝶、どこから入ってきたんだろう……？

　侍女長の話では、この部屋はもう長いこと誰も出入りしていないと言っていた。用がないため誰も使わないから、掃除をしていないことすらずっと忘れていたと。

　私が来た時点で小窓は閉まっていたし……かなり前からいたのかしら？　でも、その割には元気に飛び回っている。ここに長いこと閉じ込められていたなら、もっと衰弱しているか、最悪命を落としていてもおかしくないのに。

「……窓は開けてくれないのかな？」

　小窓に手をかけたまま一時停止していると、急に耳元でそう囁かれた。

「っ!?」

　聞いたことのない妖艶な声に、全身が痺れるような衝撃が走る。

　――そんなことより、誰!?

　誰かが入って来た様子はない。驚きと恐怖で頭が混乱したまま振り返ると、ものすごい美青年が至近距離に立っていた。

「だだだ、誰!?」

　見たことない蝶の次は、見たことない人間!?

「僕？　僕はさっき、貴女が助けてくれた蝶さ」

「蝶!?」

　にわかに信じがたいが、魔法がある世界だから、蝶が人間になることだってあるだろう。

　百九十センチ近くありそうな身長に細身の身体。腰まである透き通るような白い長髪。切れ長の、どこか色気のある紫の瞳。唇は薄くて色素は薄く、儚げな雰囲気も感じさせる。年齢は……二十代後半くらい？

「そう。またの名をティハルト。エルム王国に棲みつく、しがない精霊さ」

「……精霊……ティハルトって」

　ティハルトは小説に出てくる大精霊で、性別は男。老若男女、動物や昆虫などあらゆる姿に変身できるため、本体がどんな姿なのかは誰も知らない。動物に化けることが多いが、たまに人型になる。そしてその姿は、とんでもなく美青年だという噂――。

「本当に、あなたがあのティハルトなの？」

　小説では人型の姿がイラストで描かれていなかったため、気づくことができなかった。

「おや。僕のことを知ってるのかい？」

「そりゃあね。ティハルトって、エルム王国では有名人でしょう？　それに私、一応魔法を使えるから。魔法使いならみんな一度、あなたの話は聞いたことあると思うわ」

　たしか聖恋の序盤で、精霊ティハルトの存在は記載されていた。まず、精霊は魔力を持つ者しか見ることができない。そして魔法使いは、彼に会うことができたらとてもラッキーだと言われている。

　なぜなら彼に気に入られると、特別な魔力――通称〝ギフト〟をもらえるのだ。でも、ティハルトはとっても気まぐれで、人間の前に姿を現すことはほとんどないと言われている。

「光栄だなぁ。こんな美しい人に知ってもらえるなんて。蜘蛛に捕まったのは、貴女に会うためだったんだね」

「そ、それはどうかしら……」

「貴女の名前は？」

「……ユリアーナ」

「ユリアーナ。名前まで美しい」

　……ついでに、ティハルトは大の女好き。そのせいか、滅多に男性の前に姿を現すことはない。運よく姿を見ることはできても、ギフトをもらえる可能性はゼロに等しいとか。その代わり、この国では男性のほうが、元々持つ魔力が大きいって設定だった気がする。

　そんなティハルトに、なぜ私がこんなところで出会えたのか。

「ねぇティハルト。どうしてこんな場所にいたの？」

「今言っただろう？　ユリアーナに出会うためさ」

「…………」

「そ、そんな顔しないでおくれよ」

　冗談はいいからさっさと教えて！　という本音が、どうやら顔に出てしまっていたようだ。ティハルトは苦笑すると、私の前から隣に移動して再度口を開いた。

「正直に答えよう。ここに来たのはただの気まぐれさ。蝶になって国を徘はい徊かいしていたら立派なお屋敷を見つけて、いちばんひとけのない部屋に寄り道しただけ。そうしたら蜘蛛の巣に引っかかっちゃって……そこへ、ユリアーナがきた」

　ティハルトはそう言って、人差し指で私の鼻をつんっとつついた。悪戯っぽく笑う表情も色気むんむんで、近くにいると勝手に顔が熱くなってしまう。

「で、でも、ティハルトは精霊でしょう？　別の姿に変身すれば、蜘蛛の巣から抜けられたんじゃあないの？　……あ、もしかして。私のこと試そうとしてわざと？　なーんて――」

　冗談で言ったのに、ティハルトは気まずそうに視線をさっと逸らした。この反応、絶対図星だ。

「まぁまぁ。細かいことはいいじゃないか。そして結論から言うと、僕はすっごくユリアーナのことを気に入ったよ。だから貴女に、僕からささやかなギフトを贈りたい」

「ギフト!?　私に!?」

　ティハルトはにっこり笑って大きく頷く。

　……ん？　待って。私、このままギフトをもらっても大丈夫だっけ？　小説だと、どういう展開だった？　まず、本来なら私より先にリーゼがギフトをもらっているはずなんだけど。それにしては、時期が早すぎるような。

「あっ……！」

　そこで私は、ユリアーナとして生きていくうえで忘れてはならないとても重要なことを思い出した。

「ごめんなさいティハルト。私、ギフトを受け取ることはできないわ」

　小説内の終盤で、ユリアーナはティハルトからギフトをもらっていた。そのギフトが持つ特殊魔法は〝破壊の力〟だった。触れたうえで魔法を発動するとその対象を傷つけ壊す、危険な能力だ。

　ユリアーナはのちにこの魔力を使って、クラウス様やリーゼを傷つけ殺害しようとする。よって、私にその気がなくても、ギフトを授かることは今後の展開的に自殺行為だ。それに私は魔力制御が得意ではない。破壊する気がなくとも、触れただけでうっかり壊してしまいそうという不安もある。

　――大体そんな特殊魔法をもらったら、今後侍女の仕事に支障が出るじゃない！　触れるものを壊すなんて冗談じゃないわ！　お皿洗いとか、食事の配膳とか……どうするのよ！

「なぜだいユリアーナ。僕のギフトは、選ばれた特別な魔法使いしかもらえない貴重なものだよ。きっと役に立つはずさ」

　ギフトを授かった魔法使いは、公表すれば一夜にして国中に名が知れ渡る。

「そうかもしれないけど……今の私は、魔法使いである前にこの屋敷の侍女だから。今後魔法使いとして有名になりたいわけでもないし。私以上に、もっとギフトを授かるに相応しい人がたくさんいるわ」

　断られたことが初めてなのか、ティハルトは私の返事に目を丸くしている。

　さっきまで、侍女として役立つチート能力があればいいなとはたしかに思ったりしたけど……侍女としてマイナスになる能力なら、たとえ厚意を無駄にすることになっても受け取るわけにはいかない。

「……ユリアーナ、貴女はなんて謙虚で素晴らしい女性なんだ！　僕は感動したよ！　こんなに見た目も心も美しい女性に会ったのは初めてさ！」

　ティハルトは長い両腕を広げて、感動を身体で表すように天を仰いでそう言った。……謙虚で素晴らしい？　見た目も心も美しい？　……小説のユリアーナにも、ティハルトは同じ印象を抱いたのか疑問である。

「この感動をユリアーナにも感じてほしい。抱きしめてもいいかい？」

「えぇっ!?　そんな急に――」

　言い終わる前に、ティハルトは思い切り私を抱きしめた。同時に、ぶわっと全身の体温が一気に上がったような感覚が走る。私はそれを、美青年にハグされたことによる自然現象だと思っていた……ら。

「おめでとうユリアーナ！　今の抱擁で、無事に僕のギフトをユリアーナに送り込むことができたよ！」

「はっ!?　い、今なんて……？」

「だから、無事にギフトを贈れたよって。遠慮がちなユリアーナに、僕からのサプライズプレゼントさ。あははっ！」

　……嘘でしょう？　まさか、体温が上昇したのは、一気に魔力が体に入ってきたから？

「ティハルト……その、ギフトを返却することって……」

「そんなことしなくていいよ！　僕があげたいからあげたんだ。それに、一度あげたギフトを返してもらうことは僕にも不可能だからね」

　その瞬間、サーッと血の気が引き、私は絶望に陥った。

「う、うぅ……どうしよう」

「泣くほど喜んでくれるなんて嬉しいよ」

　全然違うっ！　声を大にして叫びたかったが、あまりの絶望に喉からうまく声が出ない。

「僕のギフトで、貴女の人生がさらに輝かしいものになりますように。じゃあね。またいつか必ず会おう。僕のかわいいユリアーナ」

　ティハルトは私の額にちゅっと小さな音を立ててキスをすると、蝶の姿に戻って小窓の隙間から外へ飛び立っていった。

「待って、ティハルト！」

　必死に伸ばした手はただ空を切るだけで。私は呆然と、綺麗な蝶が見えなくなるまで、外の景色を眺めることしかできなかった。

　――もらってしまった。望んでいない〝破壊の力〟を。

　私は自分の両手をしばらくじっと見つめたあと、試しにそっと、さっきティハルトを助けた時に使った箱に触れてみた。そして、手のひらから魔力を発動させてみる。

「……あれ？」

　しかし、箱はうんともすんともいわない。

「どうして？　ギフトは授かったはずなのに……あ」

　もしかして、手袋をしているせい？

　今は侍女の制服として、仕事中は常に白い手袋をしている。この前、暇な時間に魔法書を読んだ時に書いてあった。

　魔法は基本的に、手のひらに魔力をこめて発動させる。その際、魔力が弱いものは、手のひらを覆うものがあるとうまく発動できないことがあるって。

　ユリアーナはクラウス様やリーゼと違って、そんなに魔法使いとしての成績はよくなかった。最後ティハルトのギフトに頼ったのも、元々自身が持つ魔力に自信がなかったからかも。

「それじゃあ、手袋をしていたら大丈夫ってこと……？」

　だけど、どうしても外さなければいけない場面は絶対にある。洗い物をする時は絶対に手袋を外しているし……そんな時、間違えて魔法を発動させてしまったら終わりだ。侍女として働くことはおろか、貴族令嬢にも戻れず、危険人物として地下牢に閉じ込められて、そのまま断罪エンド――。

「絶対いやぁぁぁ！　ティハルトの馬鹿ぁぁぁ！」

　小窓を全開にして、どこに行ったかもわからないティハルトに向かって私は今度こそ声を大にして叫んだ。

　それにより、私を捜索していたクラウス様に居場所がバレてしまったものの、すっかり意気消沈している私を見かねてか、その日は付き人をさせられることはなく……ただ、めちゃくちゃに心配された。










５　ギフトの正体と涙のハンカチ




　ティハルトからいらないギフトを授かって、二週間が経過した。

　あのあと、私はすぐにお父様と連絡をとり、親戚の魔法使いの叔父様のツテで〝魔力を抑えることができる手袋〟という魔法具を早急に送ってもらった。

　もちろん、ティハルトから破壊のギフトをもらったなんてことを馬鹿正直に話してはいない。魔力のコントロールが下手でよくミスをするから、なにかいい魔法具はないかと相談した。

　この魔法具は透明な手袋のため、いつも侍女用の白い手袋の下に装着している。そのため、周りにはバレていない。皿洗いをする時は白い手袋だけを外して、透明な手袋がバレないように念のため手を泡まみれにして誤魔化している。

　そんな手袋生活に奮闘していたある日のこと。

「ユリアーナ、ただいま」

「おかえりなさいませ。クラウス様。それでは」

「ん？　俺がいいって言うまで、どこにも行かせないけど」

「…………」

　いつものように、私は学園から帰ってきたクラウス様に捕まっていた。

「はぁ。毎日毎日、なんの用があって話しかけてくるんですか？」

「用っていうか、ただ君と一緒にいたいだけだ」

「またそんなこと言って。そういうのは、リーゼ様に言ってあげてください」

「なぜ？　リーゼは関係ないだろう」

　あっけらかんとクラウス様は答える。どうやら、まだクラウス様はリーゼと恋に落ちてないようだ。というか常にこうやって私を追いかけてくるけど、リーゼと恋愛する気はあるのだろうか。

「それより聞いてくれユリアーナ。今日学園でさ――」

　そのまま、私はクラウス様の話に数十分ほど付き合わされた。嫌われたくて塩対応しているはずなのに、まったく効果を感じないからめげそうになる。

　クラウス様から解放され、ぐったりした顔で部屋に戻っていると……。

「ユリアーナ、ちょっといい？」

　これまであまり話したことのない侍女がふたり、私のもとに駆け寄ってきた。たしか名前は――三つ編みのほうがパウラで、ショートヘアがミア。

「はい。パウラさん、ミアさん。なにかありましたか？」

「あのね、マルコさんから聞いたんだけど、ユリアーナって刺繍が得意なの？」

「刺繍……得意かどうかはわかりませんが、縫うのは好きですよ」

　ハンナからハンカチをもらったのをきっかけに、私は空き時間によく部屋で刺繍をしていた。この前マルコさんに『休み時間はなにをしているんだ？』と聞かれて刺繍と答えたから、彼女たちはきっとその話を聞いたのだろう。

「さすが！　刺繍って、貴族令嬢の嗜みでもあるものね。昔からやっていたの？」

「えぇと……そうですね。でも、今よりはあまり得意じゃあなかったかも……」

　家族に刺繍セットを持っていくと言ったら、みんなとても驚いた顔をしていたから――ユリアーナはたぶん、刺繍をしてこなかったんだと思う。あきらかに不得意そうだもの。

「それで、刺繍がどうかしましたか？」

「あのね、私たち刺繍に興味があって……縫い師がいるから、仕事でやる機会もないでしょう？　だから、よかったら教えてほしいなって！」

「……私に？」

　ふたりは揃って頷く。仕事以外で頼み事をされたのは初めてで、私は素直に嬉しい気持ちになる。

「喜んで！　ぜひ、一緒にやりましょう」

「本当!?　ありがとう、ユリアーナ！」

　そう言うと、ふたりは顔を見合わせて歓喜の声をあげた。

「じゃあ、晩餐後の仕事が終わったら、就寝前に私たちの部屋に集まってやりましょう」

「はい。刺繍セットを持ってお邪魔しますね」

「楽しみにしてるわ！」

　夜に同室の彼女たちの部屋で刺繍をすることになり、この場は一旦解散となった。




　そしてその日の夜――。

　パウラさんたちの部屋に向かうと、なんと四人の侍女が集まっていた。私をいれたら五人になるため、部屋が狭く感じるも、なんとかスペースは確保できそうだ。

「ごめんユリアーナ。話をしたら、一緒にやりたいって」

「よろしくユリアーナ。急にごめんなさいね」

　パウラさんが、追加となったふたりを私に紹介する。

「人数が多いほうが楽しいですし構いませんよ。さっそく始めましょう」

「わぁ。綺麗な色の糸がたくさん」

　刺繍セットを広げると、みんな興味津々に覗き込んでくる。それぞれ道具は持っているみたいだが、私のようにいろんな種類の糸は持っていなかったみたい。

「それよりユリアーナ、どうして制服の手袋をつけたままなの？　それだとやりづらいんじゃない？」

　仕事が終わっても白い手袋をつけたままの私を見て、ミアさんが眉をひそめた。

「私はこのほうがやりやすくて。どうかお気になさらず」

「ふぅん？　そういう人もいるのね」

　助かった。ほかのみんなも、そこまで気にしていないようだ。

　まずは基本的なやり方を教えつつ、慣れてきたら作りたいものを考えてそれぞれ練習していく。

　前世ではお母さんに教わる立場だったのに、今はこうしてみんなに教える立場になっている。この刺繍はお母さんの想いを受け継いでいるような気がして、自然と心がぽかぽかしてきた。

「刺繍がうまくできるようになったら、実家の母になにか贈り物をしたいの」

「私は妹に名前入りのなにかを贈りたいわ。ユリアーナは？」

　作業をしながら、それぞれ誰になにを作りたいかの話をしていると、私にも同じ質問が回ってきた。なにも考えていなかったので、言葉に詰まる。

「あ、もしかして……クラウス様？」

　ミアさんがにやりと笑って言うと、全員がなぜかにやついた顔でこちらを見ている。

「なっ……！　ないです！　絶対に！」

　どうして私がクラウス様に贈り物をするのよ！

　必死に否定するも、周囲にはなぜかそれを照れ隠しととられてしまう。

「でも、ユリアーナが侍女としてここに来てから、クラウス様のユリアーナへの熱烈アプローチはすごいわよね」

「本当に別人みたい。ほら、婚約者時代はものすごく冷めていたじゃない？　ユリアーナも相当変わったけどね」

　ミアさんがけらけら笑いながら言うと、場の空気が凍った。

「ちょっと、本人の前でやめなさいよ……」

「あっ、ごめんなさい！」

　謝られるも、冷たくされていたことはよく知っているため、別に痛くもかゆくもない。なんなら私も前世の読者時代は、なんて痛い女だと思っていたくらいだ。

「で、実際今ってどうなの？」

　……ああ、クラウス様の話の流れは終わったかと思ったけど続くのね。みんな、刺繍を教わっている時より目が輝いている。やっぱり女子は、こういった恋愛話が好きなのか。

「侍女とご主人様。それ以外のなんでもないです。もう婚約は解消しましたから」

「えぇー！　そんなわけないでしょう。なにか裏の事情があるんでしょう？」

「ありませんっ！　……もう夜も遅いので、今日はここまで！」

「ああっ！　ユリアーナが逃げちゃったわ！」

　このままだと部屋に帰してもらえなさそうと思い、私は刺繍セットを抱えて部屋を飛び出した。

　……はぁ。私はクラウス様を避けてるつもりなのに、周りからは裏があると思われているなんて。もっと強く無視できたらいいんだけど、そんなことすれば侍女長のお怒りを買っちゃう。

「……でも、楽しかったな」

　静まり返った廊下で、私はひとり呟いた。

　最後は逃げてしまったが、私がいつか想像していた侍女の女子会が実現できたようで、すごく充実した時間だった。

　部屋に戻りそっと扉を開けると、既に部屋の電気は消されていた。ニコルさんは寝ているようだ。起こさないよう、物音を立てずに私も寝る準備をする。

　――あ、そうだ。

　その時、私はあることを思いついた。みんなが誰かに刺繍で贈り物をするのなら、私はお世話になっているこの人に贈ろうと。

　……喜んでくれるといいな。あんまり、想像はつかないけど。

　こうして、初めての刺繍侍女会は終わった。




　一週間後。私たちはあれから毎日、就寝前に部屋に集まってはみんなで刺繍をしていた。全員シュトランツ家で働く侍女だけあって、とても器用で物覚えもよかった。今は完成に向けて、各々頑張っている。

「……ユリアーナ、ちょっと」

　午後の仕事がひと段落ついたところで、私はニコルさんに呼び出された。仕事の話か、プライベートの話か……って、ニコルさんが私にプライベートの話をしてくるわけないか。

　なんだろうと思いついていくと、人通りのない階段の踊り場に到着した。ニコルさんはきょろきょろして周囲に誰もいないことを確認すると、急に怖い顔をして口を開いた。

「あなたの待遇って、いったいどうなっているの？」

「……え？」

「ずっとおかしいって思ってたのよ。元婚約者が侍女となって屋敷で働くなんて、こんな事例聞いたことがないわ。そして来てみたら案の定、クラウス様にえこひいきされて……仕事を甘く見てるんじゃない？　クラウス様のそばにいたいだけならさっさとやめて。迷惑なのよ」

　ニコルさんは、私への待遇にずっと不満を抱いていたらしい。

　私だって、侍女になると決めた時、まさかクラウス様のところで働くとは思っていなかった。たしかにクラウス様は私にばかり構うし、それは仕事中もお構いなしで、ニコルさんにはたくさん迷惑をかけたと思う。だけど。

「私は、侍女としての仕事は一生懸命やっているつもりです。ニコルさんの言う通り、クラウス様の無茶ぶりに答えることで、結果的に本来任されていた仕事をニコルさんだけに押し付けてしまうことがあったことは謝ります。でも、私はクラウス様のそばにいたくて侍女をやっているわけでも、仕事を甘く見たこともありません！」

「言い訳はいらないわ。最近だと、ほかの侍女たちに刺繍を教えているそうじゃない？　後輩なのに先輩に物を教えるなんて、厚かましいと思わないの？　そんなことをしている暇があるなら、仕事のひとつやふたつ完璧に覚えなさいよ。侍女として無能のくせに――」

「ユリアーナ、ニコルさん……なにしてるんですか？」

　階段の下から声をかけられて、ニコルさんの身体がビクッと跳ねる。振り向くと、パウラさんとミアさんが立っていた。

「……なにもないわ。あなたたちは早く仕事に戻りなさい」

　ばつが悪そうに、ニコルさんはふたりと視線を合わせずに言い放つ。

「この空気がなにもない？　それに、少し聞こえましたけど……ニコルさん、ユリアーナのことを無能と仰いましたよね？」

　物怖じせずに、パウラさんが言い返した。

「あら、なにか間違ってる？　彼女はクラウス様のコネでここに来ただけ。仕事ができなくても、主人のお気に入りだからなんのお咎めもない。最近じゃあ皿洗いにかかる時間が最初より長くなったし、成長しているとは微塵も思えないわ」

　それは間違ってない……けど、手袋をつけたままでやりづらいっていう理由があるんですニコルさん……。

「ユリアーナは頑張ってるじゃないですか！　なんでもそつなくこなすし、いつも笑顔で一生懸命で、私たちは見ているだけで頑張ろうって思えます！　ご令嬢の時はたしかに性格がアレでしたけど……」

　ミアさんがいつもひとこと多いのはわざとなのだろうか。

「大丈夫？　ユリアーナ。私たちが侍女長を呼んでこようか？」

　ふたりは私のところまで駆け寄ると、心配そうに顔を覗き込んできた。

「大丈夫。でも、ありがとうございます」

　これはあくまでも私とニコルさんの間で起きた問題なので、大事にしたくない。私はふたりの厚意をやんわりと断っておいた。

「じゃあ私たちは行くけど……なにかあったらいつでも言うのよ」

　最後まで心配そうな表情を浮かべて、ふたりは仕事へと戻って行った。

　再び訪れたふたりきりの踊り場には、なんともいえない空気が流れる。

　――す、すっごく気まずい。ニコルさんもなにも言わないし、どう声をかければ……。

「……なんなのよ」

「……ニコルさん？」

「どうしてあなたばっかり……！　私はこんなにも頑張ってるのに……！」

　我慢していたものが溢れだすように、常に冷静なニコルさんが感情的になっている。私は様子がおかしいニコルさんを放っておけなくて、彼女に近づき寄り添おうとすると――。

「私に近づかないで！」

　差し伸べた手を、思い切りニコルさんに振り払われてしまった。その衝撃で思いのほか身体がよろけてしまい、私は後ろに置いてあるサイドテーブルに背中からぶつかる。

　すると、その衝撃で上に置かれていた壺が落下し、大きな音を立てて割れてしまった。私は斜め後ろを振り返り、割れている壺を見て絶句する。

「あっ……私……」

　音で我に返ったのか、ニコルさんも状況を把握したようだ。

「なんてことを……！　怪我はない!?」

「は、はい。私は盛大な尻餅をついたくらいですが……それより、こっちのほうがまずいのではないかと……」

「あ、ああ……！」

　割れた壺を見て、ニコルさんは力が抜けたようにその場に座り込んだ。

　この壺は、シュトランツ公爵が外国の王からもらった、とても大事な壺なのだ。それはこの屋敷で生活する者なら皆周知の事実で、私も初めてこの屋敷に来た日、侍女長にこの壺にだけは触れるなときつく言われていた。手入れをするのも、公爵に許された数人の侍女のみだと。

「公爵様の壺を……どうしたら……そ、そうだわ。ユリアーナ、あなたがひとりでやったことに……あなたならクラウス様のお気に入りだから、きっと許して……」

　途中まで言って、ニコルさんは口を閉じた。そしてその後、「今のは忘れて」とか細い声で呟いた。

「とりあえず、壺を一度私たちの部屋に持ち返りましょう」

「？　なにを言っているの。そんなことしたって……」

「今日は公爵様と夫人、そして侍女長の帰りは夜遅くになると朝礼で言ってましたよね。それに、クラウス様が帰ってくるまでにもまだ時間はある。幸いにも目撃者もいませんし、一度持ち帰って、どうするかゆっくりふたりで考えるんです」

「考えるといっても、割れたものはどうにもならないわ」

　めずらしくなにを言っても弱気なニコルさんに、頑張って私が言い聞かせる。

「だから、どうしてこうなったかをどのようにして伝えるかを考えるんです！　それが定まってないうちにほかの人に見つかれば、本当に取り返しがつかなくなりますよ」

　真実をありのまま伝えてしまえば、きっとニコルさんは解雇になってしまうだろう。私は決して、そんなことは望んでいない。ひどいことを言われ、手を振り払われて拒まれたとしても、私はニコルさんのことを嫌いにはなれない。だって彼女は、なにも知らない私にずっと仕事を教えてくれていた。それに……この屋敷で、いちばん私が憧れている侍女だもの。

「そ、そうね。わかった。急ぎましょう」

　ニコルさんは私の言葉を理解したのか、袋を持ってきて壺の欠片を袋に移していく。私はサイドテーブルを元の位置に戻し、破片がほかの場所に散ってないかを確認すると、壺の回収を終えたニコルさんと共に足早に部屋へと帰った。




　テーブルに袋を置いて、私たちは黙ってそれを見つめた。粉々に散ったと言うよりは、大きく何等分かに割れた、という感じだ。

「……強力接着剤でくっつけます？」

「馬鹿ね。そんなのでどうにかなるわけないでしょ」

「あはは……ですよね」

　失笑が漏れ、ニコルさんからはため息が漏れる。

「あなた、魔法学園に行っていたなら魔力を使えるのよね。魔法でどうにかなったりはしない？」

　口ぶり的に、ニコルさんは魔法を使えないようだ。初めて知った新事実である。エルム王国では魔法を使える人は全体の約四割ほどだ。そのため、使えない人のほうが多い。

「物を修復するとか、そういった魔法はないんです。基本的に、時を戻さなければ解決できないことは、魔法でもどうにもなりません。あとは、人の身体や精神に害をもたらすような魔法も、通常は存在しないんです。……ただし、両者とも例外で使えるようになることはあります」

「例外？」

「はい。……精霊にギフトとして授かったら得られる〝特殊魔法〟と呼ばれるものです。精霊は人間の魔法使いとは種族自体違いますから、特殊魔法には制限がないんです。特殊魔法の中には、壊れた物を直したり、傷を癒したりできるもの……そういうのもあると聞きました」

　そして私がティハルトにもらったのは、正反対の〝破壊〟。今回の件で、なんの役にも立てない厄介な特殊魔法――あ。

「……ニコルさん。ひとつ、いい言い訳を考えました」

「……なに？」

「初めて言うんですけど……私、最近もらったんです。精霊から特殊魔法を。だけどそれが……物を壊したり人を傷つける〝破壊〟の魔法で」

「破壊？」

「はい。触れたものを傷つけてしまう、危険な魔法です」

「……ユリアーナ、それでいつも手袋を？」

　さすがニコルさん。察しがいい。

「だから、全部私のこの特殊魔法のせいにしちゃいましょう！」

　どんな理由であれ、公爵様の大事な物を壊してしまったことは絶対に許されない。許してもらおうとも思わない。しかしその中で、嫌でもどうにか納得してもらえる理由はこれしかない。

「私が慣れない特殊魔法をうっかり発動してしまい、壺にまで影響を及ぼしてしまったって。そうすれば――」

「ユリアーナ」

　ニコルさんが私の肩に手を置いて、首を横に振った。

「……私を庇おうとしているのね。ありがとう。でもわかっているでしょう？　あなたは悪くない」

　いつものはきはきした声で、ニコルさんは言う。

「さっきはうまくあなたの口車に乗せられて、言い訳を考えなくちゃと思った。だけど、ここへきて全部を自分のせいにするなんて馬鹿なことを言うあなたを見て、完全に目が覚めたわ。……言い訳なんてせずに、私の口から公爵様に真実を伝える。それで、壺の件は終わりよ」

「ま、待ってください！　そんなことをしたら、ニコルさんが！」

「いいの。解雇になっても。ほかの場所で、またイチからやり直すわ。……私、わかってたの。どんなに仕事を頑張っても、副侍女長まで出世できないのは、人望がないからだって。こんな性格じゃあ、誰もついてきてはくれない。今日だって、ただの嫉妬をあなたにぶつけて……みっともないったらありゃしないわ」

　嫉妬？　ニコルさんが私に？　驚いて、何度も目をぱちくりさせる。

「新米侍女として急に私の目の前に現れたあなたは、クラウス様からも同僚たちからも好かれて……私が何年間ここで頑張っても得られなかったものを、あっという間に手にしていった。本当は羨ましくて仕方なかったの」

「ニコルさん……」

「私はこれ以上ここにいても、なにも変わらないし変われない。私がいなくなったって誰も……。だから、これでいいの」

　すべてを諦めたように、ニコルさんは自嘲した。そんな悲しそうな顔をするなんて、本当になにも未練がないとは思えない。

「いいえニコルさん、よくありません！　それにニコルさんがいなくなったら、私がたいへん困ります！　ニコルさんがいないシュトランツ公爵家に、私はいられる自信がありません！」

「なにを言っているの。あなたなら、もうひとりでもじゅうぶんやっていけるでしょう」

「それは私のことを買いかぶりすぎです。それに……尊敬する人が働く場にいるのといないのとでは、全然違いますよ」

「……尊敬？」

　周りからニコルさんがどう思われていようと、本人がどれだけ自分を卑下しようとも、私の目に映るニコルさんは、いつも最高にかっこいい侍女だった。

「初めて一緒に食堂を掃除して、洗濯をしたあの日から、ニコルさんは私の憧れです。誰がなんと言おうと、この思いは変わりません」

　そっとニコルさんの手をとって、優しく握る。すると、眼鏡の奥の凛としたニコルさんの瞳から、じわりと涙が浮かんでいるのが見えた。

「だからやっぱり、私がやったことにします！」

「ちょっ……！　ユリアーナ、やめなさい！」

　このままだとニコルさんは私の案を聞いてくれないだろう。だったら強行突破だ。

　私は魔法具ごと手袋を外すと、壺の破片を両手でやさしく包み込む。今より粉々にしてしまえば、ただ落下しただけでこうなったとは誰も思わない。よって、ニコルさんの話には信用度がなくなる。

　手からは虹色の光が溢れ、壺全体を包み込んだ。

　――ああ。これで私のシュトランツ公爵家での日々も終わりか。クラウス様と離れたかったから本望……と言いたいけど、せっかくパウラさんやミアさんとも仲良くなったからちょっと残念。

　クラウス様が私を引き留めるかもしれないけど、あくまでもこの屋敷の最高権力者はシュトランツ公爵だ。クラウス様の力だけでは、きっと解雇を止めることは不可能だろう。

　そんなことを考えているうちに、光が収まった。さて、壺はどうなってるのかしら。

　しかし私は破片を触っていたはずの両掌の感触に違和感を覚える。

「……あれ？」

　予想外なことが起きた。

　破壊の魔力を発動させたというのに、壺はまったく壊れていない。それどころか――。

「……戻ってる？」

　割れていたはずの壺が、綺麗に元の形に戻っていたのだ。

　私とニコルさんは意味がわからなくて、無言で顔を見合わせて、お互い同じタイミングで瞬きをした。

「えぇ!?　ど、どうなってるの!?」

　数秒遅れて、私はこの摩訶不思議な出来事に驚きの声をあげる。

「ユリアーナ、あなた、破壊の魔法をかけたんじゃあ……」

「そうです！　たしかにかけました。でも、なんか直っちゃってるんです！」

　壺を慎重に持ち上げてみる。どこにも傷ひとつなく、綺麗な状態だ。

「……ねぇユリアーナ。あなたが精霊からもらったっていう特殊魔法、本当に破壊の魔法だったの？」

「はい。そのはず、なんですけど」

　言われてみれば、私はこれまで一度も、怖くて破壊の魔法をまともに試してみたことはなかった。箱に向かって発動した時になにも起こらなかったのは、手袋のせいだと思い込んでいた。

　――ありえないと思うけど、小説と違って、ティハルトが別のギフトを私に授けたんだとしたら。

　そんな考えが頭を過り、私は自分の本を取り出すと、破れたページに再度破壊の魔法をかけてみた。

「やっぱり、元に戻ってる！」

　破れたページは壺と同じように綺麗に修復し、破れた形跡などひとつも残っていない。

「これってもしかして……〝修復〟の魔法？」

　ここまでくると、そう思わざるを得ない状況だ。二回とも、破壊とは真逆の現象が起きているのだから。

　もらうギフトの種類が変わったのには、なにか理由があるのだろうか。私が侍女になったことが原因？　それとも、もっとほかの要因が……？

　ここで考えても答えはわからない。いつかティハルトに会えたら直接聞くことにしよう。今は自分のギフトが〝破壊〟でなく〝修復〟であることを、きちんと理解しておかないと。

　ふと時計を見ると、時刻は十七時を指しており、私はぎょっとする。

「ニコルさん！　もうすぐクラウス様が帰ってきちゃいます！　今のうちに、何事もなかったように壺を戻しに行きましょう！」

　私とニコルさんは直った壺を持って、部屋に戻った時と同じように、こそこそしながら今度は壺を踊り場まで送り届けに行った。




「はぁ～～～」

　無事に壺を戻し終わると、私たちは同時に安堵のため息をついた。

「万事休すと思いましたけど、なんとかなりましたね」

「ええ。全部、ユリアーナのおかげよ」

「いやぁ……私もこんな展開になるとは思っていませんでした。あ、ニコルさん。よかったらそこで涼んでいきません？」

　勤務初日に洗濯をした時に、一緒に休憩をした木陰を指さすと、ニコルさんは懐かしそうにふっと笑う。

「……いいわね。そうしましょう」

　私たちは木陰まで移動すると、木の幹にもたれかかって、軽やかに吹き付ける風を全身に浴びた。葉が揺れて、ざわざわとする音がまた心地いい。さっきまで忙しなかった心音が、急速に落ち着いていくのがわかる。

「本当に、これでいいのかしら。私の過失をなかったことにするなんて……」

　まだ腑に落ちていないのか、ニコルさんは自信なさげな言葉を漏らした。

「いいじゃないですか。私たちは喧嘩して、壺が割れて、結果的に私の魔法で直した。それだけのことです。わざわざ誰かに伝えることで、いばらの道を歩まなくても」

「……そうよね。私、昔から真面目だけが取り柄だったから、そういう考え方ができなくて。でも今日は、あなたのその考え方に乗ってみることにする。もちろん自分の罪は覚えておくわ。だけど……あなたと一緒に働けなくなるのは、嫌だもの」

「ふふ。それじゃあ、私たちだけの内緒ってことで」

　私はニコルさんの真っすぐで真面目なところも好きだ。しかし、それでニコルさんがこの屋敷からいなくなってしまうなら、今日だけはそのいいところを封印してほしいと思っていた。ニコルさんが私の望む選択をしてくれて、正直ほっとしている。

「あ！　ニコルさん。もうひとつ、内緒にしてほしいことが」

「わかってる。特殊魔法のことでしょう？　私から誰かに言うつもりはないから安心して」

「ありがとうございます。助かります」

　修復魔法を使えるのは、侍女としてはプラスになるチート能力……と思う。でも、私は今日、この特殊魔法を知ったばかりだ。公表して周りに広まるとなにを頼まれるか、どんな反応をされるかもわからない。だからしばらくは、この力に頼らずに、今まで通りやっていこう。

「今日はいろいろあって疲れたわね」

　そう言って、ニコルさんはポケットからハンカチを取り出した。それを見て、私は自分のポケットに、刺繍入りの新しいハンカチを入れっぱなしにしていたことを思い出す。

「ニコルさん！　これ、よかったら……」

　そして私はそのハンカチを、ニコルさんに差し出した。

「……これって」

　ニコルさんはハンカチを受け取ると、刺繍の部分をまじまじと見つめている。

　これは、私がこの一週間、パウラさんやミアさんたちと共に作った刺繍入りのハンカチだ。以前、同じようにここでニコルさんがハンカチを使っていた時に、そのハンカチの布が少しくたびれていたことを私は覚えていた。だから日頃の感謝も込めて、私はニコルさんに贈り物を贈ろうと決めていたのだ。

「ニコルさんの名前入りハンカチです！　この一週間で、頑張って刺繍しました。お花は勝手にニコルさんをイメージして、白のカラーです。気に入ってもらえるかわかりませんが、よかったら使ってください」

「あなたは私のために刺繍を……ありがとう。本当に嬉しいわ。こんな素敵なプレゼントを、後輩からもらったのは初めてよ」

　ニコルさんは声を震わせて、私のあげたハンカチを大事そうに抱きしめた。

「ユリアーナ。おこがましいかもしれないけど……あなたとの関係を、私はこれからきちんと築いていきたいと思ってる」

「ニコルさん……」

「ふたりの時は、私のことは呼び捨てで呼んで。敬語もいらないわ。だから……私と、友達になってくれる？」

　滅多なことがないと動じないニコルさんが緊張していることが、顔を見るだけでわかる。頬は微かに赤くなっているし……普段ツンツンしているからか、ギャップ萌えがすごい。

「もちろん！　よろしくね、ニコル！」

　笑顔で手を差し出すと、今度こそ無視されることはなく、ニコルはしっかりと握り返してくれた。










６　金色に輝く思い出




　……昨日はいろんなことがあったなぁ。壺は割れ、初めてギフトの魔力を使って、そうしたら壺が直って。最終的に、ニコルと仲良くなれたから、それは本当によかった。

「ユリアーナ。このスープ、運んでくれるかい？」

「はい。マルコさん」

　朝食を運びながら、私は昨日の出来事を思い出していた。

　スープを持って食堂へ行くと、クラウス様がにこにことした笑みを浮かべ私を待っていた。公爵様と夫人は先に朝食を終えたようで、ここにはクラウス様しかいない。そんなタイミングで食事を運ぶ仕事が回ってくるなんてツイてないと内心思いつつ、私はテーブルにスープが入った皿を音を立てないように置いた。

　すると、クラウス様に急に手首を掴まれ、私はぎょっとする。

「な、なんでしょうかクラウス様。離してもらえますか？」

「ああごめん。離すと猛ダッシュで厨房に戻りそうな気がして、つい手が伸びちゃった」

　バレてる……。でも食事ではなく私につい手が伸びるって。クラウス様の言っていることもどうかと思う。

「ひとつ聞きたいんだけど、ユリアーナ、君は刺繍が苦手だったはずだが？」

　笑顔のままクラウス様に言われ、私はぎくりとした。

　小説上では、ユリアーナは細かい作業が苦手とされていたのだ。長い間婚約者としてユリアーナと時間を共にしていたクラウス様は、その事実を知っていたのだろう。

「れ、練習したんです。突然刺繍に興味を持って、それはもう、血の滲むような努力をしましたわ」

　実際に以前のユリアーナが針を扱うと、誤って指を刺してしまい、ぎゃーぎゃー騒いでいる姿が目に浮かぶ。

「それより、どうして私が刺繍をしていることをご存知で？」

　夜に部屋に集まってみんなで刺繍をしていたことが、耳に入ったのだろうか。

「今朝ニコルを見かけた時、普段とは違ってやけににこにこしていたんだ。気になってどうしたのか尋ねてみると、『実はユリアーナからプレゼントをいただいたんです』って、刺繍入りのハンカチを見せられてね」

　原因はまさかのニコルだった。しかし、クラウス様に見せたくなるほど喜んでくれていたなら、頑張って縫った甲斐があったなと思う。

「だけど、本当に綺麗な刺繍だったよ。売り物になるんじゃないか？」

「そんな。ただの趣味ですから、売り物にはとてもかないません」

　素直に技術を褒められて、純粋に少し嬉しい。

「いいや、とても高いクオリティーだと思う。少し先のことなんだけど、学園で生徒会主催のバザーをやる予定なんだ。各自いろんなものを持ち寄ってみたものの、品数が足りなくて。バザー開催記念品って名目で、なにか作って売ろうって話が出ているんだが……今日あのハンカチを見て、手芸品を売ってみても面白いなと思って」

　生徒会主催バザーか。もうその話が出る時期なのね。

「いいと思います。手芸品。お客様も喜ばれるんじゃないですか？　作るのにはちょっと手間がかかると思いますが」

「そうだな。もし手芸品を作るってなったら、ユリアーナに頼み事をするかもしれないってことを、先に伝えておくよ」

「はあ……わかりました」

　そう言うと、クラウス様は空いた手で優雅に紅茶を一口飲んだ。――ていうか、いつになったら離してくれるんだろう。厨房でマルコさんを待たせてしまっているのに。

「クラウス様、そろそろいいでしょうか？　私、仕事の続きをしなくてはならないので」

「待って。まだ話したいことがある。今日の午後、一緒に街へ行こう」

「……私がクラウス様と？」

　そうか。今日は休日だから、学園は休みなんだ。だからいつもより遅めの時間の朝食なのね。侍女になってから曜日感覚があまりないから、すっかり忘れていたわ。

「買い物に行きたいんだけど、その付き人役をユリアーナに頼みたい」

　また付き人役……しかも、今度は屋敷内ではなく街へ行くなんて。クラウス様は専属の使用人をつけていないから、最近はいつもこうやって私を指名してくる。さっさと専属をつけたらいいのに。

「お買い物だと、それなりに荷物が多くなったりするのでは？　だったら女の私より、執事をつけたほうがよいかと」

「君に荷物持ちをさせるつもりはない。そんなに大きなものを買う予定はない。ただ、気晴らしも兼ねて久しぶりにお店を見て回りたいなって。それにバザーで手芸品を売るなら、参考にするために手芸店にも事前に寄っておきたい。だけど俺には手芸の知識がないから、ユリアーナにアドバイスをもらえたら助かるな。ついてきてくれたらお礼に、新しい刺繍糸や布をプレゼントしよう」

「えっ！　本当ですか」

　ちょうど実家から持ってきた糸がなくなりかけて、エーデルの屋敷に連絡しようと思っていたところだ。実際に手芸店に行けるのはかなりありがたい。

「じゃあ決まり。昼食後、門前に馬車を用意しておくから遅れないように。仕事に戻っていいぞ」

　クラウス様はそう言って、掴んでいた私の手をぱっと離した。

　――なんか、うまく言いくるめられた気がする。

　厨房に戻り、私はいとも簡単にクラウス様の思い通りに動いてしまったことを、ひとり嘆いた。




「――わぁ！　すごい！」

　約束通り、私はクラウス様の付き人として、高台にある公爵家から街へと降りた。

　記憶を取り戻してからくるのは初めてだ。街並みが全然前世とは違う。目に入るものすべてが色鮮やかで、キラキラして見えた。まるで、教科書で見た昔のヨーロッパのよう。

「その反応、街へ来るのは久しぶり？　昔はよく、ユリアーナは街で豪勢に買い物をしていたイメージだけど」

　なんてよくないイメージなんだ。してそうだけれど。それこそ使用人に大量の荷物を持たせていそうだ。

「じゃあ、さっそくいろいろと見てみようか。……それにしても」

　クラウス様は私のことを上から下までじーっと見たあと、満足げに笑う。髪の毛を下ろしてエプロンを外していること以外、普段となんら変わりはないのに。

「こうして並んで歩くと、デートみたいだな」

「なっ……デートじゃありません！」

　不意打ちにそんなことを言われて、したくないのに勝手に心臓がドキドキしてしまった。

　今日のクラウス様は余所行きの格好をしていて、いつもと少し雰囲気が違う。白いシャツにボルドーのジャケットに細身の黒いパンツをバランスよく着こなしていて、とてもかっこいい。

　いけない。クラウス様の服装なんてまったく意識していなかったのに、変なことを言うものだから、まじまじと見てしまった。

「私はクラウス様の付き添いで来ているだけですから！　さっさと行きましょう！」

　クラウス様がいつもの如く変なことを言い出すので、私はずかずかと先に歩き始める。

「ユリアーナ、そっちに行ってもなにもないぞ」

「…………」

　知らない道を先行して歩くのはやめようと、私は心に決めた。

　それからは、新しくできたお店や、物珍しいものを売っている露店など、いろんなところを見て回った。途中、美味しそうなドーナツを売っている露店を見かけた時は、思わず立ち止まって眺めてしまった。結局、そんな私を見てクラウス様が買ってくれたのだけど。

　どこの店に入ってもクラウス様よりはしゃぎまくる私を見て、クラウス様はおかしそうに笑っていた。

　クラウス様と街へ来たって、面倒なだけ――と思っていたが、思いのほか楽しくて、私は普通に充実した時間を過ごしていた。

「あ、ここ、入ってもいい？」

「はい。どうぞ」

　クラウス様が立ち止まったのは、宝石店の前。店内に入ると、たくさんの煌きらびやかな宝石がずらっと並んでおり、隅のほうには天然石も揃えられていた。

「どれも綺麗だな。ひとつひとつ、その石にしかない輝きを放ってる」

　楽しそうに、クラウス様はいろんな宝石を眺めている。

「クラウス様は宝石がお好きなんですか？」

「俺というより、亡くなった祖父が好きでね。宝石だけじゃなく、石全般好きだったよ。有名な鉱山がある国には、どんなに遠くても足を運んでいたくらい」

　当時のことを思い出してか、クラウス様はくすくすと笑う。

「祖母はそんな祖父に呆れてたけど、俺は祖父の話を聞くのが大好きだったんだ。世界にはまだ見たことのない輝きがたくさんあるんだってわくわくした。だからこういう店があると祖父のことが思い出されて、つい立ち寄ってしまう」

　祖父の話をするクラウス様は、とても穏やかな顔をしていた。クラウス様にとって、かけがえのない思い出なのだろう。私もその気持ちがわかる。前世で病院の外での話をお母さんから聞くと、いつもわくわくしたもの。

「じゃあ……そのネックレスも、もしかしておじい様に？」

　私はクラウス様が身につけている、金色の石がついたネックレスを指さす。

「正解。よくわかったな。……祖父の形見なんだ。俺の瞳にいちばん似てる石を見つけたって、大興奮しながらプレゼントしてくれた。普段はつけないで持ち歩いているんだけど、祖父の〝大事な人と出かける時につけろ〟って言葉を思い出してさ。どう、似合ってる？」

　クラウス様は私に期待の眼差しを向けてくる。というか、さらっとすごいことを言っていたような……。

「似合ってますよ。とても」

　そう言うと、クラウス様の瞳が、ネックレスの石と同じくらいきらりと輝いた。

「ありがとう。それじゃあ、そろそろ手芸屋に行こうか」

「待ってました！　ちょうど向かいに気になる露店があったんですっ！」

「ふっ。楽しそうでなによりだ。でも露店でいいのか？　もっと大きな店もあると思うけど」

「いいんです。ああいう個人で仕入れているところのほうが、掘り出し物がありそう！」

　ただ単に私の勝手なイメージだけど。露店なら価格もそんなに高くないだろうし、自分のお小遣いの範囲で今後も通えそうだ。今のうちに店主と顔馴染みになっておこうっと。

　そのまま宝石店を出てすぐ近くにある露店へ向かった。

　露店は壁一面にさまざまな柄の布が展示されており、机の上のケースには手芸糸がずらりと収められていて、まるで虹のように美しい。刺繍を施したかわいらしい布小物もあり、どれも興味をそそられる。

「わぁ。これかわいい。ハンナにお土産で買っておこうかしら」

　私はシンプルな花柄の刺繍が施された、コンパクトなポーチを手に取った。

「ハンナって、エーデル家の？」

「はい。私の尊敬する侍女なんです」

　気に入ったものを手に取ってクラウス様とおしゃべりをしていると――私が肩から下げていた鞄が、何者かによって一瞬で奪われた。

「！　ど、泥棒」

　白いシャツに七分丈の茶色いズボンを穿いた男と、上下灰色のＴシャツと短パン姿の、寝巻のような格好をしたふたり組みの男のうちのひとりが、私の鞄を持って逃げている。両方黒い帽子を深くかぶっていて、顔が見えない。

「どうしよう……あの中には、ハンナからもらったハンカチが入ってるのに……追いかけて取り返さないと！」

「待てユリアーナ！　俺も行く」

　勝手に身体が動いて、私は走り出していた。クラウス様もそれに続いて、一緒に泥棒を追いかける。

　泥棒たちは人目を避けるように、狭い路地に入った。私は姿を見失わないよう、懸命に追いかける。泥棒たちは必死に逃げ続けるも、辿り着いた先は行き止まりだった。

「はぁ……はぁ……追いついた」

　前世でも今世でも、こんなに走ったことがないため呼吸が乱れる。

「お前たち、彼女にその鞄を返せ」

　必死に肩で息をしている私の横で、クラウス様は汗ひとつ流さずに凛とした表情で立っている。

「ちっ……しつこいやつらだな。返すよ！　たいしたものじゃなかったしな」

　泥棒は悪態をついて、乱暴に鞄を地面に叩きつけた。

　私はすぐさま鞄を拾いに行くと――。

「きゃあっ！」

　その隙を狙って、白いシャツを着たほうの泥棒が私を捕らえ、後ろからぐっと身体を抑えつけ羽交い締めにされる。

「ユリアーナ！」

「動くな！　勝手に動いたら、この女がどうなるか知らねぇぞ」

　クラウス様は泥棒から脅されて、踏み出した足をピタリと止める。ジタバタ抵抗しようとしても、がっちりと捕らえられているせいで抜けられそうもない。

「お前、貴族の坊ちゃんだろう。いい格好してるもんなぁ。この女と引き換えにいちばん高いものをよこせ」

「おい、あのネックレスなんかいいんじゃないか。高く売れそうだ」

　仲間が、私を捕まえている泥棒に言う。

「クラウス様、だめです！　絶対に渡さないで」

　あれは、クラウス様とおじい様の、世界にたったひとつしかない大事な思い出の品だ。こんなやつらに渡していいものじゃない。

「……これを渡せば、絶対に彼女を解放するんだな？」

　クラウス様はネックレスに手をかける。まさか、本気で私の代わりに渡す気なんじゃあ……。

「ああ。約束する。俺たちは金目の物さえ手に入ればいいんだ。そいつにそれを渡したら、この女を解放しよう」

「わかった」

　迷うことなく、クラウス様は首に下げていたネックレスを外すと、もうひとりの男に差し出した。

　男はクラウス様の手からネックレスを奪う。そしてすぐさまクラウス様をすり抜けて走り出すと、こっちを見て叫んできた。

「ズラかるぞ！　女も連れていけ！　そいつ、使用人みたいだが顔はいい。闇市に流せば高い値がつく！」

「たしかにそうだな。……よっと」

「ちょっと、離してっ！」

　泥棒は今度は私を抱えると、そのまま仲間に続いて逃げようとした――が。

「ぎゃああっ！」

　先に逃げていた男の目の前に、突然ボンッと爆弾が爆発したような火が上がった。男は驚いてその場に倒れ込む。驚いた衝撃で手にもっていたネックレスは宙を舞い、ガシャンと音を立てて石畳の地面に落ちた。

「……約束を守らないとは、とんだ下衆野郎共だ」

　なにが起きたかわからず呆然とする私と泥棒をよそに、クラウス様は聞いたこともない低い声で言い放つ。

「お、おいお前。今なにをして……魔法を使ったのか？　犯罪だぞ！」

　エルム王国では、人体や生き物に悪影響を及ぼす魔法を使うことは禁止されている。要約すると、魔法で人を傷つけてはならないのだ。

「どこがだ？　直接当てていないじゃないか」

「ふ、ふざけるな！　おかしな真似をしてみろ。この女を――っ！」

　動揺している隙に、私は泥棒の腕に思い切り噛みついた。

「い、いってぇぇ！　離せっ！」

　泥棒は痛みに耐えきれず、私を思い切り突き飛ばす。

　やったわ！　これで解放された！　と、思ったのも束の間。

「調子に乗りやがって……！　女だからって容赦しねぇぞ！」

　泥棒は逆上して、拳を私に振りかざす。

　――殴られる！

　そう思った瞬間、私を庇うようにクラウス様が前に飛び出してきた。

「……っ！」

　クラウス様は私の代わりに泥棒に殴られ、口の端から痛々しい血を流している。

「なんの騒ぎだ!?」

　すると、爆発音を聞いた商人が路地裏にやってきた。

「やべぇ！　逃げろ！」

「待て！　貴様ら、最近街で指名手配されてるやつらだな！」

　泥棒たちははっとして、私たちのことなど見向きもせずに逃げ去って行く。商人もそんな彼らのあとを追い、路地裏は静寂に包まれた。

「クラウス様、大丈夫ですか!?　血が……」

　私は奪い返した鞄からハンナがくれたハンカチを取り出すと、クラウス様の口元にあてた。

「いっ……」

　触れると痛みが走ったのか、クラウス様は顔を歪ませる。

「すぐに帰って手当を……ごめんなさい」

「気にしないで。少し口の中が切れた程度で、そんなにひどくない」

　私を庇って、顔に傷をつけたというのに、クラウス様はなにも気にしてないように笑う。

　――あ、そういえば。あの泥棒たち、ネックレスを落としたまま逃げていったわ。

　私は地面に落ちたネックレスを拾った。しかし、ネックレスは地面に落ちた衝撃のせいか、石のいちばん目立つ箇所に傷がついてしまっていた。

「……あの、これ」

　クラウス様にネックレスを渡すと、クラウス様は傷のついた部分をじっと見つめる。

「ごめんなさい。私が泥棒を追いかけたりなんかしたから。クラウス様の大事な形見を……」

「君のせいじゃない。それに、君も大事な物をやつらに盗まれたんだ。追いかけて当然だ。俺でもそうする」

「でも……」

　宝石店で、おじい様との思い出を語っていたクラウス様の優しい眼差しを思い出すと、胸がぎゅうっと締め付けられる。

「石の傷は、君を助けた名誉の証だ。だから……いいんだ。これで」

　平然を装っているものの、クラウス様の表情はどこか寂しそうで、私はたまらない気持ちになる。どうにかして、あのネックレスを――。

　！　そうだ。私の修復魔法を使えば、石を元に戻せる。昨日の今日のことなのに、すっかり修復魔法のことが頭から抜けていた。

「クラウス様、少しネックレスを貸していただけますか？」

「……いいけど、なにをするんだ？」

　不思議そうな顔をして、クラウス様は私にネックレスを差し出す。

　私はネックレスを左の手のひらに置くと、右手で石の部分に魔法を発動した。すると、傷のついた箇所が昨日の壺のように綺麗に修復されていく。

「……これは」

　その様子を見て、クラウス様は目を見張った。

「実は私、シュトランツの屋敷でティハルトに会ったんです」

「ティハルトって――エルムでは有名な、あの精霊か」

「はい。それで、彼からギフトをもらいました。今披露した〝修復魔法〟のギフトを」

「修復魔法……」

　あまり馴染みのない魔法の名前に、クラウス様は興味深そうにしている。

「このことはまだニコルしか知りません。公表するかは、まだ決めてなくて……」

「なぜだ？　ギフトを授かるのは栄誉あることだ。それにこんなに素晴らしい魔法なのに」

「うーん……それはそうなんですけど、私、まだひとりの人間として一人前じゃないので。公表したら、周囲の期待とギフトの力に私自身が押しつぶされちゃいそうな気がするんです。あと、今は侍女の仕事に専念したいっていうのが大きな理由ですね」

　完全にただの個人的な理由なのだが、クラウス様は私の話を聞いて、納得したような表情を浮かべてくれた。

「そうか。だったら、ユリアーナが話してもいいと思う相手にだけ伝えたらいいんじゃないか？　最終的に世間に公表するかどうかは、タイミングを見て決めたらいい」

　話してもいい相手にだけ――。たしかに、完璧に隠すよりは、信頼できる人たちには教えてもいいのかも。変に隠していると逆になにか企んでいると思われて……それが断罪に繋がる可能性だってあるわ！　よし。帰ったら誰に言うかをピックアップしないと。

「……まぁ、俺も公表は反対派だけど。ユリアーナが世間から注目を浴びたら、排除する虫の数が多くてたいへんだ」

　虫って……。さっきも泥棒のことを下衆呼ばわりしていたし、クラウス様のたまに言葉遣いが荒くなるのはなんなんだろう。小説では、こんなキャラじゃなかったのに。どんどんクラウス様の方向性がおかしくなっているような。

「あはは……。アドバイスありがとうございます。じゃあ――お返ししますね。クラウス様とおじい様の、大切な思い出」

　私は左手に持ったままだったネックレスを、クラウス様の手のひらにそっと乗せた。

「それと……クラウス様が受けた傷を治すことができなくてごめんなさい。修復魔法でそっちも元通りってできたらいいんですけど、そんなうまい話はないみたいで」

　申し訳なさげに言うと、クラウス様は首を横に振った。

「この傷は放っておいても自然に治るけど……この石は君の魔法でしか直せなかった。本当にありがとう。ユリアーナ」

　クラウス様は金色の石を親指で優しくなぞると、満面の笑みで私にお礼を言った。

　おじい様との形見を嬉しそうに眺めるクラウス様を見て、私の胸は、自然と温かくなった。










７　再生と再会




　クラウス様と街へ行ってから数日後。

　私は考えた結果、侍女長、マルコさん、マシュー、リーゼにだけギフトのことを伝えることにした。私が日常生活で、よく関わる人物たちを中心に選び抜いた。

　みんな驚いてはいたが、特に態度が変わることもなく。

　リーゼは「私もティハルトに会ってみたいなぁ」と言っていた。小説の流れ的に、リーゼは確実にティハルトとは会うだろう。私はそのことを知っていたが、その場では知らないふりをして話を合わせておいた。




「ところでユリアーナ。前に話したバザーの話を覚えてる？」

「えーっと……はい」

　とある昼下がりのこと。学園が休みで暇を持て余しているクラウス様が、休憩中の私に声をかけてきた。

「結論から言うと、手芸品を売ることに決まったんだ」

「……ってことは」

「君の力を我が生徒会に貸してくれ。ユリアーナ。みんなに刺繍を教えてやってほしいんだ」

　結局こうなるのね。バザーの話が出た時から、なんとなくこうなる予感はしていたけれど。

「クラウス様は気軽にそう言いますけど、私からは教わりづらいっていう生徒もいるのでは？　それに刺繍ならリーゼ様も得意だったはずです」

　リーゼの公式プロフィールの趣味一覧に、手芸があったことを私はしっかり覚えている。ついでに、バザーの話は小説でもあった。その時は手芸に限らず、手作りのお菓子なんかも売る設定だったけど……どれもリーゼひとりが活躍して、なにもできないユリアーナはキーッ！とハンカチを噛みしめて終わっていた。

「やだなぁユリアーナ。まだわからない？」

　私の言葉を聞いて、クラウス様は呆れ笑いを浮かべた。なんのことかわからず、私は首を傾げる。

「ほかの生徒がやりづらいとか、ほかにできる人がいるとか、そんなのはどうでもいいんだ。俺は〝ユリアーナが刺繍が得意〟っていう口実で、君との時間を増やしたいだけなんだから。誰にも邪魔させないよ」

　なんだかとんでもないことを言っている気がするが、深く考えるのを頭が拒否している。要約すると、〝俺の言うことは絶対〟ってことで間違いないだろうか。

「……クラウス様って、生徒会でも最大限に権力を振りかざしてるんですね」

「褒め言葉として受け取っておこう」

　こんな感じだけど、実際周りからは慕われているのがすごい。というよりおかしい。やっぱり完璧な見た目と、外面のよさにみんな騙されているんだわ。

「ってことだから、明日の放課後、ユリアーナにはさっそく生徒会室に来てもらう」

「えっ？　そんな急に言われても、私には仕事が」

「イーダには事前に話をつけておく。大丈夫。前に言ったろう？　俺の付き人をやることも、立派な侍女の仕事だって」

「それはたしかに……そうですけど」

　侍女の仕事と言われると、なにも言い返せないことをクラウス様はわかっている。すっかり言いくるめられて口をとがらせる私を見て、クラウス様は笑いながら私の頭をくしゃりと撫でた。

「それじゃあ、俺はイーダのところに行ってくるよ」

　そう言って、クラウス様は背を向けて歩き出す。

「クラウス様、なんだって？」

　話が終わった頃合いを見て、今度はニコルが話しかけてきた。

「明日の放課後、生徒会室に来いだって。バザーで手芸品を出したいから、私に刺繍を教えてほしいとかで」

「まったく……前はあなたから逃げまわっていたのに。どうしようもないわね。次期公爵様は」

　ニコルは小さくなったクラウス様の背中を見て、呆れたように言い放った。

「ごめんねニコル。また私だけ抜けることになっちゃう」

「それは全然構わないわ。久しぶりに学園の人たちに会うんでしょう。楽しんできたらいいじゃない」

　ニコルの言葉を聞いて、私ははっとした。

　最近平和ボケしてた挙句、クラウス様と関わることも当たり前の日常になっていたけど――学園には、どんな危険が待っているかわからない。なんといっても、エルム魔法学園は聖恋の舞台。いつどこで私への断罪フラグが立つか……。

　悪役令嬢時代の面影は絶対見せず、できるだけおとなしくしておこうと、私は心に決めた。

「あ、いけない。そういえば今日、二階の客室の掃除も頼まれていたんだったわ。ユリアーナ、ちょっと行ってきてくれないかしら？」

「了解！」

　ニコルに頼まれて、私は二階の端にある客室へと向かった。そこで、私の中でちょっとした好奇心が芽生えてしまった。客室の近くには、ティハルトと出会った例の空き部屋がある。掃除のついでに、少し寄り道してもいいだろうか。

　そんなに都合よくティハルトが現れるなどと思っていない。でも、もし会えたなら――どうしても聞きたいことがある。

　私は客室の掃除を手早く済ませると、こっそりと空き部屋の扉を開けた。中には誰もいない。部屋中をくまなく探してみるものの、なにかがいる気配もない。

「……蜘蛛の巣も消えてる」

　前回蝶になったティハルトが捕まっていた蜘蛛の巣は、綺麗さっぱりなくなっていた。あのことは、まるで夢だったんじゃないかとすら思えてくる。

「……ん？」

　すると、足元にもふもふとした感触があった。

　下を見ると、真っ白い毛をした猫が、私の右足にすり寄っている。

「わぁ！　かわいい猫ちゃん――」

　って、さっきまでどこにもいなかったのに、どう考えてもおかしい。そしてこのおかしな現象の正体を、私は知っているじゃない。

　身体を屈ませて猫を抱っこすると、まんまるの目をした猫は「にゃあ」と甘い声で鳴いた。そのまま私の胸元に飛びついてきて、顔をすりすりと執拗にこすりつけてくる。

「やっ！　もう、くすぐったい」

「にゃあっ。にゃーにゃーっ」

　じゃれてくる猫がかわいくて、危うく猫のペースに飲まれかけたところで、私は我に返る。

「ティハルト！　じゃれあいはここまでっ！」

「……にゃ？」

　猫はこてんと首を傾げると、ぼんっと音を立てていなくなった。代わりに現れたのは――私が思った通りの相手。

「ごきげんようユリアーナ。猫の僕もかわいがってくれてありがとう」

「ティハルト……！　よかった。また会えた」

「当たり前さ。貴女が僕に会いたがっている気持ちが、ちゃんとここに届いていたからね」

　ティハルトは言いながら、手のひらで自分の左胸をぽんっと優しく叩いた。

「それで、なぜ僕に会いたかったの？　まさか、僕が恋しくてたまらなかったのかい？」

「そういうわけじゃあないんだけど、どうしても聞きたいことがあって！」

「……相変わらず、清々しいほどバッサリ斬ってくれるね。そこも素敵だよ」

　斬ってるつもりはないんだけどな。大体ティハルトだって、出会う女性みんなに同じようなことを言って口説いていそうだ。そう思うと、ティハルトが精霊で本当によかったと思う。誰でも会うことのできる人間だったら、何人もの女性がティハルトの色気にやられ、激しい争奪戦が始まっていたことだろう。

「なぜティハルトは、私に修復のギフトをくれたの？」

「ああ！　試してくれたんだね。気に入った？」

「ええ。このギフトにはすごく助けられたわ。だけど……なぜ私にこのギフトをくれたのかが気になって」

　本来なら〝破壊〟をもらうはずだったのにと、直接的な質問はできないため、こんな言い回しになってしまった。

「それはね、ユリアーナがなにかを再生しようとしていたから……だよ」

　ティハルトの言葉に、胸がざわっとする。

「壊れたもの。あるいは壊れかけたものを必死でかき集めて修復しようとしている。そしてまた、歩みだそうとしている――ユリアーナのそんな気持ちが、僕には見えたんだ」

「私の、修復しようとする気持ち……」

　それって私の〝悪役令嬢として生まれたユリアーナの運命を変えて、新しく人生をやり直したい〟っていう思いのこと？

　いつも私の根本にあるその強い思いを、ティハルトは感じ取ってくれた……？

「僕はギフトをあげる時心がけていることがある。それは〝その人物に合ったギフトを授ける〟こと。ここで勘違いしないでほしいのは、僕は精霊であって、天使でも悪魔でもない。だから、いいギフトばかりを授けるわけじゃないんだ。あくまでも、その人がいちばん必要としているギフトをあげるのが、僕のポリシーだからね」

　小説のユリアーナは、リーゼとクラウス様の関係を壊そうとばかりしていたから、破壊のギフトを授かったんだ。ギフトの定義を聞いて、ようやく全部理解できた。

「よくわかったわ。教えてくれてありがとう。ティハルトがくれたこのギフト――これからも大切に使うって約束する」

　私が言うと、ティハルトは満足げに微笑んだ。

「そのギフトは貴女にぴったりだよ。ユリアーナ。……それじゃあ、またね？」

　今日は手の甲にキスをして、ティハルトは猫の姿に戻ると、勢いよく扉から出て行った。追いかけるように私が部屋を出た時には、もう猫の姿はどこにもなかった。相変わらず、嵐のような精霊だ。

　――そういえば、そろそろリーゼもティハルトからギフトをもらう時期ね。

　リーゼはどんなギフトをもらうんだろう。たぶん、小説通りの結果になると思うけど。まさか、破壊をもらうなんてないわよね？　……いや、リーゼに限ってそれはないって！

　嫌な想像をしたせいか、背筋にぶるりと悪寒が走った。私は首をブンブン横に振ってその想像をかき消すと、足早にニコルのもとへ戻ることにした。




　次の日。

　私は馬車に乗せられて、つい最近まで通っていたエルム魔法学園まで連れてこられた。

　放課後の時間帯のせいか、門前にはたくさんの生徒の姿がある。その中でひときわ目立った生徒がひとり――そう、クラウス様だ。

　……ひとりで生徒会室まで行くから、迎えはいらないって言ったのに。

　私が馬車から降りると、駆け足でクラウス様がやってきた。

「ユリアーナ。来てくれたんだ」

「はい。これも侍女の仕事ですから」

「君とまた学園で過ごせるならなんだっていいよ。さ、行こう」

　クラウス様は本当に嬉しそうな表情を浮かべている。この間まで一緒の学園に通っていたんだから、そんなに喜ぶことでもないと思うけど。

「あの、クラウス様」

「なに？」

「わかってはいましたけど、想像以上に注目を浴びている気が……」

　クラウス様と私が一緒に歩き出した途端、当然の如く、あらゆる方位から奇異の眼差しを向けられている。

「いいじゃないか。学園中に俺たちの仲を見せつけてやれば。……正直、それ目的でわざわざいちばん人が多い時間を指定したっていうのもあるし」

「えぇっ？　どうしてそんなことするんですか。みんな私たちの今の関係性を知らないんだから、勘違いする人が出てきたら、困るのはクラウス様ですよ」

　今日はクラウス様の指定もあって、侍女の制服ではなく派手過ぎないワンピースで学園に来ている。私が侍女になったという噂は広まっているらしいが、この姿を見て侍女だと思ってもらえるかは微妙なところだ。

「困らない困らない。むしろ、みんな勘違いすればいいさ」

　それなのに、クラウス様は機嫌よさそうに笑っている。まるで狙い通りと言ったように。

「クラウス様、もしかして、私にワンピースを指定したのもわざとですか？」

「……みんなを待たせているから急ごうか。ユリアーナ」

　最初の沈黙がすごく怪しい。

　つまり、クラウス様は私との関係が続いているふうに周囲に見られたいと？　本当に、記憶を取り戻してからのクラウス様は意味がわからない。リーゼじゃなくて、私にばかり目を向けるバグはいつになったら直るんだろう。

　とりあえず、知り合いに会っていろいろつっこまれると面倒なので、私は急ぎ足でクラウス様のあとを付いて行った。その間も、〝おとなしくしているユリアーナ〟に向けられる物珍しそうな視線は、ずっと全身に纏わりついていた。




「みんなお疲れ様！　俺の屋敷から、刺繍の講師を連れてきたんだ」

　生徒会室の扉を開けるなり、開口いちばんにクラウス様が言い放つ。

　するとバザーで売る手芸品を作っていた生徒会メンバーたちは手を止めて、一斉にこちらを見た。

「ユリアーナ！」

「ユリアーナ様！　来てくださったのですね」

　私が退学しても交流のあったマシューとリーゼが、席を立って私のところへ駆けつけてくれた。完全にアウェーな状況ではないことに、とりあえず胸を撫で下ろす。

「クラウス様からお聞きしていました。刺繍がとても上達したとか……ぜひ、私にも教えてください」

「リーゼ。お前も今日は教える立場だろ。そういうのはまた別の機会に頼め」

「あ……そうでした。うぅ、残念です」

　マシューに言われ、リーゼはがっくりと肩を落とした。リーゼは既に刺繍の技術があるから、今日は私と一緒にダブル講師、となっているようだ。

「ところで……マシュー様も刺繍をするんですか？」

　ガタイのいい身体に太い指。どう見ても刺繍とは縁がなさそうなマシューを見て、思わず半笑いになってしまった。

「おい。なに笑ってるんだ。どうせ似合わないとか思ってんだろ」

「だって、刺繍をしているイメージがまったく湧かないんですもの」

「ったく。まぁ、正解だけどな。俺は細かい作業に向いてないから、看板作ったりとかそういうの担当」

「ああ、そちらは容易に想像できます」

　マシューと笑い合っていると、私たちの間からぬっとクラウス様が顔を出す。

「あのさ、勝手に俺抜きで盛り上がるのやめてくれる？　ほら、みんなも困ってるだろう？」

「……なんで俺のほうばっか見て言うんだよ、クラウス」

「俺の前でユリアーナに笑いかけられるとはいい度胸だなマシュー」

「いや、悪かったって！」

　私も怒られるかと思いきや、最終的にふたりでコソコソと口論を始めていた。置いてけぼりになったリーゼと顔を見合わせ、私たちは互いに苦笑する。




　ひと段落ついたところで、生徒会室のスペースを一部使って、私は生徒たちに刺繍を教えることになった。生徒会メンバーは基本的に二年生で結成される。全体で八人ほどだ。今日はそれに加え、有志メンバーが五人プラスされている。

　中にはマシューのようにほかの作業を担当する者もいるため、今日刺繍を担当するのは全部で六人。リーゼと三人ずつに分けて、それぞれ教えることになった。

「あの……ユリアーナ様、よろしくお願いします」

　私が担当になった生徒は全員女子で、そして全員気まずそうに俯いていた。当たり前だ。ここにいるのはみんな二年生。要するに、我儘で傲慢全開だったユリアーナと元同級生なのである。

　私には取り巻きの令嬢がふたりいたが、彼女たち以外と行動を共にしたことはほぼない。取り巻きのふたりも、私を慕っていたというよりは、身分が低いのに目立つリーゼをいじめてくれる私を見て、一緒にストレスを発散していたのだろう。私が退学してから一度も連絡を寄越さないことが、彼女たちとの関係の希薄さを物語っている。

　つまり私は、この学園で本当の友達などひとりもいなかった。ただただクラウス様の婚約者という身分をひけらかし、威張り散らしていた嫌われ者……。

　そんな私に対して緊張しているのか、はたまた怯えているのか。誰も私と目を合わせてくれない。これじゃあ、刺繍を教えるのは難しいような。まずはみんなをリラックスさせないと。パウラさんとミアさんの部屋に集まって、わいわい楽しみながらみんなで刺繍をした時のような、そんな空間を作ることが今日の目標だ。

「皆様、今日はよろしくお願いいたします。それと……知っている方もいらっしゃると思いますが、私は今、侍女としてクラウス様のお屋敷で働かせていただいております。そのため、私を令嬢扱いする必要はございません。どうか、楽しく刺繍ができたらと思います」

　私が言うと、三人は驚いた顔をして顔を見合わせている。この反応をされるのにももう慣れっこだ。

「じゃあ始めましょうか」

「……は、はい」

　みんなの緊張も若干解けたところで、バザー用の品物に刺繍を施す作業に移る。

「あっ、失敗しちゃった……」

「定期的にやらないと、やり方を忘れちゃうわね」

　最初は苦戦している生徒たちだったが、次第にコツを掴んでうまくできるようになってきた。そうなると、私は新しい模様の縫い方を教えたりと、教えることもレベルアップさせていく。

「できた……！」

「上手！　その調子で続ければ、バザーまでにはかわいいコースターが完成しますわ」

　ひとりの生徒が模様の一部分を完成させたので、拍手をしながら一緒に喜ぶ。

「あ、ありがとうございます。ユリアーナ……さま」

　すると、その生徒は照れ笑いを浮かべた。あまりにかわいく笑うから、こっちまで照れてしまいそう。

「ふふ。もう〝様〟はいらないのに」

「そんなこと言われても、今さら無理ですって！　みんな同じ気持ちだと思いますよ。ねぇ？」

　同意を求めるようにほかのふたりに言うと、ふたりとも何度も深めに頷く。あまりのシンクロ具合に、思わず笑い声が漏れた。

　話してみると、以前のような怖さはないということが伝わったのか、次第に私たちを包む空気は明るくなっていく。彼女たちから感じていた私への苦手意識も、時間が経つにつれて消えていった。

　最初は学園に来るのは気乗りしなかったけど、想像よりずっと楽しい時間を過ごせている。もし、今のユリアーナで学園に通っていたら、また違う未来があったのかも。

　――でも、そんな危険なこと絶対しないけどね！　それに……私はやっぱり、誰かの役に立ってる瞬間がいちばん好き。私がしたことで笑顔になってくれると、この上ない喜びを感じる。今、改めてそれを実感した。

「楽しそうだね」

「……クラウス様！　お疲れ様です」

　マシューたちの様子を見に行っていたクラウス様が、こちらへ戻ってきた。常に全体を見なくてはならないクラウス様は、やることも多くてたいへんそうだ。でも、一切疲れを顔に出さないところは、さすが生徒会長と思う。

「笑い声が聞こえたから気になってさ」

「だって、もう令嬢じゃないのにみんながユリアーナ様って呼ぶから。今さら変えるなんて無理だーって」

　思い出し笑いをしてクラウス様に話していると、クラウス様はそんな私を見て、楽しそうに笑っている。

「あはは。いい顔をしてるよユリアーナ。その顔が見れただけで、今日君をここに呼び出した甲斐があった。それに――君がいる学園は、やっぱり華やかで刺激的で、楽しいな」

　目を細めて、いつもより少年っぽく笑うクラウス様を見て、なぜか私の胸がドキッとする。

「じゃあ、俺はリーゼのほうも見てくる。引き続き、そっちはユリアーナに任せるよ」

「は、はいっ」

　あれ？　なんで私、クラウス様にドキドキしたんだろう？　まさか不整脈!?

「……すごい。あんな楽しそうに笑う会長、初めて見たかも」

「えっ？」

　刺繍をしていたはずの生徒たちが、一旦手を止めてそんなことを言い出した。

「なんか人間らしいっていうか……恋する目、してましたよね」

「私も思った！　以前のユリアーナ様を見る目とは大違い」

「ユリアーナ様、クラウス様となにがあったんですか!?」

　……なんだろうこの既視感。刺繍を教えると、毎回こうなる運命なのだろうか。

「え、えーっと、ここで一旦休憩！」

「えぇっ！　せっかく盛り上がってきたのに！」

　盛り上がってきたからこその休憩である。私はパウラさんたちの部屋から逃げたように、今回も輪の中から一度退散させてもらうことにした。

「……あの、ユリアーナ・エーデル様。少しお時間よろしいでしょうか？」

「え？　私？」

　生徒会室の隅のほうで、このあとみんなにクラウス様とのことをどう誤魔化すか考えていると、見知らぬ男性が私に話しかけてきた。

「はい。わたくしはリーゼ様の執事、エディと申します。最後にお会いしたのは……学期末パーティーの時でしょうか。ユリアーナ様は覚えていらっしゃらないかと思いますが」

「……ああ、エディ！　エディ様のことなら、ちゃんと覚えておりますわ！」

「……そうでしたか。意外です」

　この時、私はユリアーナとしてエディを覚えているかではなく、前世の私が覚えているかどうかで答えてしまった。

　ネイビーの髪に、前髪で見えづらい青い瞳。白いシャツに、黒のかっちりした燕尾服。小説で描写されていた、エディの見た目そのものだ。リーゼの執事として、小説内でもたびたび出番があった。

「あなたにお話ししたい事がございまして。よければ少しお話できませんか？　お時間はとらせません」

「はい。ちょうど休憩中なので大丈夫です。それで、話っていうのは？」

「……誠に勝手ながら、今日一日、わたくしはユリアーナ様のことをじっくりと監視し、どういう人物なのかを見定めていました」

　淡々と話しているが、内容が斜め上をいきすぎていて、しっかり頭に入ってこない。

　私を監視？　見定め……？　えーっと……？

「なんのために、エディ様がそのようなことを？」

「あなたが本当に更生したかどうかを、この目で確認するためです。リーゼ様は、ユリアーナ様はたいへん優しくなったと嬉しそうに話しておられましたが……これまでの数々の行いを考えると、わたくしはどうしても信用できなくて……！　人を疑うことしかできない自分が、ひどく嫌なやつに思えました」

　もどかしそうに言うエディに、私は心の中で同情した。その考えは至極当然だ。リーゼとマシューは楽観的だったけど、エディはすごくまともな人なのね。

「お気になさらないでください。エディ様の仰っていることは普通です。私はたしかに、いろんなことをしでかしましたから。それで、今日一日私を見て、悪いイメージを覆すことはできたでしょうか……？」

「はい！　驚きました。笑顔は極悪非道から明るく元気なものになっていましたし、笑い方も高笑いでなく控えめに……全体的な雰囲気からして、違うものを感じました！」

「あ……ありがとうございます」

　ツッコミどころ満載だが、敢えてなにも言わないでおこう。本人に悪気はなさそうだし。

「これからも、リーゼ様と仲良くしてあげてください」

「もちろんです。あとよかったら――あなたとも仲良くできたら嬉しいですわ。エディ様」

「えっ……わたくしと？」

「はい。ご存知かと思いますが、私は現在使用人の身。よろしければ、使用人仲間として、ぜひ仲良くなりたいですわ」

　小説ではエディとユリアーナが絡むシーンはそんなになかったが、当然仲はよくなかったのだろう。できるだけ小説のシナリオとは違う展開にしておきたいし、普通にエディから執事の仕事話も聞いてみたい。

「わたくしなんかでよければ……」

「やったぁ！　ありがとう！　私、まだ侍女になって日が浅いから、いろんなことを教えてほしいわ。エディは執事になってから長いの？」

「えっ？　まぁ、幼い頃から執事としての教育を受けてきましたが……ていうか、急にフランクですね」

「だって、大まかにいえば身分は同じでしょう？　エディも堅苦しい話し方はしないでいいから、気軽にユリアーナって呼んで」

　エディのほうが何年も先輩なのだが、そこは一旦置いておこう。

「わ、わかった」

　エディは私の勢いに押されて、本心がどうかはともかく、一応友達になることをオーケーしてくれた。

「生徒会長、ちょっといいか？」

　私がエディと友情を深めようとしていると、生徒会室に魔法学園の先生が入ってきた。クラウス様に用事があったようで、扉の前でなにか話している。

「……みんな！　バザー終わりのサプライズ花火の演出で変更点があるらしい。大事なことだから、一度作業を中断して集まってくれないか？」

　クラウス様の声かけで、生徒会メンバーは手に持っていたものを置くと、ぞろぞろとクラウス様の周りに集まり始めた。

「俺たちは外で待っていよう。ユリアーナ」

「どうして？　この辺でおとなしくしていればいいんじゃあ……」

「俺たちは生徒じゃないんだから、学園にとっては部外者だろう。こういう時は、聞こえない場所で待ってるのが正解だ」

「なるほど～。勉強になったわ。それじゃあ一緒に待ちましょう！」

　私はエディに引っ張られて、生徒会室の外へ出た。その際、一瞬クラウス様と目が合った。どこか申し訳なさそうに見えたのは、私を一度外へ出してしまうことに対してだろうか。

　生徒会室を出ると、私たちは肩を並べて立ちつくす。

「……なんだか、怒られて廊下に立たされた生徒みたいね」

「？　ユリアーナはそんな経験があるのか」

「あ、あるわけないでしょっ」

　知らないけど。そもそも昔のユリアーナを廊下に立たせるような猛者はこの学園に存在したのだろうか。

　生徒会会議が終わるまで、私とエディはいろんな話をした。使用人として働く上でよくあるミスや、新人時代は皿洗いをしすぎて、手が荒れた話とか――私よりずっと先輩なのに、同じ目線で話してくれるエディとの会話はすごく楽しくて、時間を忘れてしまいそうだ。

「それでね、うちの侍女長ったら物凄く怖いの！　急いでてちょっと廊下を小走りしただけでも〝ユリアーナ！　走らない！〟って怒声が飛んでくるんだもの。どこから飛んでくるかわからないから、常にヒヤヒヤしてる」

「それは走るからだろ……でも、ユリアーナと一緒に仕事したら、なんか楽しそうだな」

「そう？」

「ああ。笑いが絶えなそうだ。……リーゼ様はおしとやかで、優しいお嬢様って感じだろう？　今のユリアーナはいい意味で真逆っていうか。俺的には話してて新鮮だ」

　前髪の隙間から、エディの目が優しく細められるのが見えた。よく見ると、エディも綺麗な顔立ちをしている。リーゼの周りはイケメンばかりだなぁ。これも、ヒロインの特権か。

「……ていうか、ユリアーナとクラウス様ってどういう関係なんだ？　現在は、婚約者って関係じゃあないんだよな？」

　不意に、クラウス様との関係を聞かれた。これって、リーゼのためにエディが私たちの仲をさぐっているんだろうか。

　でも、今日もあまりふたりが話しているところを見なかったな……。リーゼって、クラウス様のことをどう想ってるんだろう？

「ええ。侍女になるのと同時に、婚約は解消したから」

「そうか。……どう見ても、クラウス様はユリアーナのことを好きそうだけど」

「そ、そんなことないってば！　元々すごく嫌われていたし。クラウス様が私に優しくするのには、なにか裏があるんだわ」

　まるで、そうであってほしいと自分に言い聞かせるように、私はエディに力説する。

「あっ……！　ねぇエディ、私ちょっとお手洗いに行ってきていいかしら？」

「ん？　ああ。まだ終わらなそうだし、いいんじゃないか。俺はここで待ってるよ」

　廊下の角を曲がったところにあるトイレに行くと、中から楽しそうに騒ぐ女子生徒たちの声が聞こえてくる。これは鏡前で盛り上がっているやつだ。しばらく出てくるのを待ってみるが、一向に出てこない。

　――どうしよう。本当はトイレで修復魔法を使いたかったのだけど……個室でやれば問題ないかしら？　でも、魔法を使ったら光が発動しちゃう。トイレの個室で私が魔法を使っていたなんて噂が広まれば、怪しまれる可能性大だわ……！

　実はさっき、一緒に刺繍をしていた元同級生の刺繍道具が壊れてしまったのだ。話を聞くと、祖母から母へ、母から自分へと受け継がれた、年季は入っているが大切な手芸道具セットのひとつだったらしい。

　できればこのタイミングで直して、こっそり生徒会室に置いて帰ろうと思っていたのだけど……。

　そうだ！　もういっそ、ここでちゃちゃっと魔法をかけてしまえばいいんじゃないだろうか。廊下に人通りはないし、トイレが空くのを待っている間に、会議が終わる可能性もある。

　……ええいっ！　迷ってる時間がもったいない。やっちゃおう！

　私はポケットに隠していた刺繍道具に修復魔法を発動した。曲がった針は綺麗に真っすぐに戻り、ネジが壊れた刺繍枠も元通りになる。

「……ふぅ。成功。これでまた使えるわね」

　無事に魔法をかけ終え、安心していたのも束の間――。

「ユリアーナ……今のは？」

「っ！　エディ!?」

　振り返ると、驚いた顔をしたエディが立っていた。その表情だけで、私の行為を見られていたのだと確信する。

「遅いから、具合でも悪いのかと思って様子を見にきたんだ。……そうしたら、ユリアーナが魔法を……」

「おっ、お願いエディ！　全部話すから、内緒にしておいて！」

　私はエディに泣きつくと、正直に自分のギフトの話を打ち明けた。

　エディは私が修復魔法を使えるという事実よりも、ティハルトに会ったことのほうに驚いていた。

「精霊ティハルト……本当にいるんだな」

　あれ？　この反応だと、リーゼはまだティハルトに会ってないのかしら。リーゼがギフトを授かったら、さすがにエディも知っているはず。小説でも、リーゼはみんなにギフトのことを話していた。

「どうしてこんなにいい能力を隠すんだ？　修復魔法が使える侍女なんて、引く手あまたなのに」

「うーん……。そうかもしれないけど、逆に私の魔法をいいように使おうとする人もたくさんいそうでしょう？　修復魔法だけを必要とされるんじゃあなくて、ちゃんと侍女として必要とされたいの」

「そっか。じゃあ、このままずっとシュトランツ公爵家に？」

　そんなはずないじゃない、って。

　これまでの私だったら即答していたのに、どうしてか声が出なかった。

「わからないわ。いずれ――ほかの場所でも働けたらいいなと思ったりもするけど」

　結局、なんとも曖昧な返事をすることしかできず。

「だったら、いつでも俺に言って。近隣国の王家で働く執事に知り合いがいるんだ。そこで働けば、侍女としてもすごく成長できると思う。給料だって倍になるだろうし、ユリアーナが望むなら俺が口をきいてあげるよ」

　私がほかの場所へ行くことに、エディはえらく協力的だった。

「どう？　興味はないかな？」

　王家――そんなところで働けたら、たしかに今とはまた違った景色を見られるだろう。興味がまったくないと言えば嘘になる。だけど……。

「あるけど、今の私が王家で働くのはあまり現実的じゃないというか。せっかくティハルトがギフトをくれたのに、エルム王国を出て行くのも気が引けるし、知らない国は不安だわ」

「大丈夫だよ。この国から馬車で二日程度で着く距離だ。俺も行ったことがあるけど、とてもいい場所だよ。それに魔法使いがあまりいないところだから、ユリアーナが来てくれたらみんなすごく助かると思うんだ。そのぶん、重宝もされる」

　私が行くと、助かる人がたくさんいる場所――そう言われると、ほんの少し気持ちが揺らいだ。

「悩むなら、一度俺の知り合いの執事に会ってみない？　そこで意志が固まれば、その場で話を進めてもらえる」

「うーん……」

　煮え切らない態度の私を、エディは熱心に勧誘してくる。

　少し前だったら飛びついていた話だったのに。でも、エディの〝侍女としての成長〟を考えて提案してくれた気持ちは、すごくありがたい。

「わかったわ。とりあえず会ってみようかしら」

「うん！　それがいいよ。じゃあさっそく、俺から連絡をとっておくから」

　その気持ちを無下にしないために、執事に会うことだけは一応了承しておいた。わざわざ会ってくれて断るのは申し訳ないけれど、王家で働く執事と話してみたい気持ちも単純にある。……本当に実現するかはわからないし、その時がきたらまた考えよう。

　すると、生徒会室の扉が開いた。クラウス様が扉の隙間から顔を出して、私とエディに手招きをする。会議は無事に終わったみたいだ。

「待たせてごめんねユリアーナ。中で待っててくれてもよかったのに」

　生徒会室に戻ると、真っ先にクラウス様が話しかけてくる。エディも、リーゼのところに戻っていた。

「お気になさらず。こっちはこっちで、使用人仲間同士楽しんでいましたから」

　なんの気なしに放った言葉だったが、それを聞いて、クラウス様はむっとした表情を浮かべる。

「へぇ。……エディとなに話してたんだ？」

「なにって――いろいろですよ」

「いろいろって？」

「世間話とか、そういうのです」

　それでも食い下がってくるクラウス様をどうかわそうか考えていると、刺繍を教えていた生徒たちがタイミングよく私の名前を呼んでくれた。

　私は刺繍作業を再開すると言って、クラウス様のもとから離れた。

　修復魔法がバレたことと、王家への勧誘を受けたことは……まだクラウス様には黙っておこう。










８　クラウスの憂鬱２




「クラウス様、本日はユリアーナ様はいらっしゃらないのですか？」

　ユリアーナを特別講師として生徒会室に呼んでからというもの、毎日のように生徒会メンバーからこの言葉を言われるようになった。

「ああ。彼女は屋敷で仕事があるからな。あの日は特別に来てもらったんだ」

「えぇ～！　じゃあもう来ないんですか？　もっとユリアーナ様といろいろお話したかったのにぃ」

　俺の返事を聞いて、ユリアーナに刺繍を教わった面々は悲しそうに肩を落として持ち場へ戻っていく。俺はふぅと一息ついて、バザーに関する書類に視線を落とした。

「クラウス、ちょっといいか？」

　するとその瞬間、生徒会室の扉が開いて、廊下からひとりの同級生が俺を呼んだ。

　腕を組んで偉そうにしているあいつはたしか……クレマー公爵家のケヴィンか。特に接点もないと言うのに俺になんの用だろうか。

「俺になにか用？」

　わざわざ立ち上がって扉まで移動すると、俺はケヴィンに言う。

「頼みがあってさ。少し話したいんだ」

「頼み？　うーん……今は生徒会の仕事が忙しいから、ここで話すくらいならいいけど」

　親しい仲でもないのにいきなり呼び出して、そのうえ頼み事をしてくるとは図太いやつだ。

「ここで？　……ま、忙しいなら仕方ないか」

　あきらかに不満そうな顔をするケヴィンに俺はイラッとしつつも表には出さない。話を聞いてあげる選択をしてやっただけでも感謝してほしいくらいだというのに。

「じゃあ単刀直入に言わせてもらうけど、ユリアーナを僕に紹介してほしいんだよ」

「……は？」

　なにを言ってるんだこいつは。ユリアーナを紹介しろだって？

「この前学園に来てただろう？　なんだか雰囲気が変わって前よりいい女になったって、男子生徒の中でも話題になってる。噂によると、クラウスのところで侍女をやってるそうじゃないか。ということは、婚約は解消しているんだよな？　それならぜひこの僕に――」

「ほかの男に彼女を渡すわけないじゃないか。二度と俺にもユリアーナにも近づかないでくれ。近づいた時はシュトランツの権力を使って君のことをどうにかしてやるからな。それじゃあ」

「……へ？　お、おいクラウスっ！」

　あまりにふざけたことを抜かすケヴィンの話をこれ以上聞いていられなくて、俺は早口でまくし立てるとぴしゃりと生徒会室の扉を閉めた。なにが起きたのか理解できなかったのか、最後に見たケヴィンはものすごく間抜けな面をしていた。

　席に戻っても、書類の内容が一切頭に入ってこない。

　――くそ。やはり、ユリアーナを学園に連れてきたのはまずかったのか。

　彼女と一緒にいるところを見せつけることで、また学園のやつらに俺とユリアーナの仲を周知させることが目的だったのに、予想外の結果になってしまった。

　一年生の時のユリアーナは、性格もよくなかったし俺以外の男にはとにかく笑顔を見せず不愛想だった。だから、当然生徒たちから好かれていなかった。その印象があるから、あんな短時間連れてきたところで特に問題ないと思っていたのに。……女子生徒だけでなく、男子生徒まで俺にユリアーナの話をしてくるようになるとは。

「悪いクラウス、遅れちまった。……どうしたんだ？　怖い顔して」

　由々しき事態に頭を悩ませる俺の前に、能天気なマシューがやってくる。彼の顔を見て、俺はあることを思いついた。

「……マシュー。君は同性の友達が多いよな？」

「なんだよいきなり。まぁ、多いっちゃ多いな」

「それじゃあ、男子生徒の色恋話も、それなりに知っているよな？」

「えっ？　ちょくちょく聞くことはあるけど……それがどうかしたのか？」

　マシューは首を傾げる。まったく、察しの悪いやつだ。

「親友の君に、俺から頼みたいことがあるんだ」

　ケヴィンが俺に頼み事をするのとは違う。なぜなら、俺とマシューは親友だからだ。

　マシューは「なんだかよくなさそうな頼み事だな……」とぼそりと呟いてはいたがおとなしく俺の前に椅子を運ぶとそこに腰掛けて、俺の話を聞く体勢に入ったのだった。




「クラウス様、あの子たち、刺繍はうまくいっていますか？」

　屋敷へ帰ると、ユリアーナがにこにこしながら話しかけてくる。この笑顔が俺に会えた喜びから生まれたものならよかったのに。残念ながら、これは刺繍を教えた女子生徒たちのことを思い出しての笑顔だろう。

　あの日、彼女はとても楽しそうに刺繍を教えていたからな。自分から話しかけてくるくらい、女子生徒たちのことを気にかけているようだ。

「ああ。今日も楽しそうに作ってた。みんな腕も上達して、スムーズに作業が続いている。ありがとう。君のおかげだ」

「本当ですか!?　ちゃんと役に立ててよかったです！」

　ユリアーナはとても嬉しそうな笑みを浮かべた。……かわいい。

「あれから頻繁にユリアーナの話をいろんな人からされるんだ」

「えっ？　どんな話を？　……悪い噂じゃなければいいですけど」

「悪いなんてとんでもない。でもそうだな。ほとんどが、以前よりずっと俺と君が仲良くて、恋人らしくなったとかそういう話が多いかな。今日も、ユリアーナとまだ婚約が続いているのか確認されたし」

　まったくされていないが、そういうことにしておこう。学園でひそかに男子生徒からの人気が上昇しているなんて真実を、死んでも本人に伝えるものか。それに、恋人とか婚約というキーワードを会話に織り交ぜることで、ユリアーナに俺のことをもっと意識――。

「えぇっ!?　そんな誤解が生まれてるんですか!?　きちんと違うって言ってくださいねクラウス様！　……もしリーゼの耳に入ったら、ショックを受けるかもしれないわ。この噂がふたりの仲を引き裂いたってなると、結果的に私が原因ってことになって破滅……」

「ユ、ユリアーナ？」

　全力で否定されたかと思うと、今度は後ろを向いて小声でぶつぶつなにか言っている。

「ていうか、これは誤解にしないとだめなのか？　俺としては、否定することに前向きになれない。噂なんて、本当にしてしまえばいい」

　未だ俺に背を向けるユリアーナを自分のほうに振り向かせて、両肩を掴んで真っすぐ瞳を見つめる。ユリアーナは俺に見つめられて、たじたじになっている。瞳が泳いでいるからわかりやすい。

「うぅ……やっぱり、クラウス様がなにを考えてるのかわかりません！　とにかく、学園で私の変な噂を流すことはやめてくださいっ！」

　そう言って、ユリアーナは俺から身体を離すと、横をすり抜けてバタバタと駆けていった。

「……またかわされた」

　ひとりになった空間で、意識せずにそんな言葉が漏れる。俺からすると、君がなにを考えているかのほうがよっぽどわからない。

　侍女としてユリアーナを雇ってから、こんなにアピールをしているというのに、どうして彼女はなびかないんだ。

　できるだけ話しかけて、昔できなかったぶん、ありったけの好意をわかりやすく伝えて、一緒に街へデートに行ったりもしたというのに。どんな策を講じても、俺への好意をまるで見せないユリアーナに、次第に俺の心が焦りを感じている。

　街での一件があってから、最初よりは俺への態度も良好になって……距離が縮まったと思っていたが、勘違いだったのか？

　それともなんだ。ユリアーナは、今後俺のことを好きになってはいけないという制約でもあるのか？

　その後、屋敷の書庫にあった『女性の気持ちを知るには』という謎の指南書を見つけた俺は、最初は馬鹿にしつつも気づけば最後までその本を読み切っていた。しかし、そんなものを読んだところで、ユリアーナの気持ちがわかるはずもなく……俺はこんなくだらない恋愛本にまで手を出すほどになったのかと思うと、情けなくてため息をついた。




　バザー当日。

　学園の休日を一日使って開いた、生徒会主催の最初のイベントは、思いのほか盛り上がりを見せてくれた。生徒たちはもちろん、生徒の親族や、ほかにも卒業生に来年から入学予定の新入生まで、幅広い人たちが学園まで足を運んでくれた。

　開催記念品として作った手芸品は令嬢たちからとても人気で、お昼にはほぼすべてなくなってしまった。もっと数を作ればよかったと、みんなで反省したくらいだ。

「ユリアーナ様が来てくれていたら、この大盛況ぶりを直接見ていただけたのに～」

　最後まで、生徒会の女子たちはユリアーナのことを言っていた。

　俺は悩んだ結果、ユリアーナをバザーには連れてこなかった。正直、最初はもちろん、また付き人として連れてくるつもりだった。しかし、最近の人気っぷりを見ると、俺の中にどうしようもない独占欲が湧いてきて、たくさんの人の目に彼女を晒すことがたまらなく嫌になったのだ。

「クラウス様！　ただいま戻りました」

　すると、休憩を終えたリーゼが売り場に戻ってきた。後ろには専属執事のエディの姿もあった。エディは俺を見てぺこりと礼だけすると、すぐに視線をそらす。そもそも長い前髪のせいで、目がほとんど見えないが。

「おかえりリーゼ。ピークを超えて、今はだいぶ客足もゆるやかになってきたところだ」

「じゃあ今のうちに、クラウス様も休憩をとってください。朝から立ちっぱなしで疲れているでしょうから」

「お言葉に甘えて、そうさせてもらおうかな」

　リーゼはほかの生徒たちよりも特に気遣いができる優しい女性だ。周りをよく見ているし、生徒会メンバーにリーゼがいてくれてよかったと、こういう時に思う。

　俺は売り場を出て休憩室へ向かおうと歩き出すと、エディの様子が少しおかしいことに気づいた。やけに周りをきょろきょろと見回している。

「誰か探しているのか？」

　俺が話しかけると、エディは驚いたように肩を跳ねさせた。

「い、いえ。そういうわけでは……」

　その反応、あきらかに図星だろう。そして、エディが誰を探しているのかも大体想像がつく。

「ユリアーナなら、今日は屋敷で仕事をしているからここには来ないぞ」

「えっ？　……そうなんですね。でも、なぜわたくしにそのような話を？」

「君がユリアーナを探しているのかと思ったんだが、違うなら俺の勘違いだったようだ」

　そう言うと、エディは困ったような笑みを浮かべて「そうですか」とだけ言った。

　……そうですかってなんだ。否定でも肯定でもないわかりづらい回答に、俺はイラッとしながら、休憩室へと向かった。

　そして一日は過ぎていき、最後に来客へ向けてのサプライズの打ち上げ花火が上がったところで、バザーは終了した。暗い空を飾る綺麗な色とりどりの花火を見つめながら、俺は今日も、ユリアーナに想いを馳せていた。




　バザーが終わってすぐのこと。

　なんと、リーゼがティハルトからギフトを授かったと言う。授かった場所は学園の準備室で、バザーのあと片付けをしている最中にティハルトと遭遇したらしい。

　――身近にふたりもギフトの所有者ができるとは、な。

　ユリアーナもリーゼも、種類は違えどふたりとも整った顔をしている。ティハルトはただの面食いなんじゃないかと、俺はひそやかに思ったりもした。

　リーゼが授かったギフトは〝聖なる魔力〟で、人体や動物などの怪我や傷を癒すことができる、それはそれは素晴らしい力だった。元々の魔力もすごいし、魔法の成績も俺とトップ争いをしているくらい高い。そんなリーゼがギフトを授かったとなると、いよいよ国が放ってはおかないだろう。それに、リーゼはギフトのことを公表するつもりだとも話していた。やはり、普通はそうすると思う。隠したいというユリアーナが特殊なだけで。

　ギフトの話はリーゼの許可をとってユリアーナにも話したが、彼女はあまり驚いていないように見えた。

　そしてさらに数日後――俺の心を大きく揺るがす事件が起きる。

「クラウス様、最近ユリアーナ様とはどうですか？」

　放課後、突然リーゼがそんなことを言い出した。

「どうって？」

「えっと……喧嘩したりとか、そういうことはあるのかなと」

「……？　別に、変わったことはないけど」

　喧嘩をした覚えもなければ、今朝もいつもと変わった態度は見られなかった。それなのに、なぜリーゼに突然こんな質問をされるのか。

「どうしてそんなことを聞くんだ？」

　眉をひそめてリーゼに聞くと、リーゼは若干言いづらそうな顔をして口を小さく開いた。

「それは……エディから気になる話を聞いて」

「……気になる話って？」

「実は、ユリアーナ様が――」

　その話を聞いた瞬間、俺の目の前が真っ暗になった。










９　独占欲と恋心




　生徒会主催で開かれたバザーは無事終了し、刺繍入りグッズの売れ行きはとても好調だったことをクラウス様が教えてくれた。

　バザーには、休暇日がかぶっていたらぜひ行きたいところだったけど、あいにく予定が合わなかった。クラウス様に強引に連れていかれるかと思ったがそんなこともなく、気づけば時が過ぎていた。

　そしてもうひとつ、重要な情報をクラウス様から聞きつけた。なんと、リーゼがバザー終了後、ティハルトに会ったらしいのだ。もちろんリーゼはティハルトに気に入られ、傷を癒したりできる〝聖なる魔力〟のギフトをもらったという。

　聖なる魔力はティハルトのギフト以外でもらうことはできず、使いこなせるようになれば国に聖女として認定され、身分が格段に高くなると言われている。

　……小説とまったく同じだわ。本来なら物語終盤で、破壊の魔力を持ったユリアーナがクラウス様を傷つけ、リーゼが聖なる魔力でそれを癒すっていう展開だけど……今世で私は破壊の魔力を得なかったから、別のことで役立ててくれればいいな。

　ついでにリーゼはこのまま聖女になって、国民に慕われる立派な令嬢になるのだろう。




　そんなある日のこと。

　晩餐後の仕事も終わり、ニコルと一緒に部屋に戻ると、部屋の前にクラウス様が立っていた。屋敷の中で何度もしつこく付きまとわれた経験はあるが、部屋の前で待ち伏せされたのは初めてである。

「ユリアーナ。君に大事な話がある」

　いつになく真剣な表情のクラウス様を見て、私はただならぬ雰囲気を感じ取った。

「私、先に部屋で休んでるわ」

　それはニコルも同じだったようで、そう言うと、ひとり足早に部屋の中へと入って行った。残された私は気まずい空気の中、どうすればよいかわからずその場に立ち尽くす。

「クラウス様、お話って――」

　言い終わる前に、クラウス様は強引に私の手を引いて歩き出した。

「ちょっ……どこに行くんですか!?」

「いいから黙ってついてきて」

　クラウス様は振り返ることもなく、ぴしゃりと言い放つ。その声色には怒りが込められているように感じた。私、なにかクラウス様を怒らせるようなことをしてしまったんだろうか。

　――思い返してみると今日、学園から帰ってきて以降、クラウス様の様子が少しおかしかった。

　いつも真っ先に話しかけにくるのにそれもなかったし、晩餐の時も目も合わない。

　このところ、バザーの運営や反省会などで常に忙しそうにしていたので、ただ疲れているだけと思っていたけど……違ったみたいだ。

　強く手首を掴まれているせいか、その部分に僅かな痛みを感じ始めた頃、ようやくクラウス様は足を止めてくれた。

「入って」

　連れてこられたのはクラウス様の部屋。私がここに入るのは、初めて侍女としてこの屋敷に来た日以来のこと。あの日はまだ記憶が戻ったばかりで、クラウス様ととにかく関わりたくなくて必死だったことを思い出す。……結局、それは無理な願いだったが。

「あの、私、クラウス様を怒らせるようなことをしてしまいましたか？」

　部屋の中はカーテンから月明かりが少し差し込むだけで、全体的に薄暗い。そんな中向かい合い、先に口を開いたのは私のほうだった。

　クラウス様は私の問いかけにすぐ答えることはなく、しばらくの間沈黙が続く。

　本当にどうしちゃったんだろう。こんなに静かで無表情のクラウス様は見たことがない。むしろ小説では、ユリアーナに対する態度はこっちのほうが普通だったと思うけど、私自身は馴染みのないクラウス様の態度に、心配の気持ちも怖い気持ちもある。

「……ユリアーナは、そんなに俺といるのが嫌なのか？」

「……え？」

「今日、リーゼから聞いたんだ。ユリアーナがエディに、ほかのところへ働きに出たいって相談をしていたって話を」

　ほかのところへって――似たような話はしたけれど、積極的に自分から言ったわけではない。あくまでエディからされた提案だ。それをエディがリーゼに話して、クラウス様の耳に届いたのだろう。

「ま、待ってくださいクラウス様。少し誤解が――」

「そんなの絶対許さない」

　クラウス様は私の両肩を、逃がさないというように強く掴んだ。

「俺がいる限り、絶対にほかの場所へは行かせない。どんな手を使っても逃がさないからな」

「……っ！　クラウス様、落ち着いて」

　ギリギリと指先が肩に食い込み、私は痛みに顔を歪ませる。無意識で、手に力が入っているのだろう。

　こんなに怖いクラウス様を、私は見たことがない。こんなにユリアーナに執着して、取り乱すクラウス様がいたことを――私は知らない。

「……行かないでくれ。ユリアーナ」

　すると突然、不安でたまらないような、泣きそうな声に変わった。

「クラウス様……？」

　肩を掴む手の力が弱まった。そしてそのまま、クラウス様は思い切り私を抱きしめる。背中と後頭部に回った手は、限界まで自分のほうへ近づかせるようぎゅうっと私を抑えつける。決して優しく包み込むような抱擁ではなかったが、私は少しも苦しくも、嫌だとも思わなかった。

「俺のそばから、また離れていこうとしないで。……俺は君が好きなんだ」

「……！」

　クラウス様から突如気持ちを打ち明けられ、私は動揺する。

　――私を好きって言った？　クラウス様が？

「……そんな、どうして私を。クラウス様が私を好きなんて、ありえないはず……」

　言いながらも、いつも自信満々なクラウス様が弱気になってまで伝えてくれたこの言葉こそ、本心じゃないかと思えてしまう。

　それでも、設定上では絶対にありえないのだ。ここまで小説のシナリオから外れた行動をとれば、設定なんてないも同然かもしれない。だけど前世の記憶を取り戻す前のユリアーナは小説通り嫌な女で、クラウス様がうんざりしていたことも事実。ほんの数か月の間に、ここまで気持ちが変わる理由が、私にはわからない。

「……そうだな。俺もこんなことになるなんて、ちょっと前までは思ってなかった」

　クラウス様はそっと私の身体から腕をほどくと、今度はゆっくりと両手のひらを重ねてきた。するりと細い指が絡められて、あっという間に恋人繋ぎの状態になる。……なんでだろう。抱きしめられた時より恥ずかしくてむず痒いのは。

「じゃあ君に信じてもらえるよう、もっとわかりやすく言おう。俺は君が変わってから自分の恋心を自覚して、そして侍女になってからの君を、もっと好きになった」

「今の私？」

「ああ。元々は親同士の決めた婚約者で……いつも自分のことばかりなユリアーナのことを正直、好きにはなれなかった。でも、あのパーティーの日を境に、雷に打たれたみたいに君を見る目が変わったんだ。君が変わったようにね」

　私が変わったと同時に、クラウス様が私へ抱く感情も変わっていったと彼は言う。

「あれだけしつこくてうんざりしていたのに、追ってこなければ気になってしまう。俺にだけ向けられていた好意や笑顔が、少しでもほかに向くとイライラして……俺は驚いた。こんなにも、自分がユリアーナへの独占欲を抱いていたことに。でもこんな気持ちは、君があのパーティーで俺が見たことない笑顔で笑わなければ……一生気づくことがなかったと思う」

　思い出すように、クラウス様は懐かしそうな笑みを浮かべる。私はそれがどんな笑顔かわからないが、記憶が戻ったすぐあとから、私は知らぬ間にクラウス様の心を動かしていたことに驚いた。

「そこからは逃げるユリアーナを俺は力づくで取り戻して。だけど俺を好いていてくれた気持ちは戻ってこない。侍女になってからの君は明るくて周りにも優しくて……いろんな人から好かれている君が、いつまでたっても昔のように俺を見てくれないことに、最初はイライラしっぱなしだったよ。おまけに、なぜか俺にだけ冷たかったしね」

「そ、それは……ごめんなさい」

　雰囲気にのまれて、馬鹿正直に謝ってしまった。これじゃあ、わざと冷たくしていたことを認めたも同然だ。

　……だって仕方なかったのよ！　クラウス様は私の望む平和な人生を脅かす、天敵みたいな存在だったんだもの。

「謝らなくていい。自分がしたことが返って来ただけだ。それに、どんな態度をとられても、俺は君と一緒にいられるならなんでも楽しかった。……ねぇ、昔のユリアーナもさ、俺といる時こんな気持ちだった？」

　どうなんだろう。でもきっと、悪役令嬢のユリアーナは――。

「そうですね。本当に、クラウス様のことを愛していたんだと思います」

　自分以外の人と結ばれるなら、壊してしまいたいと思うほど、クラウス様のことを愛していた。やり方を間違って、悲惨な結末を迎えてしまったけれど、彼女の愛は本物だったに違いない。

「……他人事みたいだな。まるで今の君は俺のことを、ちっとも愛してないみたいな言い方だ」

「そ、それは！　そもそも私は、クラウス様はリーゼ様と両想いだと思ってましたから」

「ああ。そんな風なことをよく言っていたね。リーゼの魔法技術は尊敬しているけど、いい友人のひとりだよ」

「じゃあ、この間に少しもリーゼ様と恋に落ちてないんですか!?」

「……君が好きなのに、ほかの人と恋に落ちるわけがないだろう」

　呆れたように、クラウス様は眉をひそめた。

　ふたりの距離が一向に縮まらないからおかしいとは思っていたけど――本当になんの進展もなかったなんて！　小説だったら、もう両片想いくらいにはなっていて、じれったいけどいちばんキュンキュンする時期のふたりを堪能している頃なのに。

「あのさユリアーナ。ここまできて、俺の気持ちをまだ疑ってるなんてことないよな？」

　さすがにこんなに熱く思いのたけをぶつけられて、これまで通り〝そんなのありえない〟で済まそうとは思わない。ただ、信じられないだけだ。私があんなに嫌われていたクラウス様の気持ちに変化を起こしていたことも、リーゼとの恋が生まれなかったことも。私は記憶が戻ってからというもの、ほとんど好き勝手動いていただけというのに。

「はぁ。この調子だと、君を俺のものにするにはまだ時間がかかりそうだな」

　口をつぐむ私を見て、クラウス様は名残惜しそうに手を離すと、やれやれと肩をすくめた。

「なんだか情けないところを見せてしまったな。それもこれも、全部ユリアーナが俺から離れようとしたせいだ」

「そのことですけど……語弊があるといいますか」

「語弊？」

「たしかにエディとそういった会話はありました。でも、私から言い出したんじゃありません。……実は、生徒会室で刺繍を教えた日――私はエディに、ギフトのことがバレてしまったんです。それで、その力があるなら王家でも働けるよと言われて……」

　こんなことになるなら、もっと早くちゃんと話しておくべきだった。まさかあんな他愛もない会話をエディがリーゼに話すと思っていなかったし、クラウス様がここまで取り乱すとも思っていなかった。

「そうだったのか。……エディの言うことは間違っていないが、あまりいい話とは思えないな。たとえ王家で働けても、修復魔法を都合よく使われるだけの可能性もある」

「私もそう思ったんです。修復魔法以外価値のない侍女にはなりたくありません。この魔法で誰かが喜んでくれるのは嬉しいけど……ほかのことでも誰かの役に立ちたい。そのほうが、笑顔にできる人の数が増えると思うから」

　大事な物が壊れて悲しんでいる人がいる時、それを元に戻してあげて笑顔を取り戻すのは簡単だ。でも、それだけじゃなくて――壊れたことを共に悲しんで、……その人がまた同じくらい大事に思える物を一緒に見つけられる……そういう心を持ち合わせた侍女でありたい。なんでも魔法で解決するだけなら、侍女である必要性がないもの。

「はは。いいね。君のそういうところ、すごく好きだ。でも、あんまり人を魅了しすぎないでほしいな。知ってるだろう？　俺はやきもちやきだから」

「もう……そんなこと言って。クラウス様のほうが、私よりずっとモテるくせに」

　クラウス様は、そこにいるだけで周りの人を魅了する。見た目がかっこいいのはもちろんだけど、醸し出すオーラにカリスマ性があるというか。

　冷静に考えると、そんなすごい人に好かれていることがよけい不思議になってきたわ。

「とにかく、ユリアーナがここから出たいと言ったんじゃないんだね？」

「……出たい、とは言っていませんが。本音を言えば、いずれはほかの場所で働けたらなとぼんやり思っていました」

「……そんな」

　正直な気持ちを告白するとクラウス様は愕然としている。私は慌てて言葉を続けた。

「でも！　今はここで働くのが楽しいし、尊敬できる同僚もいる。だから出たいとは思っていません。……エディにも、ちゃんと誤解を解いておかないと」

　そう言うと、クラウス様は安堵の表情を浮かべた。その顔を見て、私もほっとする。

　中途半端に執事と会うことを了承してしまったから、エディの中ではそう捉えられたのだろうか。だとしたら、きちんと断りの連絡をエディにいれるべきだ。

　最初こそ、さっさとほかの場所へ！って、心の中では何度も叫んでいたことは、ずっと内緒にしておこう。

「わかった。俺は君の言うことを信じる」

　私の言葉をひとつも疑わず、すんなりと受け入れ信じてくれる。それだけで、クラウス様は私に信頼を置いてくれているんだってことが伝わる。

「それに嫌がられたって、俺は君を手放すつもりはない。……出ていかない理由に俺がいないのは、かなり癪だけど」

　少し拗ねながらも、いつもの自信ありげなクラウス様に戻っている。手放さないなんて言われたら、前の私だったら怖いと感じていた。でも今は、私へ向けるクラウス様の執着心に、不覚にもきゅんとしてしまっている自分がいる。

「……遅い時間に連れ出してごめん。ニコルにも謝らないとな。部屋まで送っていくよ」

「ひとりで行けます。侍女を部屋まで送る主人がどこにいるんですか？」

「ここにいるけど？」

「クラウス様はおとなしくここに残ってください」

「嫌だ」

　見た目は大人びているのに、言ってることは駄々をこねる子供みたいだ。

「どうしてもひとりで帰るっていうなら、おやすみのキスくらいさせてくれる？」

「はっ……キ、キス!?」

　なにを言い出すのかと思ったら、とんでもない条件を突きつけてきた。婚約者時代ならそういったことをしてもおかしくないが、この関係性でキスなんて……ましてや、前世でも一度もしたことがないのに。ティハルトも別れ際いつも軽くキスをしてきたけれど、ファンタジー世界ではキスなんて当たり前なの!?

「あははっ！　言葉だけでそんなに真っ赤になるなんて、いつからそんなにしおらしくなったんだ？　ちょうど一年前の今頃、君は学園の空き教室で自ら俺にそれ以上まで迫ってきたというのに――」

「!?　そんなの、早く記憶から抹消してください！」

　小説でもそんなシーンは書かれてなかった。裏でめちゃくちゃ色仕掛けをしていたなんて、悪役令嬢ユリアーナ、おそるべしだわ……。

「だったら新たに上書きさせてくれないと。大丈夫、おでこに軽くキスするだけさ。無理矢理唇を奪おうなんて思ってない」

　意地悪な笑みを浮かべて、クラウス様は言う。この流れは、もう部屋に一緒に戻ると言ったところで終わらないことを私は悟った。

　……あんまり考えすぎるのもよくないわよね。軽い挨拶なのだから。

「ユリアーナ、目を閉じて」

　言われるがまま目を閉じると、額にちゅっと唇が触れて、そのあとちくりと微かな痛みが首に走った。

「……ん？」

　今の痛みはなんだろう。痛みを感じた箇所に触れてみるが、これといった変化はない。

「どうしたのユリアーナ。物足りなかった？」

　クラウス様はそう言って、親指で私の唇をなぞっていく。怪しげに揺れる瞳を見て、私は危険を察知してあとずさった。

「帰ります！」

　私はくるりと体の向きを変えると、逃げるようにドアノブに手をかける。

「ユリアーナ。これだけはもう一度言わせて。俺はどうしようもなく君が好きだよ。じゃあ……おやすみ」

　今日いちばんの優しい声で、クラウス様は言った。

「……おやすみなさい」

　絶対に赤らんでいる顔をこれ以上見られたくなくて、私は振り返らずに部屋から出た。どうせクラウス様は、そんな私のことを部屋でひとり笑っているんだろう。そんな姿が目に浮かぶ。

　パタンと扉を閉めた瞬間、力が抜けたようにその場にずるずると座り込んだ。

　自分でも理解できない感情が、胸の中をぐるぐると巡り続けているのだ。

　――断罪が怖くて、クラウス様の気持ちと向き合うことからずっと逃げていた。でも、さっき初めてちゃんと向き合って、私も自分の中に生まれた変化に気づいた。

　エディにほかの場所へ行くことを提案された時、すぐに行きたいと思えなかったのは、シュトランツ公爵家での日常を、手放したくないと思ったから。

　関わりたくないと思いながら、クラウス様と一緒にいることに嫌な気持ちを抱かなくなったのは、彼といる時間に、どこか心地よさを感じ始めていたから。

　たまにドキッと胸が高鳴るのは……これだけはまだわからない。私はクラウス様にドキドキさせられてはいたけれど、これが好きだからなのか、それとも意識し始めているからなのか、自分でも答えがわからないままだった。




「ねぇニコル。好きってなんだと思う？」

　部屋に戻って、私は気を遣わせてしまったことを謝ったあと、思わずそんなことを聞いてしまった。私より大人なニコルなら、いろんな経験をしていると思ったからだ。

「唐突ね。だけどそんなの、本人にしかわからない感情じゃない？」

「うーん。それはそうなんだけど、好きがどういう感情なのかわからないの」

「……一般的に言われているのは、相手にもっと近づきたいとか、仲を深めたいとか、そういうふうに思ったら〝好き〟ってことらしいけど」

　ニコルの言葉を、私はふむふむと相槌を打ちながら聞く。クラウス様と近づきたいと思ったことは……特にない。

　むしろ離れようと思ったら、侍女として雇われてしまった。仲を深めたら断罪に繋がると思ったから、自分から深めようとは思わなかった。

　私の場合、自分の事情が特殊例すぎて、一般論は参考にならないような気もするが、ニコルの話からすると、私はクラウス様に恋をしていないってことになる。

「あとは、相手といる時にドキドキしたら恋とも言われているわね」

「ドキドキしたら恋なの!?　でも、こんなことされたらドキドキしても仕方ない、って状況もあるじゃない？」

「その場合は、好きじゃない相手だったらドキドキっていうより嫌悪感が湧くと思うわ。たとえば、なんとも思っていない相手に手を繋がれたらドキドキじゃなくて、まず〝なんだこいつ〟って思わない？」

「……あ」

　ニコルに言われて、私は最初の頃、クラウス様に抱いていた感情を思い出した。

　なにをされても言われても響かなくて、嫌悪感はなくても恐怖心でいっぱいで。ある意味、ハラハラドキドキはさせられていたが、ときめきではなかった。

　だけど、クラウス様と街へ行って事件に巻き込まれたあの日から、私は何度か、クラウス様にドキッとする瞬間があった。さっきも手を繋がれた時、緊張はしたけど嫌だと思わなかった。恐怖心だって、微塵も感じなかった。

「でも一緒にいるだけでドキドキはしないし、ああ、やっぱりわかんない！」

　考えれば考えるほどこんがらがる。もう、考えることを放棄してしまいたい。

「恋しかけてるってところじゃないの？　どうせクラウス様となにかあったんでしょうけど、傍はたから見たらあなたたち意味不明よ。また好き同士になるなら、婚約破棄なんてしなければよかっ――」

　頭を抱える私を見て、ニコルは大きなため息をついて私たちへの不満を露あらわにした……が、途中で話すのをやめて、一点を見つめたまま停止している。

「ニコル？　どうしたの？」

「……ごめんなさいねユリアーナ。たとえ話が手を繋ぐだなんて、ユリアーナには幼稚すぎたわよね。まさかあなたたちがそこまで進んでいるなんて……。恋がわからないのに体の関係だけはあるのでしょう？　そんな大人な事情、経験のない私に聞かないで！」

　ニコルはぽっと頬を染めて、慌てて私から視線を逸らした。

「ニコル、なんの話？」

「もう。隠したいなら、そんなところに痕をつけるのはやめてもらいなさい。明日からはワンピースの下に、首の詰まったブラウスを着用することね」

　痕？　首の詰まったブラウス？

　そういえば、さっき首元がちくっとしたことを思い出して、私は鏡の前に立って自分の首を確認した。

　――な、なにこれ。

　襟の上から少しだけ露出した首の上部に、ぽつりと浮かぶ赤い痕。

　こんなもの、最後に鏡を見た時にはなかった。

　赤い痕と、ちくりとした痛み……まさかこれは。

「ユリアーナ、首元のキスマークの意味は〝独占欲〟よ」

　聞いてもいないのに、ニコルが真面目な顔で私に言う。なんでそんなこと知ってるんだろう。いや、それはさておき……。

「やっぱりクラウス様のことなんて好きじゃないっ！　変態公爵っ！」

　あの痛みの正体は、クラウス様だったのか。額だけにキスしたと思わせておいて、こんなことをしていたなんて信じられない！

　そう思うと、尋常じゃないほど心臓が大きく脈打ち始めた。嫌だ。このドキドキだけは、恋だなんて思いたくない。

「いいのよユリアーナ。無理して悪態をつかないで、私にだけは素直になって。いいじゃない、主人と使用人の禁断の恋」

　ニコルは別の方向へ勝手に妄想を広げている。この調子だと、なにを言っても照れ隠しと思われて終わるだけだろう。

　私は毛布を頭からかぶって、ぎゅっと固く目を閉じた。寝てなにもかも忘れよう。全部夢だったんだ。クラウス様からの告白も、首の痕も、私のドキドキも――。

　次の日。起きると私の首にはしっかりと赤い痕が残っていて、すべて現実だったことを、改めて思い知らされる羽目になった。




「クラウス様、どうしてくれるんですか！　おかげでニコルによくない勘違いをされたんですが」

　私はさっそく、朝からクラウス様にクレームを言いにいった。これを見過ごしては、今後も似たようなことをしでかすと思ったからだ。

「おはようユリアーナ。朝から元気だな。……それで、勘違いってなんのこと？」

　それなのに、クラウス様は涼しい顔をして、頭にハテナを浮かべている。

「とぼけないでください。昨日、私の首に……」

「首？」

　ここまできても知らないふりをするなんて、往生際が悪い。

「私の口から言わせないでください。なにをしたかは、本人がいちばんわかってるはずでしょう？」

「ごめん。本当になんのことかわからないんだ。ユリアーナ、首でも痛めたの？」

「……？」

　思いがけない返事をされて、今度は私の脳内にハテナマークが浮かんだ。

「昨日のこと、覚えてないんですか？」

「君に好きだと言って、キスをしたことはもちろん覚えてる。このかわいいおでこにね」

　くすりと笑って、クラウス様は人差し指で私の額を優しく突く。

　……額にキスしたことは覚えているのに、首にもっと大胆なことをしたのは覚えていないってこと？

「……キスをしたのはおでこだけですか？」

　私が聞くと、クラウス様は目を丸くした。

「そうだけど。ユリアーナ、さっきからなにを言ってるんだ？」

　文句を言って反省させるつもりだったのに――私が一方的に勘違いしているような感じで終わってしまった。

　クラウス様……私が怒っているのを知って、わざと知らないふりをしているのかしら？　でも、クラウス様がそんなことでいちいち嘘をつくともあまり思えない。大体、私が怒ったところでいつもクラウス様は楽しそうに笑っているのが通常運転だもの。私が文句を言いに来るところまで見越して、楽しもうとするはずだ。ここ数か月一緒に過ごしていて学んだ。クラウス・シュトランツとは、そういう男なのだ。

「……クラウス様がつけたんじゃないってこと？」

　廊下を歩きながら、私はひとり顎に手を当てて頭を捻った。

　結局その後もクラウス様がキスマークに触れてくることはなく、私自身も、これは虫刺されの痕だったのではないかと思い始めていた。

　それから五日後。今日一日、私は休暇をもらっていた。シュトランツ公爵家は侍女の人数がそれなりに多いため、交代制で休暇日を設けている。突然侍女長から「明日は休みね」と言われることもあれば、前もって教わることもある。今回は後者だったため、私は事前に予定を立てることができた。

　鏡前で髪を梳かして、準備を整える。謎に包まれたキスマーク――もとい、虫刺されかもしれない首の痕は、日が経つにつれて次第に薄くなっていき、今ではうっすらと赤くなっている程度だ。ここまできたら、もう首元の開いた服でもいいだろう。

　私はクローゼットからお気に入りのワンピースを取り出すと、袖を通してさっそく外に出た。今日は、ある人と会う約束をしているのだ。

「ユリアーナ！」

　屋敷の門の前で、約束の相手――エディが大きく手を振っている。

　休暇日が決まった時に、偶然リーゼが屋敷に遊びにきていたので、私はエディと会う機会を作ってもらえないかとお願いした。すると、快く承諾してくれた。

　なぜエディに会いたいかと言うと……きちんと伝えておきたいことがあったからだ。

「エディ！　ごめんね。私から誘ったのに、迎えの馬車まで用意してもらっちゃって」

「構わないよ。誰かに誘われるなんてこと滅多にないから嬉しかった。ほら、乗って」

　乗り込む前に、御者に軽く会釈をした。この馬車はリーゼが手配してくれたのだろうか。それにしては、御者の格好がずいぶんと軽装なのが気になる。

「どうしたんだ？」

「え？　ううん。ありがとう」

　私はエディにエスコートされて、馬車に乗り込んだ。

　……リーゼの家は子爵家で、そこまで裕福ではない設定だった。御者が軽装でも、そんなにおかしな話じゃないか。

「エディは今日、執事の仕事は大丈夫なの？」

「ああ。リーゼ様が気をきかせてくれて、俺にも休みをくれたんだ」

　ここまでしてくれたリーゼには後日、なにかお返しをしてあげなくてはと、強く心に誓った。

「わざわざ貴重な休みに俺を誘うってことは、なにか話したいことでも？」

「うん。よくわかったわね」

「それ以外に理由が見当たらないからさ。そんなことだろうと思って、ゆっくり話せる場所を探しておいたよ」

「本当!?　なにからなにまで助かるわ！」

　正直、街へ降りても私にはなにがどこにあるかちんぷんかんぷんだ。この前もほとんどクラウス様について行っただけで、ひとりじゃ右も左もわからなかった。エディが話せる場所を決めておいてくれて助かった。

　安心しきって馬車に乗っていると、馬車は街へは降りず、森の中へと入っていく。

「……エディ、本当にこっちで合っているの？」

「うん。大丈夫だよ。森の中に、とってもいい場所があるんだ」

　いい場所……湖が見える草原とか、お花畑でもあるのだろうか。しかし、どれだけ走っても、いい場所といえるような景色は見えてこない。屋敷を出て、一時間近く経っている。

「おい。まだつかないのか？」

　私が不安を感じ始めていると、エディが御者に向かって声をかけた。

「すみません。久しぶりなもんでして、道に迷ってしまいました」

「はぁ……もういい。引き返して街へ降りてくれ」

　エディは苛立ったような口調で言うと、私のほうを向いてしゅんと眉を下げる。

「ごめんユリアーナ。こんなことになると思わなくて。まだ新人の御者なんだ。大目に見てやってくれる？」

「平気。だけど、これから引き返すなら結構時間がかかりそうね」

「そうだね。こんな場所で悪いけど、時間を無駄にしたくないから、ここでユリアーナの話を先に聞いてもいい？」

「ええ、そうしましょう。あのね……」

　私は身体ごと横に向けて、しっかり正面からエディと向き合ってから口を開いた。

「エディ、リーゼ様に私がほかの場所へ働きに行きたがってるって話をしたでしょう？」

「……ああ！　うん。ふたりでなにを話してるのか、リーゼ様に聞かれて。もしかして、クラウス様の耳に入っちゃった？」

　こくりと頷くと、エディは「ごめん」と苦笑を浮かべて謝った。

「だけど、執事と会うことは承諾したじゃないか。それに実際、馴染みの屋敷よりほかの場所へ行ったほうが侍女としての経験値も上がるって、自分でもわかってるだろう？　ギフトの力を隠すのはもったいないよ。それに、ひとりじめするのもよくない。ユリアーナの力を必要としている人は、世界中にいるんだよ？」

「世界中に？」

「うん。ユリアーナはもっと広い視野を持って、世界に羽ばたくべきなんだよ」

　ひとりじめをしている気はなかった。だけど、エディの言っていることもわかる。ギフトの力だけを存在価値と思われたくないなんて言うのはただのエゴで、私を必要としてくれる人がたくさんいるなら、そのために働いたほうが人の役に立つのも事実だ。

「でも私、こうも思うの。私の修復魔法があると知れ渡ったら、みんな物を大切にしなくなるんじゃないかって。どうせ壊れても魔法で直せると思えば、物の扱いが悪くなると思うの」

　大事に扱わなかったものまですべて直していたら、それこそキリがない。

「私は本当に私の魔法を必要としている人にこの魔法を使いたい。……壊れたもの、あるいは壊れかけたものを必死でかき集めて、再生したいと強く願う人に。きっと、ティハルトもそれを望んでる。だから私、まだほかの場所へは行かないわ。世界へ行くのは、私がもっと侍女として一人前になってからでも遅くないもの」

　私が今日、エディに伝えたかったことは、エディの期待に応えられないことへの謝罪と。

「ごめんねエディ。執事さんに話をつけてくれたのに申し訳ないけど、私、やっぱりまだ行けない。今日はそれを伝えにきたの。せっかく王家に口をきいてくれるチャンスを私にくれたのに。それと……ありがとう。力になろうとしてくれて」

　私に優しくしてくれたことへのお礼。このふたつ。

「……そっか。わかった。ごめんね。よけいなお節介して、ユリアーナを悩ませちゃった」

「そんなこと！　それに、タイミングの問題もあったっていうか……。もっと早くエディと仲良くなっていたら、喜んで話に乗っていたと思うわ」

「あはは。そういう時期もあったんだね。クラウス様がユリアーナを逃がさないように、そのタイミングで俺と再会しないよう神様にお願いしたんじゃないの？」

「ふふっ。でもクラウス様なら、神様も従わせ……そ、う……」

　あれ？　急に、視界がぐるぐる回り始めた。

　瞼が重くて仕方ない。昨日も早く寝たはずなのに、どうしてこんなに眠いんだろう。

　身体を起こしてられなくて、私はどさりと座っているエディの膝上に倒れ込む。

「ごめ……エディ……すごく……ねむいの……」

　きちんと声に出せているかもわからないが、なんとか口を動かした。

「うん。おやすみユリアーナ。――おい。このまま予定通り森を抜けろ。特殊なギフトを持っているから、高く売れるぞ」

　――売れる？　なにが？　エディ、誰と会話をしているの？

　心の中では呟けるけど、もう声にはならない。

　馬車が走る音も次第に聞こえなくなり、私の意識は完全に途切れた。




「ユリアーナが帰ってこない？」

　学園から屋敷へ戻ってきたばかりの俺に、耳を疑う言葉が飛び込んできた。

「どういうことだニコル。ユリアーナは仕事で外出したのか？」

「いえ。ユリアーナは、今日休暇をもらってるんです」

「休暇……？」

　そんなこと聞いていない。最近忙しかったこともあり、ユリアーナの休暇日まで把握できていなかった。これは俺の失態だ。次からこんなことがないよう、ユリアーナの休暇日は事前に俺に伝えるようイーダに言っておかねば。

「それで、どこへ行くと言ってたんだ」

「場所は私も聞いておりません。ですが、人に会うとは言ってました」

「そいつは誰だ！」

「だから、そこまで存じ上げません！」

　思わず大きな声をあげてしまい、それに乗せられるようニコルの声も大きくなる。

「……すみません。声を荒げてしまって。私が知っている情報は、ユリアーナは十四時くらいに出かけて、少し話をするだけだから、夕方には戻ると私に言っておりました。ですが……まだ戻らなくて」

　今日は放課後に生徒会の資料に目を通していたから、いつもより帰るのが遅くなった。そのため、時刻は既に十九時。これから本格的に暗くなって、もう夜になる時間帯だ。

「ユリアーナのことだから、話が盛り上がっているだけの可能性もじゅうぶんあるかと思います。むしろ、そうであることを願わずにはいられないというか……」

「仮にそうだとしても、相手は誰なんだ。エーデルの屋敷に連絡は入れたか？」

「はい。既に。しかし、本日は屋敷へ来ていないと仰っていました。〝娘になにかあったのか〟とえらく心配なされていたので、一応なにもないと答えたのですが……」

　エーデルの実家に帰ったわけでもなければ……誰と会っているんだ？　仮にも長い間婚約者をやっていたから、ユリアーナの交流関係はそれなりに把握している。

　彼女が親しくしていたのは俺と、学園の取り巻き令嬢ふたり。それとユリアーナを溺愛しまくっている家族ぐらいしか思い当たる節がない。取り巻き令嬢は今日も学園に通っていたから、彼女たちに会っていたわけがない。

「学園の生徒とシュトランツの者以外に、ユリアーナが親しくしていた人物……？」

　その時、俺の頭にふとひとりの人物が浮かび上がった。リーゼの執事――エディだ。そういえば、昨日リーゼが俺にこう言ってきた。

『ユリアーナ様を早めに取り戻さないと、誰かにとられちゃうかもしれませんよ』と。

　普段俺を煽るような発言を一切しないリーゼがそんなことを言うなんて、おかしいなとは思っていた。もし、ユリアーナが今日エディと会っているんだとしたら、リーゼはそのことを知っていて、俺にあんな発言をしたのでは……？

　それにこの前、俺の早とちりでユリアーナを問い詰めた際に、彼女は『エディの誤解を解かなきゃ』と言っていた。もしかすると、話をつけにいった可能性もある。

　まだそうだと決まっていないが、ユリアーナと会っているのがエディだと思うと、俺はいてもたってもいられなくなった。

「……俺相手にあの執事……いい度胸だ」

「ク、クラウス様？」

　ユリアーナが生徒会室に来たあの日。たかだか一時間そこらで、あのふたりはやたらと距離が近づいていた。なによりエディがユリアーナに向ける眼差しが、死ぬほど気に食わなかった。いつも死んだ目でリーゼの後ろに立っているくせに、あの日は目に光が入っていたんだ。それも、ユリアーナと話している時だけ。

　――あいつ、ユリアーナに惚れているんじゃないか？

　バザーの時だって、絶対にあいつはユリアーナを探していた。最初に刺繍を教えた日は、ユリアーナを廊下に連れ出していたし……挙句、ほかの場所で働く勧誘までしていた。あいつは、俺からユリアーナを引き離そうとしたんだ。

　ユリアーナは美人で、スタイルも抜群だ。婚約者時代の時から、黙っていれば学園イチと言ってもおかしくないほどいい女だと、ひそかに思っていた。

　そんなユリアーナの唯一の欠点、中身が改善された今、彼女に恋心を抱く身のほど知らずが現れるのは仕方のないことだ。俺という圧倒的存在を前に、そいつらをひれ伏させればいいだけの話。

　実際に、屋敷でユリアーナを見て顔を赤らめていた執事も、生徒会室で目の前の作業よりユリアーナにうつつを抜かしていた男子生徒もみんな、陰で俺がそうやって潰してきた。それでも次から次へと現れるユリアーナと近づきたいと思う学園の輩は、マシューにピックアップさせて俺が直々にユリアーナは諦めろと釘を刺しに行ったくらいだ。

　バザーにユリアーナを連れていかなかったのも、ユリアーナとは一緒にいたいけど、彼女がこれ以上ほかのやつに笑っているところは見たくなかったから……。

　それなのに、あんな地味なやつが俺よりも先にユリアーナの休暇を一緒に過ごしていたのだとしたら。

「ニコル、俺は今から馬でユリアーナを迎えに行く」

「えぇっ!?　でも、どうやって」

「心配ない。俺なら……ユリアーナの居場所を、確実に特定することができる。まだ効力が続いていれば、だけどね」

　――以前、リーゼからユリアーナがほかの場所へ行こうとしているなんて不穏な話を聞いた際、俺は念のため、ユリアーナにとある方法で追跡魔法をかけていた。

　魔法をかけてから、もう約一週間過ぎているが……頼む。持ちこたえていてくれ。

　俺は屋敷の馬小屋に走り、愛馬のアドルフを繋いでいるロープに手をかけた。すると、そこに見覚えのない馬が並んでいることに気づく。……俺が乗っているアドルフはグレーがかった白馬なのだが、その馬はアドルフよりも遥かに真っ白な毛色をしている。

「……父上が新たに飼ったのか？　それにしても、すごく綺麗な色をしているな」

　見覚えのない白馬に誘われるように、俺は無意識に手を伸ばした。真っ白な身体に触れそうになったその瞬間、魔法のように白馬は消えた。

「……!?」

　今のはなんだ。たしかにそこに、馬がいたはずなのに。

「悪いけど、僕は野郎に触られる趣味はないんだ」

　今度は後ろから、聞いたことのない男の声がする。振り返ると、さっき見た馬と同じ色の、長髪の男が立っていた。……まさか、白馬の正体はこいつなのか？　だとすれば、俺は悪い夢を見ているようだ。

「……誰だ？　まさか、お前がユリアーナと会っていたんじゃあ――」

「残念。だったらよかったんだけど、マイプリンセスユリアーナが会っていたのは、残念だけど別の男なんだ」

「……なに？」

　マイプリンセスっていうのが引っかかるが、今はユリアーナの居場所以外の情報を、この不審者から聞き出すほうが先だ。

「お前、ユリアーナがどこでなにしてるか知ってるのか？」

「知ってるよ。彼女が今――男たちに攫さらわれてピンチだってこともね」

「……攫われた!?　エディと一緒にいたんじゃないのか……？」

　こいつが言っていることが本当なら、俺が思っていたよりも数百倍、事態は深刻だ。一刻も早く、ユリアーナに追いつかなければ。

「今〝は〟、エディと一緒にいないよ」

〝は〟の部分を強調して、謎の男は俺の考えが的外れだというように鼻で笑う。しかし、今日一緒にいたという考え自体は当たっていた。やっぱりあの執事、ユリアーナの貴重な休暇を共に過ごしていたんだ。

「おい。さっきから全部知ったふうに話してるが、攫われた場面を見たならどうして助けなかった！　ほかにユリアーナのことで話していないことがあるなら早急に全部吐いて、ないならさっさと消え失せろ」

　ユリアーナが攫われたというのに、へらへらしているこいつの態度が死ぬほど気に食わない。

「散々な言い草だな。せっかく男嫌いの僕が、ユリアーナのためを思って百年ぶりに野郎の前に姿を現したっていうのに」

　百年ぶり？　どう見ても、見た目は二十代の青年だ。

「……ん？　お前、まさか」

「気づくのが遅いな。それでも魔法学園の首席か？　クラウス・シュトランツ」

「お前は……精霊ティハルトか」

　ユリアーナとリーゼにギフトを授けた、エルム王国に棲みつく精霊。極度の男嫌いで、気に入った女性の前にしか姿を現さないと聞いていた。

「僕がユリアーナを助けられないのは、精霊にも制約があるからだ。僕の場合は、ギフトを授けること以外で、その人の人生に深く干渉はできない。助けたくても、助けられないのさ」

「……自分で助けられないから、嫌々俺の前に姿を現したと。そういうことだな？」

「状況把握力が急に高くなったな。その通り。僕はユリアーナのことを気に入っててね。彼女はこれまで僕がギフトをあげた女性たちと違って、むやみやたらギフトに頼らず、ちゃんとギフトの本質を理解しようとしてくれている。……このまま人攫いによってこの王国から去られては、次いつ会えるかわからなくなるだろう？　だから僕の代わりに、悪者を退治してほしいんだ」

「退治？」

「ああ。お前にギフトを授けよう」

　ティハルトは、俺にギフトをくれると言い出した。姿を見られただけでも希少なのに、ギフトまで授けようとするなんて……この期に及んで、嬉しさよりも、そんなにユリアーナを気に入っているのかという嫉妬心のほうが勝っている俺がいる。

「このギフトは、今のお前を現すギフトそのものだ。ちょうどよかったね。僕は、その人物に合ったギフトしかあげないからさ」

「今の俺を現すギフト……？」

「さあ、もらうも断るもお前次第。早く決めろ。時間がないぞ」

　どんなものかはわからないが、ギフトをもらえば、ユリアーナを救うことができる。もう迷っている暇はない。だったら俺は――。

　覚悟を決めて手を伸ばした先にあるのは光か闇か。いや、どっちだって構わない。

　待っててくれユリアーナ。すぐに俺が白馬に乗って迎えに行く。俺たちを引き離そうとするものは、なにもかもこの手でぶっ壊してやる。










10　たとえ壊れたとしても




　不規則に起こる揺れと、身体の痛みで目が覚める。

　――あれ。私、エディと馬車に乗って……どうなったんだっけ。

　知らぬ間に床に転がされていたようで、身体の痛みはそこからきているのだと悟る。

「……エディ？」

　起き上がって声をかけるも、返事もなければ姿も見えない。

　それに、なんだか様子がおかしい。私が乗っていた馬車はこんなに広くなかったし、暗くなかった。馬車は未だに音を立てて、でこぼこな地面を走るたびにガタガタと板の音を軋きしませながら走り続けている。

　窓もなく、外を見ることができない。ここがどこで、今が何時なのかもわからない。

「嬢ちゃん、お目覚めか？」

　暗い車内の奥のほうから、しゃがれた声が聞こえた。

　目を凝らして声のしたほうを見る。すると、突然眩しい光が視界に差し込んできた。

「……あなたは！」

　私に話しかけていたのは、さっきまでエディと乗っていた馬車の御者だった。手に灯りを持って、私のほうへ近づいてくる。さらに、ほかにもふたりの男が、同じ馬車に乗ってあぐらをかいているではないか。

　ふたりとも御者と同じような軽装で、ニタニタと薄気味悪い笑みを浮かべ私を見ている。ひとりはものすごく大きな身体をしていて、私はその威圧感に身震いしながらも、必死に口をぱくぱくと動かした。

「ど、どうなっているの？　エディはどこ？　あなたたちは誰なの？」

「質問が多いなぁ。エディならもういないぜ。オレたちに嬢ちゃんを引き渡して、とっくに帰っちまったよ」

「……どういうこと？」

「そのまんまの意味だ。嬢ちゃんはエディに売られて、これからオレたちにも売り飛ばされるんだよ」

「特別な魔力を持ってるんだって？　こりゃあ、奴隷として相当高く売れるなぁ」

　黙って座っていた中のひとりが、私を舐め回すように見ると喉を鳴らして笑った。

　エディに売られた？　私が？

　あの時、急に馬車で眠くなったのもエディのせい……？　そういえば、街へ引き返す時に、エディから飲み物を渡された。あの中になにか盛られていたのか。

「嬢ちゃんもかわいそうだな。おとなしくエディの言うことを聞いて王家に行く道を選べば、オレたちみたいな人攫いに捕まることもなかったのに」

「いやいや、王家に働きに行ったって、魔力を毎日消費させられて終わりだ。奴隷と変わらねぇよ」

「それもそうか」

　どっと男たちが声を揃えて笑い出す。

　つまりこの男たちは人攫いで――私は奴隷として売り飛ばされるために、ここに閉じ込められてるってこと？

　状況を理解すると、一気に血の気が引いた。

　――人攫いによって外国に売り飛ばされて奴隷になるなんて……バッドエンドじゃない！　断罪よりはマシだけど……！

　いったい全体、なにが私の運命をこうしてしまったのか。小説ではユリアーナは黒幕で、退場しなければならない存在だったのに、私が好き勝手動いたせいでいろんな改変が起きてしまった。それでもユリアーナを追い出したいって強制力が働いて、私を断罪ではなく追放という形で退場させようってこと!?

　それとも単に――私はエディに、恨まれるようなことをしていたんだろうか。

「そんなに怯えて、かわいいなぁ」

「魔力を持ってなくたって、このレベルの女を好き勝手できるなら相当な値がつくぞ」

　男三人からの視線が同時に、私の全身に纏わりつく。非常に不快だ。

　人身売買を生業としている最低なひとたちに、私の人生を勝手に変えられたくない。奴隷になるために、ユリアーナに転生したんじゃない。

　――ここから逃げなきゃ。みんな、どうせ私にはなにもできないって舐め切っている。絶対に、逃げ出すチャンスは生まれるはず。

「おい。ここからまた長いこと夜道を走ることになる。ここらで一回休憩させてくれ」

　すると、馬車を走らせている男が声をあげ、休憩を要請した。御者もいれると男たちは全部で四人。……私ひとりで振り切れるか不安だが、やるしかない。

　馬車は道中で停止して、酔いがまわりそうなほどの揺れが一時的に収まる。

「メシでも食うか。今朝街で盗んだパンがどっかにあったような……」

「おい。これ、いつのパンだよ。腐ってやがる」

　男たちは布袋をごそごそ漁り、ひとりがカビの生えたフランスパンを見つけて私のほうへ投げてきた。

　パンは衝撃で割れ、私の前にフランスパンの残骸が広がる。

　……お金も払わず盗んだくせに、なんてもったいないことを。

「嬢ちゃんはそれでも食ってな。日頃いいもん食べてんだから、たまにはそういうのもいいだろ」

　相変わらず下品な笑い声をあげて、私をいびって楽しむ人攫いたち。腐ってない普通のパンとお酒を飲みながら、下世話な話に花を咲かせている。

　こんな非常事態でも、パンの香りを嗅ぐと自然とお腹が鳴った。そういえば、今日は十二時に昼食をとってからなにも食べていない。もし逃げ出せても、空腹で力尽きたら意味がない……あ。

　私は投げられたパンに目をつけて、こっそり身体の後ろにパンのかけらを集めた。

　そして後ろ手に手袋を脱ぎ、修復魔法を発動すると――腐ったフランスパンは、乾燥したカチカチの状態のフランスパンへと姿を変える。……元々失敗作なのか。想像していた焼きたての状態には戻らなかった。しかし、念のためありがたくちょうだいすることにしよう。

　馬車が止まって、奴らも油断している今がチャンスだ。タイミングを見て、ここから飛び出そう。出口は……あった。でも、あの巨漢の男が前にいて邪魔だ。

　急がば回れっていうけど、強行突破以外思いつかなかった私は、男たちが私から目を離している隙をついて走り出した。

「あ、おい！　逃げるな！」

　男たちが追いかけてくる。私は咄嗟に近くに落ちていた木箱の破片に修復魔法をかけた。

「わあっ！」

　破片は突如として大きな箱となり、私とエディの御者を務めていた男は思い切り木箱にぶつかって後ろに倒れ込んだ。

「おいクソアマ！　なにしてんだ！」

　今度は別の男に後ろから髪の毛を引っ張られる。

「いやぁぁ！　離してっ！」

　私は右手にフランスパンを持ったまま、相手から逃れるために暴れていると、大きく長いフランスパンが、相手の後頭部にクリティカルヒットした。……失敗作のため通常よりカチカチになっていたことが、こんな場面で役立つとは。非常食の予定だったのに、まさか武器として使えるなんて……。

　思い付きとまぐれでふたりの男から逃れた私は、このまま巨漢の男もなんとかかわしてやろうと、出口に向かって再度足を走らせた――が、男は心底怒った様子で、指をボキボキと鳴らしながら私にゆっくりと歩み寄ってくる。

「ふざけた魔法で、よくも仲間たちをコケにしてくれたなぁ」

「……こ、来ないで。お願い。ここから出して」

　男は私が持っているパンを奪うと、片手で握り潰した。パンはバキバキと音を鳴らして、またもや悲惨な姿に戻されてしまった。

　――とんでもない怪力だ。こんなのに捕まったらひとたまりもない。

「もう逃げられないように、足の骨一本くらい折っとくか？」

「や、やめて……！」

　男は私を押し倒すと、ものすごい力で身体を押さえつけてくる。

　――怖い。このまま……私は奴隷として売られちゃうの？

　そんなの嫌。せっかく夢を見つけて侍女になったのに。健康な身体に生まれて、大好きな小説の世界で……ユリアーナとして幸せな人生を送るんだって。

「助けて――クラウス様！」

　どうしてか頭にクラウス様の姿が浮かんで、私は大声で叫んだ。

　すると、急に全身に大きな重力がかかる。

「……っ？」

　見ると、巨漢の男が私の身体の上で気絶していた。……なんで？

「大丈夫か？　ユリアーナ」

　ぽかんと口を開けていると、頭上から馴染みのある声が聞こえて、私は顔を上げた。

「クラウス……さま……」

　信じられない光景に、またもや開いた口が塞がらない。

「俺が来たからには、もう大丈夫だ」

「どうして、ここがわかって……」

「それはあとで種明かしするよ。それより、早くここから逃げよう。……おいお前、いつまでユリアーナの胸で眠りこけてるんだ。汚らわしい」

　そう言って、クラウス様は眉間に皺を寄せて巨漢の男を私の身体の上から引っぺがした。重力がなくなって、途端に呼吸がしやすくなる。

「行こうユリアーナ」

「……はい！」

　私は差し出されたクラウス様の手を握って、馬車から脱出する。出口はクラウス様が魔法で破ったのか、大きな穴が開いた状態になっていた。当然直してあげる義理などないため、そのまま放置しておく。

「おい、どうなってるんだ!?」

　すると、馬車を操っていた男が異変に気づき、御者台から降りて私たちのところまで駆けつけてくる。仲間が皆やられているのを見て、男は愕然としていた。

「……お前は何者だ？　殺されたくなければ、女を置いてさっさとどっか行け！」

　男はクラウス様を見て身体を小刻みに震わせつつも、ポケットからナイフを取り出すと、それを突きつけて脅しにかかる。先の尖った鋭利な刃物を見た瞬間、思わず私は怯んでしまい、クラウス様の手をより一層強く握った。

「そんなへっぴり腰で、ナイフを扱えるのか？　自分に自信がないから、そんなもので脅すしかないんだろう？」

「う、うるせぇ！　本当に刺すぞ！」

「やってみろ。その前に――俺がお前を燃やしてやる」

　そう言うと、クラウス様は男の顔面に躊躇なく火の玉を放った。男の髪は一部分チリチリに燃え、焦げた匂いが風に吹かれて、私の鼻を掠めた。

「ちっ……外したか」

「……お、お前！　この国では魔法で人を傷つけることは、法律で禁止されてるんだぞ！　俺を燃やしたら、お前は即犯罪者で地下牢行きだ！」

「人攫いだって立派な犯罪だろう。俺はさ、今すっごく怒ってるんだ。本当なら馬車ごと燃やして、お前たち全員地獄に送ってやってもいいんだぞ」

「ひ、ひぃ……！」

　クラウス様が目で人を殺せるんじゃないかってほどの怖い睨みを利かせると、男はナイフをしまって御者台に上がり、仲間を乗せた馬車を走らせ森の奥へと消えていった。

「た、助かった……」

「おっと、平気か？　ユリアーナ」

　人攫いから解放された安心感からか、腰が抜けて立てなくなった私をクラウス様が支える。

「クラウス様――私……怖かった」

　急に怖さがフラッシュバックして、視界が滲んでいく。なんとかひとりでも自分を奮い立たせていたものの、内心、怖くてたまらなかったのだ。

「うん。よく頑張ったね。もう大丈夫だ」

「うっ……」

　クラウス様は私を胸に抱き寄せると、安心させるように優しく私の頭を撫でてくれる。そのリズムと温かな体温が心地よくて、だんだんと落ち着きを取り戻していく。

　――クラウス様の顔を見た時、心の底からホッとした。そして今も、クラウス様から離れたくないと思っている。私、こんなにもクラウス様に会いたかったんだ。

　私は自然と、クラウス様の背中に腕を回していた。

「ご、ごめんなさい。心配かけてっ……またクラウス様を危険な目に遭わせてっ……！」

　街に降りた時も、私のせいで事件に巻き込んでしまった。それなのにいつも、クラウス様は私を責めずに、笑ってそばにいてくれる。自分のことを顧みず、私を優先して助けてくれる。

「心配とか、休暇を俺以外の男と過ごしたことへの怒りとか……いろんな気持ちがあったけど、君の顔を見たら全部吹き飛んだ」

「……クラウス様」

「ねぇ、今日一日、なにがあったんだ？　どうして人攫いなんかに捕まった？」

「それは……」

　私はありのままを話そうとして、口をつぐんだ。エディの名前を出すかどうか悩んだからだ。

「途中まで、エディと一緒だったんだろう？」

「！　なぜそれを……あ、リーゼ様に聞いたんですか？」

「いいや。ティハルトから聞いたんだ」

「ティハルト!?　クラウス様、ティハルトに会えたんですか!?」

　クラウス様は「俺もびっくりしたけど」と言って頷いた。ティハルトが同性の前に姿を現すなんて、かなりすごいことなんじゃあ……。でも、どうしてティハルトはクラウス様の前に現れたのだろう。

「君が危ないから助けてくれって頼まれたんだ。そこで、途中までエディと一緒にいたことを聞いた。そもそも俺はティハルトに会う前まで、ユリアーナはエディと休暇を楽しんでいるんだと思っていたんだ。だから即刻連れ戻してやろうとしたんだけど……まさか、こんなことになってるなんてね。どちらにせよ、追いかける判断をしてよかったよ」

　私が危ない状況にあることを、ティハルトがクラウス様に伝えてくれたんだ。そうでなくても、クラウス様は私のところへ来る気満々だったみたいだけど――なにはともあれ、バッドエンド目前の私を救ってくれたのは、クラウス様とティハルトってことに間違いはなさそうだ。クラウス様は元より、ティハルトにもまた会えたら、絶対に感謝の気持ちを伝えよう。修復魔法が脱出に役立ったことも報告しないとね。まぁ、精霊のティハルトにはすべて見られていたのかもしれないけど。

「クラウス様は、ティハルトとおしゃべりしただけで終わったんですか？」

「いいや。ギフトの話を持ち掛けられたよ。ギフトの力があれば、ユリアーナを助けられるって」

「ギフト!?　じゃあ、クラウス様も特殊魔法の使い手に……？」

　小説で、クラウス様はティハルトと会うことすらなかったため、当然ギフトは手にしていなかった。ただでさえ魔法学園の首席で、魔力の高い秀才のクラウス様がギフトまで授かったら――とんでもない魔法使いになるんじゃなかろうか。もはや、ヒロインのリーゼすら超越しそうな勢いだ。

「俺はギフトをもらわなかったんだ」

「……え？」

　予想外な回答に、私は目をぱちくりさせる。てっきり、ギフトをもらったとばかり思っていた。

「だって癪じゃないか。ギフトがないと、俺はユリアーナを助けられないと思われているなんて。だからはっきりと言ってやったよ。〝お前のギフトに頼らなくても、俺ひとりでユリアーナを守ってみせる〟って」

　そんな理由で、二度とないであろうギフトチャンスを棒に振ったなんて。クラウス様はどこまでもクラウス様だなぁと、私は尊敬の念すら抱いた。

「実際に、あの身体だけ大きな男は雷魔法を込めた手で首の後ろを掴んだらすぐ気絶したし、ナイフのやつも火を見ただけで逃げ出しただろう？　ギフトなんかなくたって、俺は自分の魔法の腕だけでユリアーナを救えるんだ」

　あの巨漢の男が倒れたのは、そういった理由があったのか。そんなセルフスタンガンみたいな戦法は初めて聞いた。それに、街で泥棒相手には直接的な魔法攻撃を我慢していたのに、今回は迷わず使ってくれた。そのなりふり構わずな姿勢のおかげで、私は傷ひとつなくここにいられているのだと思う。

「そういえば残りふたりは既に倒れていたけど、ユリアーナがやっつけたのか？」

「あぁ。はい。修復魔法をうまく利用して――」

「へぇ！　すごいな！　どうやったんだ？」

「巨大木箱を出現させたり、フランスパンで殴ったり……そんな感じです」

「……よくわからないけど、ユリアーナの戦い方はどこかメルヘンだな」

　この世界自体がファンタジーなんだから、戦い方にメルヘン要素が生まれるのは仕方ない。それにしても、あのフランスパンは奇跡だった。護身用として一本持っておきたいから、今度マルコさんに頼んでみようっと。

「でも、クラウス様がもしギフトを受け取っていたら、どんな特殊魔法だったのかちょっと気になりますね」

　クラウス様に合ったギフトが、なかなか想像つかない。ティハルトの目にクラウス様はどう映って、どんなギフトをあげる予定だったんだろう。

「今の俺を現すギフトだって、ティハルトは言ってたな。でも――ろくなものじゃなかったと思う。だってあの時は生きてきたなかでもいちばん心が荒れていて、ユリアーナと俺の邪魔をするものは、すべて壊してやるって考えしか頭になかった」

「……うん？」

「今でも思ってる。俺からユリアーナを奪うやつがいたら容赦しないし、もしユリアーナが俺以外の男を選ぶなら……この世界ごと全部、壊してしまいそうだ」

　私は思う。クラウス様の考えは、破滅を辿った悪役令嬢ユリアーナの考え方にそっくりだと。自分のものにならないクラウス様と、そんな彼に愛されたリーゼを手にかけようとした、破壊のギフトを持ったユリアーナに――。

　もしギフトを授かっていたら、クラウス様が破壊のギフトをもらっていたりして……。そうなったら、この世の終わりだったわ。クラウス様が暴れだしたら、誰にも止められる気がしないもの。

「それよりユリアーナ、俺の種明かしの話は聞かなくていいの？」

「あっ！　そうでした。どうやって私の居場所を特定したんですか？」

　自分ですらどこにいるかわからないような、深い森の中だったのに。

「――これのおかげだよ」

　クラウス様は私の首にある、うっすら残った赤い痕をちょんっと突く。

「これって……クラウス様、なにも知らないって」

「ああ、あれは知らないフリをしていたんだ。だって、勝手に追跡魔法をかけたなんて言ったら君は怒るだろう？」

「追跡魔法……!?」

　もはや虫刺されと思っていたものが、そんな効果を働いていたなんて。ということは――。

「やっぱりこれをつけたのは、クラウス様だったんですね!?」

「ああ。でもこれがいちばんいい方法だったんだ」

　クラウス様は言う。

　私が屋敷から出て行くんじゃないかと不安になり、魔法学園の無属性魔法を得意とする先生に追跡魔法のかけ方を教えてもらったと。

　まず追跡魔法は、対象となる相手に魔法をかける側がなにかしらの〝傷痕〟をつけて、そこに追跡魔法をかけなくてはならない。そしてその効力は、傷痕が消えるまで持続する。少し呪いのようなやり方に近いのは、元々誰かを追跡するという魔法自体が、昔の呪術などを参考にしているからなんだとか。

「俺がユリアーナを傷つけるなんて絶対にできない。でも、追跡魔法を諦めることもできない……その時思いついたんだ。キスマークだったら、ユリアーナに近寄る輩にけん制もできるし、魔法もかけられて一石二鳥だってね」

　プラス、私はこの痕を見るたびにドキドキさせられたってことは、クラウス様には内緒にしておこう。というかその二択を迫られた時にどちらも諦めず、キスマークに辿り着いたクラウス様はやはり策士だ。

「まだ残っていて助かった。消えていたら、ユリアーナの居場所を特定できなかった」

「……勝手にキスマークをつけたことには怒ってますけど、そうですね。今回ばかりは、これに助けられたから見逃します。でも、勝手に追跡魔法なんて今後はかけないでくださいね！」

「一応気をつけてはみるよ」

　あ、これ、絶対にまたやるつもりだ。

　もう手口はわかってる。二度目はすんなりいかせないんだから。

「だけど本当に――もう二度と君に会えなくなったらと思うと、生きてる心地がしなかった。暴漢に組み敷かれているユリアーナを見た時、ぷつんとなにかの糸が切れたような音がして……あれは、俺の心が壊れた音だったんだと思う」

　クラウス様は両手で私の頬をふわりと包むと、暗闇でも輝いて見える金色の瞳を細めて、悪戯っぽく笑った。

「……君の力で、俺の心を優しく直してくれる？」

　冗談めいた言い方なのに、どこか切なげな声が色気を醸し出している。

　瞳はしっかり私を捉え、離そうとしない。……だ、だめ！　これ以上見つめ合っていると、おかしくなりそう。

「わ、私が直せるのは、目に見えて触れる物だけです……！」

「そっか。残念。だったらせめて、少しでも感じて？　君のことを好きすぎて、壊れてしまった心の音をさ」

　クラウス様はそう言うと、私を自分の胸に強く抱いた。トクントクンと脈打つクラウス様の鼓動は、壊れたとは思えないほど心地のよいもので。私はしばらくクラウス様の胸に顔を寄せながら、次第に自分の鼓動が速まるのを感じていた。




　それから、クラウス様の愛馬に乗ってシュトランツの屋敷へ戻った。

　森の中といってもそこまで奥には進んでいなかったようで、帰るのにそこまで時間はかからなかった。

「クラウス！　ユリアーナ！　無事だったんだな！」

「マシュー様……？　リーゼ様も！」

　屋敷の前では、ニコルのほかにマシューとリーゼも待機してくれていた。ニコルに話を聞いて、心配して駆けつけてくれたらしい。ふたりが到着した頃には既に、クラウス様は馬に乗って屋敷を飛び出していたようだ。

「ユリアーナ様、ご無事でなによりです！　話を聞いた時は驚いて……」

「心配かけてごめんなさい。ありがとうリーゼ様」

「ユリアーナ。なにがあったの？　怪我は――ないみたいね。よかったわ」

　馬から降りると、すぐにリーゼとニコルが駆けつけてくれた。

「それが、人攫いに捕まっちゃって……」

「人攫い!?」

　ニコル、リーゼ、そしてマシュー、三人の声が綺麗に重なる。

「いったい誰がそんなこと――エディ、途中まで一緒にいたんでしょう？　なにか怪しい人物を見かけなかったの？」

　リーゼが門前の灯りの届いていない方向を見ると、暗闇の中にエディの姿があった。きっと、リーゼに連れてこられたのだろう。

「……エディ」

　名前を呼んでエディのほうを見ると、エディはばつが悪そうに目を逸らす。エディは、どこか諦めたような顔をしているようにも見えた。

「人攫いがこんなに近くにいるなんて怖いな。被害届を出して、騎士団の取り締まりを強くしてもらったほうがいい。それにユリアーナの服についた指紋も採取して、犯人捜しを徹底したほうが国の治安のためだ」

　マシューの言葉に、私とエディ以外の三人は納得したように頷く。クラウス様に至っては、さっきからずっとエディのことを睨みつけている。

　――そういえば、エディの名前は挙がったけど、そのままティハルトの話に流れていっちゃったのよね。だからクラウス様も結局、どのタイミングで私が人攫いに攫われたかを知らないままなんだわ。

「……そこまでしなくても大丈夫です！　私、犯人の顔全然覚えてないし、彼らもクラウス様と私に打ちのめされて、再起不能になってると思います！」

　私は犯人捜しの話を拒否した。そんなことをしたら……エディも捕まってしまう。

「そんな、ユリアーナ様。怖くないのですか？　また同じような目に遭うことがあれば……」

「次からはそう簡単に捕まらないので。今日は、私がエディと別れたあと、ひとりで眠りこけちゃったのが原因なんです。余所行きの格好をしていたから、どこかの令嬢と間違えられて、人攫いに狙われたんでしょう」

「……そうなのエディ？　ユリアーナ様は、エディと一緒にいる時はなんともなかったの？」

「えっ……それは……」

　エディはあきらかに、私が言っていることに動揺している。私がエディに眠らされたことを暴露するとでも思っていたのだろうか。

「だって私たち、今日は楽しくお茶をしただけだもの」

「楽しくお茶をしただけ？　それだけでも、人攫いと同じくらい重罪だろう」

「クラウス様は少し黙っててください」

　クラウス様だけは、なにをしてようがエディを許さないと言うスタンスなのが厄介だ。それにお茶をするのと人を攫うのは、どう考えても同じではない。大前提に、お茶をすることは罪でもなんでもない。

「……俺は犯人捜しに関しては、ユリアーナの意思を尊重するよ。腑に落ちないところはたくさんあるけど、ユリアーナがそう言うなら、俺は真実がどうあれそれを真実とみなす」

　エディが事件に少しも関わっていないはずがないと、クラウス様は勘付いていて、そして私がエディを庇おうとしていることもきっと見透かされている。

　全部ふまえて、私のしたいようにさせてくれるのは、クラウス様なりの優しさなんだと思った。

「皆様、とりあえずここでずっと話すのも疲れると思いますので、一度中へどうぞ。ユリアーナとクラウス様は衣服に汚れがありますので、入浴とお着替えの準備をしておきます」

「そうだな。ニコルの言う通りにしよう。俺としても、ユリアーナを早めに休ませてやりたい」

　ニコルの配慮で、一度話し合いはここで終わる流れになった。もしかして、私が犯人捜しを嫌がっているのを察してくれての行動だろうか。

「だったらもう時間も遅いし、俺たちは帰るよ。……とにかく、ふたりが無事に帰ってこられたのがいちばんだ。もしきちんと捜査をしたいってなら協力するからいつでも言ってくれ」

「私も、できることがあればなんでもします！　……あっ」

　マシューに続いてリーゼも親切心を見せてくれたところで、リーゼはなにかに気づいたように、私のところまで小走りする。

「ユリアーナ様、首元に虫刺されのような痕があります！　痒そうなので、私の魔法で治してさしあげますね」

「お、おいリーゼ！　よけいなことを――！」

　クラウス様が止めに来る前に、リーゼは私の首に手をかざして、リーゼがギフトをもらい使えるようになった〝聖魔法〟を発動させた。

「はい。綺麗になりましたよ。まったく、こんなところを刺すなんて悪い虫ですねっ」

「……ええ。本当に」

　リーゼは天然で発言しているのはわかっているのだが、面白くて笑いをこらえるのがたいへんだ。ニコルに至っては、俯いて肩を震わせている。こうしてリーゼの魔法により、私にかけられた追跡魔法は効果を完全に失った。




　その後、私が人攫いに遭ったことは屋敷の一部の人間にのみ共有され、それ以上事を大きくしない方向で定まった。これはエディのためではなく、私が平和に侍女生活を続けるためだ。ギフト能力を狙われて人攫いに遭ったなんてことが実家にバレたら、過保護な家族たちは私を呼び戻して、二度と侍女として奉公に行かせてはくれないだろうから。

　睡眠薬を盛られたり、固い床で長時間寝かされたり、人攫いと戦闘させられたりで私の身体は疲れ切っているはずなのに、なぜか深夜になっても目が冴えていた。

　いろんなことがありすぎたせいで、逆に興奮して眠れないのだろうか。寝返りを打ってニコルが寝ているベッドのほうに視線をやると、ニコルは仰向けの状態でぐっすりと眠りについていた。規則正しい寝息を聞きながら、ひたすら天井を見つめていると、いつの間にか外は少し明るくなり始めていた。

　……五時か。結局眠れなかったな。

　どうせこのままベッドに潜っていても眠気はやってこないと判断し、私は音を立てずにベッドを抜けると、一足先に制服に着替えて部屋を出た。

　昨日はみんなに心配をかけたから、罪滅ぼしに朝から掃除でもしよう。庭園ならまだ誰もいないだろうし、朝日を浴びながらの掃除は気持ちよさそうだ。

　花に水やりをするのはまだちょっと早いし、草むしりでもしようかな。

　庭園内で雑草が多めに生えているところを探して、屈んで草を根っこから引き抜いていると――。

「こんな朝から働くなんて、侍女の鑑だな」

「……エディ」

　エディは私と向かい合うように屈むと、同じように手を伸ばして草むしりを始めた。

「懐かしい。こんな仕事、最近してなかったなぁ……」

　手袋をせずに雑草を触っているから、あっという間にエディの手は土まみれになる。私はポケットからハンカチを出してエディに渡すと、エディは無言でそれを受け取った。

「なんでここにいるのエディ。昨日、リーゼ様と一緒に屋敷に戻ったはずでしょう？」

「戻ったよ。でもどうしてもユリアーナに聞きたいことがあって、引き返したんだ」

「えっ……じゃあ不法侵入ってこと……？」

　これ以上罪を重ねられては、さすがの私も庇いきれなくなるわと思っていると、エディは慌てた様子で言う。

「違う！　ちゃんと門番小屋のところまで行って事情を説明した。そうしたら、遅いから明日にしてくれって。俺も仕事があるから、早めに行ってギリギリまでユリアーナを待とうと思ってたら、まさかこんな早くに出てくるなんて」

「結果オーライじゃない。なんだか眠れなくて……。エディが話したいことって、昨日のことでしょう。ちょうどいいわ。私もそのことについて、エディの口から真実を聞きたかったの」

　人攫いたちは、エディが私を自分たちに売ったと言っていた。そして、エディの話に乗って王家に勤め先を変更していたら、こんなことにはならなかったとも。

「……ユリアーナを眠らせて、あいつらに引き渡したのは俺だよ。もしユリアーナが俺の提案――近隣国の王家に行くって話を断ってきたら、そうするって決めてた。ユリアーナに話があるって誘いを受けた時点で、断られるのは悟ってたんだ。だから、最初からあいつらと手を組んで、ユリアーナを馬車に乗せた」

「そう。じゃあ、あの御者が言っていたことは全部正解だったのね」

「……でもまさか、クラウス様が助け出すなんてね。予定外だったよ」

　エディは失笑しながら、小さな声で言った。

「クラウス様は、私に追跡魔法をかけてたの。だから、私のもとに駆けつけることができた」

　これが、エディのいちばんの誤算となったことだろう。

「追跡魔法？　そうか、クラウス様のユリアーナへの執着を、どうやら俺は見くびっていたみたいだ」

「ふふ。残念でした。すごいでしょう？　私のご主人様は」

　私は自慢げに冗談っぽく笑ってみせる。侍女に私情で追跡魔法をかけるなんて普通じゃない行為だが、今回ばかりは仕方ない。

「それで――なんで、本当のことを言わなかった？　昨日、犯人捜しの話題が出た時、ユリアーナは誤魔化してた。……俺を庇うために、ああ言ったの？」

　エディのどうしても聞きたかったことはこれだろう。私も予想はついていた。あの時、すごく驚いた顔をしていたもの。

「エディじゃない。リーゼ様のためにああ言ったの」

「……リーゼ様？」

「自分の信頼している執事が悪事を働いたなんて知ったら、リーゼ様が悲しむと思わない？」

「……それは」

　エディは気まずそうに言葉を濁した。エディだって、バレればリーゼからの信頼を失うことを覚悟していたはず。それでも私にあんなことをしたのは――。

「でも、リーゼ様のためだったのよね？」

「え……」

「私ね、最初はずっとわからなかった。どうしてエディにこんなことされたのか。恨まれているのかなって思ったけど――その通り。私、ずっとあなたに恨まれていたのよね。一年生の時、リーゼ様をいじめていたから」

　人攫いたちと戦って、男がクラウス様に刃物を向けた時も、街に降りた時、クラウス様が泥棒に思い切り殴られた時も。使用人の身なのに、主人の役に立てないことが、私は悲しくて、情けなかった。その感情を思い出した時、エディが私をひどい目に遭わせた理由がわかったのだ。

「私のことを、エディはあのたった一日では信用できなかったんでしょう？　私が傍にいると、またリーゼ様になにか危害が加わると思ったから……私をエルム王国から追い出したかったのよね。違う？」

　エディはなにも言わず、ただ唇を噛みしめている。否定しないということが、この問いかけへの答えなのだと、私は勝手に解釈することにした。

「使用人にとって、主人はとっても大切な存在。特に、あなたはとても近いところでずっとリーゼ様を見てきたのだから。……主人のためにしたことなら、私は許せると思ったの。なんて、無事だったからこんな甘い判断ができたのかもしれないわね」

　大切な存在と言った時、私は無意識に脳内にクラウス様を思い浮かべてしまい、言いながら必死でかき消した。

「ユリアーナの推理はほとんど正解だよ。でも、もうひとつ。ユリアーナを外国に行かせたい理由があったんだ。とっても自分本位な理由だけど」

「なーに？　ここまできたら、全部聞かせてくれていいんじゃない？」

「……俺はたしかに、ユリアーナのことを信じられなかった。だけどその一方で……あの短時間一緒に過ごしただけで、俺は君に惹かれていたんだ」

「……えぇっ!?」

　そんな素振り、まったく見せていなかったじゃない！　急な告白に、思わず私の顔が熱くなる。

「俺にとって、ユリアーナは大事なリーゼ様を泣かせる憎むべき相手だったのに。心を入れ替えたっていうのも全部演技だと思っていて、あの時はわざと受け入れたふりをしたんだ。演技だと思っていても……君の笑顔は、俺にはすごく眩しかった。ユリアーナを好きになりかけている自分が許せなくて、これ以上惹かれることが怖くてたまらなくて。取り返しのつかないことをしてでも、君を俺の視界から消したかったんだ」

　クラウス様は私を、目の届く範囲に置いておきたかったと言っていた。

　エディは私に、視界から消えてほしいと思った。

　ふたりとも私に好意を抱いてくれている……自分で言うのもなんだけど。それなのに、考え方が真逆なのは不思議なことだ。好きってなんだろうってニコルに相談したことがあるけれど、人それぞれ違うもので、好きに明確な答えなどないのだろう。

「……ありがとうエディ。エディは認めたくなかっただろうけど、私に対して少しでも好きだと思ってくれたこと、すごく嬉しく思うわ」

　小説だと、誰からも好かれてなかったからね。むしろ、クラウス様とエディっていうユリアーナ嫌いツートップに好意を抱かれたことは、本当はだいぶすごいことなんじゃあ……？

「信じてもらえないかもしれないけど――ユリアーナとクラウス様が無事に戻って来た時、俺はどこかでほっとしてた。罪を償う覚悟も、あの瞬間決まったよ」

「ふふ。信じるに決まってるじゃない」

「……参ったな。俺はずっと疑ってたのに、ユリアーナは簡単に俺のことを信じるんだもん」

　エディはそう言うと、最後に残った草を引っこ抜いて立ち上がる。

「あの人攫いたちの処理は、責任を持って俺がどうにかするよ。俺のこともあいつらのことも、訴えたくなったら訴えていいから」

「うん。わかったわ」

「じゃあ――俺はそろそろ行くね。えっと……」

　エディが別れの挨拶をなんと言えばいいか迷っているのを察して、私は自分から言うことにした。

「またね！　エディ」

「！　……うん。またね。ユリアーナ」

　去り際に、エディの本当の笑顔がやっと見られた気がする。

　――ふぅ。転生以来いちばんのピンチを、なんとか乗り切った。今日からまた、気合を入れ直さないとね。

「ユリアーナ！　無事か!?」

　青空の下で伸びをしていると、エディと入れ違いで今度は凄まじく焦った様子のクラウス様がやって来た。……こんな早朝に、みんな早起きだなぁ。

「クラウス様、おはようございます。あの、無事っていうのは？」

「俺の部屋からはこの庭園が見えるんだ。あまり眠れなくて、いっそ起きてしまおうと思いカーテンを開けたら――エディと話しているユリアーナが見えて、急いで駆けつけたんだ！」

　本当に寝起きで飛び出したのか、少しだけ髪の毛が跳ねている。

「もう。本当に心配性なんですから……。なにもされてないですよ。あとここ、寝ぐせついてます」

　くすりと笑って、私はクラウス様の髪に手を伸ばすと、ささっと寝ぐせを直してあげた。

「……なんか、今のすごくよかった」

「ちゃんとお世話してる侍女さんっぽかったですか？」

「いや、どっちかというと恋人――ってより、仲のいい夫婦のやり取りに近かったかな」

「ふ、夫婦って、なに言ってるんですか。何回も言いますけど、私たちはそういうんじゃ――」

「今はまだ、な？」

　否定の言葉を最後まで言わせないようにか、クラウス様は自分の人差し指を私の唇に当てて、にっこりと微笑んだ。

「で、エディはどこに行ったんだ？」

「もう帰りました。私に用事があったみたいで。お互いのわだかまりも解けて、話せてよかったです」

「……正直、俺はユリアーナがあいつを庇う理由がわからないけど。これからも顔を合わせることはあるだろうから、その時は君の代わりに俺が警戒しとくよ。なんなら、あいつにも追跡魔法を常時かけておくか……」

　なんだか怖いことを言っているが、聞かなかったことにしよう。

「ところで、ユリアーナはなんでこんなに早起きなんだ？」

「クラウス様と同じで眠れなかったんです。だから早起きして、庭園で花の手入れでもしようかなって」

　まだ少し草むしりをしただけで、全然できていないけれど。まさかこんな立て続けに、人に会うと思っていなかった。

「その考えが、もうすっかり侍女だね。だいぶここでの生活にも慣れてきたようだし――うん。決めた。この瞬間から、ユリアーナを俺の専属侍女に任命する」

「――え」

　専属侍女？　それって、エディがリーゼの専属執事をやっているように、常日頃からお世話をする役目の……？

「無理無理！　私はまだ、専属侍女なんてできる器じゃないですって！」

「それは君じゃなくて俺が決めることだ。昨日眠れない夜を過ごして、俺はずっと考えてた。今回みたいなことを二度と起こさせないためには、俺の専属にさせるしかないって。そうしたら、本当にずっと目の届く場所にユリアーナを置いておける」

　クラウス様は目をキラキラと輝かせて、私の意見は聞かず一方的に話を進める。

「というか、本当は最初から専属侍女にしたかったんだ。でも、あまりに特別待遇をして周りからひんしゅくを買いすぎてもいけないだろう。俺なりに、一応その辺の配慮はしてたんだ」

　私情で散々付き人役を任命しておいて……あれでも我慢してたほうなのがびっくりだ。

「あの、クラウス様、専属になるのはもう決定なんですか？　私はもうちょっとほかの仕事もしたいなー……って」

「決定だ。でも、やりたいことはなんでもやらせてあげよう。ただし、俺のそばでね」

「…………」

　だめだ。もうなにを言っても、私がクラウス様の専属侍女になる未来は変えられない。

　――婚約者の次は専属侍女。どうあがいても、この世界は私とクラウス様の関係を断ち切ることを許さないようだ。

「ねぇユリアーナ。婚約者、専属侍女ときたら、最後は俺の妻になるしかないね？」

「それがどういう方程式なのかよくわかりませんが……次期公爵が侍女と結婚するなんて、周りが許さないでしょう」

「身分差なんてものはいくらでも壊してみせるさ。愛の力でね」

　クラウス様なら冗談抜きでやってのけそうだと思い、思わず笑みがこぼれる。そんな私につられるように、クラウス様も微笑んだ。その笑顔を見て鼓動が高鳴った現象に、今はまだ、名前をつけないでおこう。

　小説のラストシーン……私の破滅回避まで、あと半年。その間はなにが起こるかわからない。

　完全に断罪を回避できるまで、恋だの愛だの言ってる場合じゃないんだもの。

　――だけどもし、その期間が過ぎたなら。

　その時がきっと、このドキドキに名前をつける時なんだろう。




　新生ユリアーナとしての日々は、まだまだ始まったばかり。シュトランツ公爵家で侍女として奮闘する日々はこれからも続く。壊したがりで愛したがりの、ご主人様と共に。




ｅｎｄ
















特別書き下ろし番外編










専属侍女、ユリアーナのとある一日




　私の一日は、元婚約者であり現ご主人様である、クラウス・シュトランツ様を起こしにいくところから始まる。

「おはようございます。クラウス様」

「ああ、おはよう。ユリアーナ」

　……とはいってもこのように、私が部屋に行くころには既に、クラウス様は目を覚ましていることがほとんどなのだが。時々寝ているクラウス様に遭遇すると珍しいなと思いつつ、綺麗すぎる寝顔に無駄に緊張してしまう。

「準備は自分で済ますから、ユリアーナはお茶を淹れてくれる？」

「今日もですか？　かれこれ一週間、専属侍女として朝の仕事をやった覚えがないんですけど……」

「いいんだ。俺はユリアーナに世話してもらうより、この朝の時間をふたりでゆっくり過ごせるほうが嬉しいからね。……それとも、君は俺の世話がしたくてたまらない感じ？」

　からかうようにクラウス様にそう言われて、私はカッと顔が熱くなるのがわかった。

「いいえ！　朝の休憩時間が増えてラッキーですっ！」

「あはは。むきになってかわいいなぁ」

　クラウス様に専属侍女に任命されてから、約二か月が経過した。私たちの朝は、いつもこんな感じだ。

　最初こそ髪に櫛くしを通してあげたり、身支度を手伝ったりとしていたが、次第にクラウス様は自主的にそれらをするようになった。それは全部、私と朝のティータイムを楽しみたいからというよくわからない理由で。

　たまに「今日はユリアーナがやって」と言われて朝の準備を手伝うこともあるが、その時にクラウス様が見せる甘えているような表情や態度は……正直、母性本能をくすぐられてきゅんとする。

「クラウス様、お茶のご用意ができました」

　私は手早くお茶の用意をすると、制服のネクタイを締めているクラウス様に声をかける。クラウス様は椅子に腰かけると、私のほうをじっと見つめた。

「……失礼します」

　ひとこと言って、私はクラウス様の向かいの席に座る。そうすると、クラウス様は満足げに微笑んだ。こうして毎朝、〝早く座って〟と目で訴えかけてくるのだ。

「最高だなぁ。こうやって毎朝、君と過ごす時間があるなんて。改めて、専属侍女にしたのは正解だったな」

「私は朝の皿洗いがそろそろ恋しくなってきましたけどね」

「……俺よりマルコと過ごしたいってこと？」

「そんなこと言ってないじゃないですか！」

　私が侍女になってからクラウス様は嫉妬深い一面を見せていたけど、エディの一件があって以降、さらに私の発言に敏感になっている気がする。

「そ、それより、今日の茶葉はどうですか？　この前、リーゼ様がくれた王都には売られていないオリジナルブレンドのものですよ」

「……へぇ。言われてみれば、珍しい香りだな」

　話題を変えて、クラウス様の興味を紅茶へ向かせることに成功し、私はほっとした。

「リーゼで思い出したけど、今日からしばらく生徒会の仕事で帰りが遅くなりそうなんだ。でもリーゼがユリアーナに会いたがっていたから、よかったら今日、君も一緒に馬車で学園まで迎えに来てくれないか？」

「え、いいんですか？　私もリーゼ様には会いたかったので嬉しいです」

　学園に行くのは、実に刺繍を教えて以来のことでわくわくする。

　専属侍女は毎日学園まで迎えに行くのも仕事と思っていたけれど、それはクラウス様に「必要ない」と言われてしまったのよね。……刺繍を教える時は強引に私を学園に連れて行ったくせに――もしかして、やっぱり私は学園で嫌われたままだったりして!?

　最初は小説の舞台となる学園に行くことはあまり好ましくなかったが、実際行ってみると思いのほか楽しい時間を過ごせた。そのせいで、内心また遊びに行きたいなーなんて気持ちが芽生えてしまっていた。さすがに頻繁に行くのは破滅へのフラグを立てる危険性がある。でも、たまに行くくらいなら大丈夫……だと思う。

「よかった。それじゃあ今日、門前で待ち合わせよう。あ、絶対に学園の敷地内までは入ってこないでくれ。いい？」

「は、はい。わかりました」

　そこまで念を押すなんて――私が足を踏み入れることは許さないっていう、過激派の生徒でもいるのだろうか。……まぁ、散々好き放題していたんだから自業自得か。




　朝のティータイムを終え、その後朝食を終えたクラウス様を見送り、私はまた仕事へと戻った。

　クラウス様の部屋の清掃を終え昼休憩をとると、午後の仕事が始まる。クラウス様が学園へ行っている日は特に専属侍女としての仕事がないため、今まで通り、侍女長から振り分けられた仕事をこなしていた。

「ユリアーナ。そろそろお迎えに行く時間じゃない？」

　一緒に干していた洗濯物の取り込み作業をしていたニコルが、オレンジ色になった空を見上げて言う。

「いけない。そうだったわ！　ニコルとのおしゃべりが楽しくて、頭から抜けちゃってた」

「まったくもう。続きは今日の夜、部屋でしましょう。早く行きなさい」

　呆れ笑いを浮かべるニコルに残りの仕事を託し、私は急いで門前に向かう。既に馬車は用意されており、私は少し遅刻したことを御者に謝ると、学園へ向かう馬車へと乗り込んだ。

　窓を少し開けて、昼間より若干冷たくなった風を浴びながら綺麗な空を見つめていると、あっという間に学園に到着した。私はひとりで馬車から降りると、言われた通り門はくぐらずにその場でクラウス様を待つ。

　授業が終わって結構な時間が経っているせいか、これから下校する生徒の姿は皆無に等しい。ちらほら見かけても一年生ばかりで、知り合いの姿を見つけることはできなかった。どうせならこの機会に、刺繍を一緒にやった生徒会メンバーや、私の取り巻き役をしっかりこなしてくれていたふたりとも再会したかったけれど……仕方ないか。

　到着して十五分ほど経過したが、まだ生徒会の仕事は終わっていないようで、クラウス様が学園から出てくる気配はない。外もちょうどいい気温で不自由はないし、のんびり待とうと伸びをしていると、馬車が停まる音が聞こえて振り返る。すると、その馬車から――。

「エディ！」

「……ユリアーナ!?」

　エディが降りてきた。彼に会うのは、庭園で話して以来のことだ。

「久しぶりね！　元気だった？」

「あ……うん。ユリアーナも元気そうでよかった」

　テンション高めの私と違い、エディの態度はどこかぎこちない。それでも照れくさそうに微笑んでいる姿を見ると、少なからずエディも私との再会を喜んでくれているように思える。

「エディもリーゼのお迎え？」

　私が聞くと、エディは首を縦に振った。ふと視界に、エディが乗っていた馬車が目に入る。ずいぶん小さくて狭そうな馬車だ。そんな私の視線の先に気づいたのか、エディが口を開く。

「リーゼ様。ギフトをもらったことを公表してからは一気に注目度が上がって、学園側から広い馬車を用意して送り迎えをするって申し出があったのに……ずっと乗ってきたこの小さな馬車がいいっていうんだ。変わってると思わない？」

　……なんて尊いエピソードなの！と、私はひとりで感動する。

「リーゼ様、本当に素敵な女性ね……！　たしかに変わってる考えかもしれないけど、リーゼ様のそういうところ、ずっと変わってほしくないわ」

「あはは。うん。俺もそう思うよ」

　嬉しそうにリーゼの話をするエディを見て、エディはやっぱり主人としてリーゼをとても大事に思っていることが伝わってきた。私は変わらずギフトのことを公表していないし、今のところする予定はない。最近はあまり能力を使う機会もないし、今日も出番はなさそう。せっかくティハルトがくれたギフトだから、いつかたくさんの人々の役に立てたらいいな。

「ところで、ユリアーナがいるなんて珍しいじゃないか。もしかしてクラウス様を？　リーゼ様から専属侍女になったとか聞いたけど」

「ええ。その通りよ。今までは学園には迎えに来なくていいって言われてたんだけど、今日はリーゼが会いたがっているから来ていいって言われたの」

「迎えに来なくていいって言われてたのか……。まぁそれはたぶん、クラウス様の独占欲だろうね」

「独占欲？」

　前は「俺たちが一緒にいるところを見せびらかしたい！」と言わんばかりに私を連れてきたくせに？

　よくわからず首を傾げていると、エディがにやりと笑って私の耳に唇を寄せてきた。

「俺みたいにうっかり惚れちゃう男がこれ以上現れないように、ユリアーナを誰の目にも触れさせたくないんだよ」

「……っ」

　そうだ。私、庭園でエディに告白まがいなことされたんだった……！　それより、エディの言ってることが本当なら――。理解した途端、顔がぶわっと熱くなる。

「なにしてるんだ？」

　そこへ、一気に空気が凍り付くような低い声が響く。よりによってエディと近距離で話している最中に、クラウス様がやって来てしまったようだ。

「お、お疲れ様です！　クラウス様」

「お疲れユリアーナ。ずいぶん顔が赤いな」

「えっ！　こ、これは……エディが変なこと言うからっ！」

　そう言うと、あまり表情を変えないエディがぎょっとした。俺を巻き込むなと言わんばかりの反応だ。

「へぇ？　おい、俺のユリアーナになにを言ったんだ？」

　笑顔のままクラウス様がエディへと目線を向けるも、エディはクラウス様の目を一切見ようとしない。

「おい。聞いてるのか？」

「……申し訳ございませんが、わたくしにはなんのことかさっぱりです」

　しらばっくれるエディを見て、クラウス様があきらかに苛立っているのがわかる。最悪のふたりを最悪のタイミングで引き合わせてしまった。これ以上、ひとりでこの空気に耐えられる自信がない。せめてリーゼかマシューが来てくれたら――！

「ユリアーナ様～っ！」

　心の中で強く願っていると想いが通じたのか、門の向こう側からリーゼが声をあげて手を振っているのが見えた。後ろにはマシューの姿もある。

「きゅう……じゃなくてリーゼ様！」

　あぶない。思わず〝救世主様〟と叫びそうになった。

　私がリーゼに大きく手を振り返そうとした途端、その手はクラウス様に掴まれる。

「帰るぞ」

「ふぇっ!?　ま、待ってください。まだリーゼ様と全然話してないんですけど!?」

　なんなら、遠くから互いに名前を呼び合っただけなんですが。

「リーゼと話す機会ならまたすぐに作る。これ以上、ユリアーナとこいつを同じ空間にいさせてたまるか」

　クラウス様はエディを睨むと、私の手を強引に引いて馬車に乗り込んだ。リーゼもまた驚いて「えぇっ!?」と声をあげている。窓から見えるエディとマシューは、ふたりとも呆れたようにため息をついていた。




　馬車の中はしばし沈黙が流れる。いつもべらべら話しているのに、突然静かになられると調子が狂う。

「……クラウス様、今日はなにか楽しいことありました？」

　世間話でもしようと、私から話題を振ってみる。

「全然。最悪なことならあったけど」

「……そ、それは残念でしたね？　生徒会の仕事は片付きましたか？」

「まだ残ってる。でも今日のことに腹が立ちすぎて、明日は仕事が手につかないかもな」

「…………」

　すべての質問につーんとした態度で返され、私はなにも言えなくなった。あれ、この塩対応な感じ……まさか、一年前にタイムスリップしてる？

　そう錯覚してしまうほど、クラウス様の態度はむすっとしている。私はあまりこの状態のクラウス様に慣れていないため、なんだか変な感じだ。正直……ちょっと寂しいかも。

「クラウス様、いい加減機嫌直してください。ていうか、どうしてそんなに機嫌が悪いんですか？」

　機嫌の悪さも私のギフトで修復できたらいいのに、そうはいかないから困った。

「……好きな人が別の男に顔を赤らめている姿を見て、不機嫌にならない男がいるのか？」

　真っすぐな眼差しでそう言われ、思わずドキッとするも、引っかかることが。

「別の男に顔を赤らめるっていうのは？」

「君までとぼけるのかユリアーナ。エディになにか言われて頬を染めていたってことはつまり、君はエディにときめいたってことで……」

「違います！　あれは――」

　言いかけて、一瞬口籠る。だけど、私の言葉を待っているクラウス様の目を見ていると、自然と言葉を発していた。

「エディが、クラウス様が私を普段迎えに来させないのは独占欲って言うから……本当にそうなのかなって思うと、すごく恥ずかしくなったんです！」

　以前の私だったら〝そんなふざけた理由があってたまるか！〟と思っていたのに。最近だと――クラウス様の異常なまでの独占欲に、愛情を感じてしまう時すらある。しかもそれを嫌だと思わなくなってきたのだから重症だ。

　……ああ。恥ずかしくてまた顔が熱くなってきた。ちらりとクラウス様を上目遣いで見つめると、拍子抜けした顔をしたあと、突然クラウス様の顔もみるみる赤く染まっていく。

「……今のは不意打ちだ。ユリアーナ」

「え？」

「……かわいすぎるだろう」

　気づけば視界は暗くなり、クラウス様に抱き寄せられているのだと気づく。馬車の中でこんなに密着して、いけないことをしている気分になる。

「じゃあ、俺のことであんなに赤くなってたんだな？」

「……そういうことにしておいてあげます。そうじゃないと、またクラウス様の機嫌が悪くなるから」

　あからさまに上機嫌な声色になったクラウス様に、ふっと笑みがこぼれた。

「素直じゃない君も好きだ。そしてたしかに、俺が君を迎えに呼ばないのは――、君を俺以外の誰の目にも触れさせたくないからっていう、俺のわがままだよ」

　優しく微笑むクラウス様を見て私は思う。

　――エディの言ってたこと、そのまんま正解だったなぁ……と。




　そのまま身体が触れ合う距離で、私たちは帰路につく。……いつか心の距離もゼロ距離になる日がくるのだろうか。

　小説のユリアーナが叶えたかった〝クラウス様との幸せな未来〟を実現してあげるのも悪くないのかもしれない――なんて、まだ想像つかないけどね。










あとがき




　初めまして。こんにちは。瑞希ちこです。

　このたびは今作をお読みいただき、ありがとうございます。

　悪役令嬢主人公を書いたのは少し久しぶりな気がしますが、今回も楽しく書かせていただきました。やっぱり自由奔放で自ら行動していく明るいヒロインは、書いていてもスカッとします。ただ次はなにをやらかすのか、ハラハラする部分もありますが、そういうシーンを考えるのもまた楽しいです。

　今作はプロットもすぐに決まって、原稿を書く際もそこまで行き詰ることはなかったのですが、書いていくうちにどんどんクラウスのキャラが変わっていきましたね。最終的にものすごく独占欲の強い執着系ヒーローになっていました。最初はティハルトみたいな王子キャラでいく予定だったのですが……自分で書いていても思い通りに動いてくれないのがキャラクターなんだなぁと。物語上でキャラクターたちが生きているということを、改めて思い知らされました。

　物も人間関係も、傷つけたり壊すことは一瞬で、簡単です。だけど、一度壊されたり傷ついたものを修復するには、とても時間がかかります。だからこそ、目の前にあるものを大切にしていきたいですね。

　最後にお礼を。素敵なカバーイラストを描いてくださった武村ゆみこ先生。

　めちゃくちゃ可愛いユリアーナと最高にかっこいいクラウスを本当にありがとうございます！　ふたりの衣装も最高すぎて、武村先生のおかげで私の中のユリアーナとクラウスがより明確で鮮明なものになりました。

　編集担当の須藤様、編集協力の若狭様。今回もたいへんお世話になりましたとしか言えません。今作をここまで連れてきてくださり、感謝の気持ちでいっぱいです。おふたりはぜひ、ティハルトから素敵なギフトを早急にもらってください。

　読者様。ユリアーナとクラウスを中心に動くドタバタ世界はいかがでしたでしょうか。少しでも現実を忘れて、この物語に浸っていただけたら幸いです。ユリアーナは「人の役に立ちたい」と思って侍女を始めましたが、私は「誰かの心を自分の物語で動かしたい」と思って、いつも作品づくりに励んでいます。特にきゅんきゅんドキドキしてもらえたら嬉しいな……！　それでは、またお会いしましょう。
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